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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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西風の皇子デイデイウス　登場人物紹介





ディディウス


ミュドラネ帝国の皇子。14歳。メイヴェーラと〈滅びの女神〉の二神を身体に同居（？）させている。口が悪くて生意気。







メイヴェーラ


西風をつかさどる女神。昔、ディディウスの父親に想いをよせていた。ディディウスの身体に同居し、彼を守護している。







ウィルゴ


二年ほど前、ミュドラネ帝国の帝都を壊滅に追い込んだ〈酸の海〉を呼び出した女剣士。強く美しく乱暴者。







ノクス


ウィルゴと〈酸の海〉を封じる旅をした青年剣士。その後、彼女と共にいたのだが……？　実は亡国の王子様。







ダークロア


自称世界一のオレ様魔法使い。実は見た目よりもかなり長い時を生きていたり、複雑な過去を持っていたりする。







ミューシカ


年齢性別不詳の、酒と音楽をつかさどる天空神（たまに旅の琴弾き）。普段は猫かぶりだけど、かなり好戦的。







〈滅びの女神〉


強大な力を持つ女神。「いつか私を打ち倒す者となれ」という契約をディディウスと結び、彼の身体に宿る。







ギャンダルフィッハ


二万年前に〈滅びの女神〉が地上を破壊した際、女神と契約し、さらにはその封印にも成功した魔法使いらしいが……。







エイルセイル


霧をつかさどる天空神。ディディウスに複雑な愛憎を抱き、その命を狙っていたが、何者かの手により殺される。
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序章　剣の見る夢の続き







　その剣けんは、戸と棚だなと壁かべの狭せまい隙すき間まから出てきた。





　それは彼の剣だった。


　帝てい都と復ふつ興こうのために腕うでっぷしの強さが必要とされることはあっても、剣が必要とされることはなかった。だから彼は傭よう兵へい生活で使っていた剣を、仲間と暮らしている粗そ末まつな、だが堅けん固ごな家の奥にしまい込んでいた。


　彼女は半日かけてそれを見つけた。


　装そう飾しよくのない、片かた刃はの剣だ。彼女が剣けん闘とう士し時代によく扱あつかったミュドラネのものより、やや刀身が長い。握にぎりの部分にまだ彼の温ぬくもりが残っているような気がして、すがるように抱だきしめた。


　けれど剣は冷たかった。


「……っ」


　彼女は泣かず、ただ唇くちびるを嚙かんだ。それが彼と出会う前の、彼女の癖くせだった。彼を取り戻もどすまではもう泣かないと決めたから、強がらなければいけなかった頃ころの癖が出てきた。それでもいい。なんでもいいから戦おう。彼女はそれだけを思っていた。戦わなければならない。


　彼女は、強く、剣を抱いた。そして立ち上がり、その握りに指を這はわせ、しっかりと握った。剣は思っていたより重く感じられた。


　最後に剣を振ふるってから、九か月。


　夜の月明かりが、崩くずれた壁から滑すべり込み、剣を携たずさえる彼女の姿を照らし出す。


　彼女は顔を上げた。白い顔が白い月の光を浴びて不ふ吉きつに輝かがやく。


　彼女は、数日前の襲しゆう撃げき事件によってその住人のほとんどを失った家をそっと出ていった。襲撃を生き延びた数人は、他ほかの家に移り住んでいる。今彼女の出ていった家は、襲撃者との激げき闘とうによってあまりに荒あれ、人の住めるところではなくなっていた。


　その奇き妙みような襲撃者は、彼女の仲間の多くを傷つけ、あるいはさらっていった。目的はわからない。さらわれた者が殺されたのか、それすらわからない。ただ唯ゆい一いつの手がかりは、そいつの言い残した言葉。





　剣を持ってくるのじゃな。我わが輩はいは、〈最果ての森〉に……





（もしも……もしも、彼がもう殺されていたら）


　彼女は剣を腰こしに下げ、マントに身をくるみ、帝都復興の拠きよ点てんである丘おかから離はなれる。


（殺したやつを、あの骸がい骨こつを……）


　彼女の目が殺意に燃える。月の光を浴びて梟ふくろうの飛び立つ中、彼女は丘の背後に広がる、真っ黒く炭化した木々の間に踏ふみ込む。


（あの、空っぽの髑髏どくろを）


　彼女は襲撃者の顔を思い浮うかべる。ぼろぼろの蓑みの虫むしみたいなローブの下には骸骨があって、そのフードの下には髑髏があった。忘れようのない顔。あいつは夜明けとともにあの家を襲おそったのだ。彼女の大切な人は、皆みなを守ろうとしてあいつにさらわれた。数人の仲間も一いつ緒しよに。残された仲間は、さらわれた仲間を諦あきらめるか捜さがしに行くかで意見が割れたが、結局、せめて行方ゆくえだけでも追ってみようということになった。そしてその追つい跡せき者しやに、彼女が選ばれた。


　彼女は追跡者であり、獲え物ものを狩かり出す猟りよう犬けんであった。


（砕くだく）


　ひう、と炭となった木々の森が、風に泣いた。





　夜鳥が飛んで、月つき影かげすら隠かくした。


　そして闇やみの中、彼女の目だけが爛らん々らんと輝く。


　戦いの予感に、森は震ふるえていた。


　そしてその震えは、やがて半島中に波は及きゆうした。














一章　始まりの戦場







　親指くらいの大きさの石の船が、床ゆかの上を滑すべるように走っている。そのあとを追うのは虻あぶほどの大きさの炎ほのおの鳥で、二輪戦車をひいて、膝ひざくらいの高さのところを飛び回っている。幻げん影えいのおいかけっこは円を描えがいていつまでも終わらず、ディディウスの目はそれを見ているうちに虚うつろになってきた。ダークロアの声も耳に入らない。


　ディディウスは眠ねむ気けを追い払はらおうと何度も目を擦こすった。そのようすを見て、教師役のダークロアはうんざりした顔で嘆たん息そくした。


「そんなにつまんないの？」


「うあ。あー、いや、そうじゃなくて……眠いだけ」


「……だからそりゃつまんないからじゃないのか？」


　教え慣れていない新米教師は、ちょっと肩かたを落とした。


　逆三角形のピュエラ半島を支配するミュドラネ帝国。その副都アルバ＝ロンガから十日ほど南に下った町で、隊商宿に一いつ泊ぱくしたときのことだった。夜はゆるりとやってきて、すでにどっしりと腰を据すえている。窓は強い日差しの侵しん入にゆうを防ぐためにごく小さく造られ、そこから降り注ぐ月光の中で、羽虫の姿をした光の妖よう精せいがきらきら光りながら飛び跳はねて、部屋を照らしてくれていた。


　二階建ての隊商宿に造られた石造りの小部屋は、値段の割わりに部屋も毛布も清潔だった──何より盗とう賊ぞくの根ね城じろになっていないのがいい。治安の悪化から、これまでの宿場では盗賊団が宿に巣くっていたのだ。いいや、正確に言うと盗賊団が宿を経営しているようなものだった。間ま違ちがって泊とまってしまった客は有り金を巻き上げられ這ほう々ほうの体ていで逃にげ出すらしい。


　ディディウスは一応広大なピュエラ半島を支配するミュドラネ帝てい国こくの皇子だったが、色々あって今は旅の身の上で、なおかつダークロアの弟子でしのような立場だった。少なくとも野営地での水みず汲くみやら荷運びやら薬草のすり潰つぶしやら薬草探しやら料理やら、そういう雑ざつ事じはやっている。


　それから料理以外にもこうやって長い伝承の暗あん誦しようもやるし、昼間は道々の草木を教材に生物学の授業を受けたりもする。


　でも、魔ま法ほうはまだ教えてもらってない。


「ちょっとたるんでるなあ、最近」


　ダークロアは、パン、と手を叩たたいて、地を走る船を巨きよ大だいな蜘蛛くもが襲って返り討うちにあっている幻影を消した。二万年前に起こった天空と地上の戦いを説明するのに幻まぼろしを作って見せていたのだ。


「なんでこういうのが重要かは教えただろう？　妖精とか神様とかと交こう渉しようするにはちゃんと相手のことを知っていないとダメなんだって。相手の弱みとか性質とかさ」


「うん……わかる」


「本当か？」


　ダークロアは疑わしそうな目でディディウスを見た。


　ダークロアはいわゆる魔法使いで、ディディウスの面めん倒どうを見ながらも、商船に風の祝福を与あたえたり、医者に薬草を売ったりしてちまちまと稼かせいでいる。黒くろ髪かみ黒い瞳ひとみ、丈じよう夫ぶそうな体つきで、実際かなり丈夫だ。たとえて言うならディディウスが殴なぐったら殴った拳こぶしの方が痛いくらい。


「……ま、今日やったこと覚えてるか明日確かく認にんするからな」


「う」


　話を聞かなければいけないのはわかるが、オリーブと魚と豆の食事のあとで腹もくちくなり、久しぶりに風や獣けものや盗賊を気にせず寝ねられると思うと心も安らぎ、上下の瞼まぶたはかなりの仲良しになってしまっている。食事の時に一口飲んだ黄色葡萄ぶどう酒しゆも、今頃きいてきた。


「……おい？」


「う、ああ、ごめん、最近なんか寝不足で」


　ディディウスは言うと、さっさとサンダルを脱ぬいで寝しん台だいに上がり、自分の毛布の中に潜もぐり込んだ。


「どうした？」


「夢を見るんだ。それで夜中に目が覚めて、そのあとなかなか寝られない」


「夢？」


　こちらも寝ようとしていたダークロアが、それを聞いて身体からだを起こした。


「夢ってどんな」


「んー……よく覚えてないんだけど、なんか……こー」


「こう？　おい、寝るな」


「うえーと……最後にはいつも……」


「いつも？」


「風が……」


　こてん。


　ディディウスの頭が毛布の上に落ちた。











　その夜。


　夜よ更ふけ、眠りにつくディディウスの身体が、突とつ然ぜんぼんやりと銀色に光った。光は次し第だいに胸の真ん中に集まり、球体となってディディウスの身体を離れ、胸の上に浮かび上がり、さらに明めい滅めつを繰くり返して形を変える。


　そうして光の中から現れたのは、愛らしい少女だ。


　彼女の名は、メイヴェーラ。


「身体なくなっちゃった、うふ」という理由でディディウスの身体に潜り込んでいる、肉体を失った魂たましいだ。魂というのは肉体なしには存在できず、肉体もまた魂なしには存在できない。普ふ通つう、肉体がない魂は死んだものとして死者の行く海界に引っ張られてしまうのだが、彼女は人間ではなくて、人間より遥はるかに長い時間と力を持つ神だった。それゆえ多少の無理がきいて、ディディウスの肉体を借りる形でむりやり地上に残っていられるのだ。


　神と言えば世界とともに生まれた力ある者。いいや世界そのものと言ってもいい。メイヴェーラも西風とともに生まれた。あらゆる西風は彼女の意思のままに吹ふき、世界を巡めぐる情報が彼女の下もとにもたらされる。西風はメイヴェーラの子どもであり、兄弟であり、分身であるのだ。


　神と人間はその肉体も魂の在あり方も違ちがう。たとえば世界観の広さ。メイヴェーラにとっての世界は、ディディウスのそれよりもはるかに広い。メイヴェーラは西風の吹くあらゆる場所でものを見て、聞くことができる。


　毎夜同じ夢にうなされるディディウスのために、メイヴェーラはその広い世界観を最大限に利用して、素す敵てきな夢を見せて悪夢を打ち消してあげようと思った。


（やっぱり、こう、なが～い時の流れとか、ひろ～い世界とか、そういうのが伝わる夢がいいよね！　神様っぽくて！）


　メイヴェーラは自分で自分の考えに感心し、早さつ速そくそういう夢を見せてあげることにした。


（えっと、じゃあまずはメイの大好きな生き物の夢を見せてあげようっと）


　折せつ角かくなので『時の流れ』を意識して、過去にもう絶滅してしまった生き物と、今生きている生き物をみんなまとめてディディウスの夢の中に放ほうり込んでみた。とりついている相手に夢を見せるくらい、メイヴェーラにはどうってことないのだ。


「う、うぅ～ん」


　ディディウスはなんだかうなされているような声を出した。


　それを見て、メイヴェーラは少し考えて結論した。きっと、ディディウスはまだ物足りないのだ。よし、ならばと、メイヴェーラは、帝都の闘とう技ぎ場じようほどもある巨大な古代亀がめと、灯台も兼かねるアルバ＝ロンガのエトクス神しん殿でんくらいある巨大な古代蛾がの幼虫も同じ夢の中に放り込んでみた。


「う、うああ、あ」


　ディディウスが苦しそうに寝返りを打った。


　おかしい。


　今頃ディディウスの夢の中では古代の巨大亀と巨大幼虫とが手に汗あせ握にぎる争いを繰り広げ、その周囲では古代生物と現代の生き物たちとの熾し烈れつな生存競争が展開されているはずだ。楽しくないわけがないのに、喜ぶどころかうなされるなんて。


（……あ！　そうか、わかったわ。ディディはきっとあんまり生き物が好きじゃないのね。そっかー、好き嫌きらい激しいなあ、ディディは。じゃあ今度は……そうね、食べ物ならいいよね）


　そこで今度は亀と蛾の幼虫とその他の何千種類にも及およぶ生き物たちの夢の中に、ケーキリブムと葡萄酒を放り込んでみた。


（あ。ちょっと待って、これじゃすぐに生き物たちにケーキが食べられちゃう。葡萄酒も飲まれちゃうし……うーんと、よし、これならどう？）


　メイヴェーラは、ケーキを古代亀より巨大にして、葡萄酒もそれに負けず大量に用意してみた。するとディディウスの寝息も少しずつ落ち着いてきた。


　メイヴェーラはほっとして、しばらくようすを見守ることにした。


　……だが、しばらく経たつとディディウスの顔は徐じよ々じよに恐きよう怖ふで歪ゆがんできた。


（え！　ええ!?　どうして？　何が悪いの!?）


　心配したメイヴェーラは他にも色々なものを夢に放り込み、そのたびにようすを見たのだが、いっこうによくなる気配がない。そこでディディウスがどんな夢を見ているのか、意識を同調させて確かめてみることにした。そのためには一度体内に戻らないといけない。メイヴェーラは再び銀色の光る球体となって、ディディウスの胸の中に滑すべり込んだ。


　夢は壮そう絶ぜつなことになっていた。


　巨大化したケーキには何百本もの脚あしが生えて古代蛾（すでに幼虫から羽う化かしていた）を貪むさぼり喰くらい、葡萄酒の海では古代亀が沈しずめられていた。生き残った動物たちは争いの愚おろかしさを悟さとり、二つに割さけて開いた葡萄酒の海の道を歩いて船に乗り込む。この船だけが、多くの仲間を巨大ケーキに食われ葡萄酒の海に呑のまれた動物たちに残された、最後の希望の光だったのだ。


　それなのに、その船が突とつ如じよとして動物たちを食いだした。船はなんと、化けた巨大ケーキだったのだ！


　しかもケーキは狡こう猾かつに罠わなを張り巡めぐらし、背後から忍しのび寄って、一匹ぴき、また一匹と確実に始末していく。その仕打ちは情け容よう赦しやなく、巧たくみな作戦で動物たちの仲を引き裂さき……


「ひあ、ひ、ひひ、た、たすけ、すけててー」


「ディ、ディディウスっ！　しっかりしろ！」


　ディディウスとダークロアの声で、メイヴェーラは夢から覚めた。あまりに気持ち悪い夢だったので、意識の同調を切るだけでは我が慢まんできず、ディディウスの身体からだから抜ぬけ出て、先さき程ほどのように虚こ空くうに浮いた。


　ダークロアが恐怖の悪夢に悶もん絶ぜつするディディウスを抱かかえ起こし、その頰ほおを叩たたくと、ディディウスはうっすらと目を開け、次の瞬間よくわからない悲鳴を上げて、胎たい児じのように丸くなって毛布の端はしを摑つかんだ。彼は全身に大量の汗を搔かき、簡かん素そな麻あさのチュニカをぐっしょり湿しめらせ、がたがた震ふるえて、虚うつろな目を全開にして虚空を見つめている。


　これはひどい。


　ディディウスの身体から抜け出てぼうっとしているメイヴェーラに気づいたダークロアが、焦しよう燥そうに駆かられた声で言った。


「どうしたんだ、メイヴェーラ。いったい何があった、誰かに襲われたのか!?」


　──う、ううん、別に……


　メイヴェーラはそっと視線を逸そらして言った。







◇◆◇







　ただの少年と女め神がみと魔ま法ほう使つかいが一緒に旅をすることになった経けい緯いには、〈滅ほろびの女神〉という存在が深く関かかわっている。


　それは世界の始まりとともにあって、地上のすべてを喰くらいつくしてきた恐おそろしい女神だ。彼女は二万年前に一度封ふう印いんされたのだが、つい最近になって目覚め、ミュドラネ帝てい国こくの辺境で暴れ出してしまった。


　だがある少年が彼女と取引をした。人と人ならざるものたちとの間でかわされる取引を、魔法使いたちは〈契けい約やく〉という。彼女は少年と契約し、いつか少年が自分を倒たおすことを条件に、しばらくその少年の体内でおとなしくしていることを約束した。


　その少年というのが、ディディウスだ。


　魔法使いとして古い物語を伝えてきたダークロアによると、二万年前にも同じことがあったのだそうだ。一人の魔法使いが〈滅びの女神〉を自分の体内に宿らせ、破は壊かいを留とどめた。彼は女神と契約し、最終的には女神を封印した。


　彼の名はギャンダルフィッハ。


　ディディウスが悪夢に悶絶する十日ほど前──帝国の副都アルバ＝ロンガのとある裕ゆう福ふくな商人の家に世話になっていたとき、ディディウスはメイヴェーラと今後のことを話し合った。


　そこで彼の名が出てきたのだ。


『ギャルダルフィーハ？』


　──ギャンダルフィッハ。


　メイヴェーラが言い直した。ディディウスは空の見える中庭のタイルの上に直接座り、葡萄ぶどうをつまみ食いしていた。


　──ギャンは地上の神々の導きで〈滅びの女神〉を倒す寸前までいったんだけどね、結局倒すことはできなくて、封印するだけしかできなかったの。でもギャンはすごいのよ、一人で封印方法を考えたし、封印できただけでも大きな進歩なんだから。だって人間は女神の封印されている間に文明を作ることができたんだもんね。……でも本当なら、メイたちとしてはすぐにでも〈滅びの女神〉を倒したかったの。


『なんで？……っていうか、倒すのと封印するのって違うの？』


　──違うの。えっとね、封印じゃあいつか女神は目覚めちゃうでしょ。女神との戦いは終わらないの。メイたちは、〈滅びの女神〉を倒して、戦いを終わらせたかったの。それに、メイたちにはあんまり時間もなかったから。ほら、世界は三つに分かれていて、天と、海と、地があるでしょ。でも、地上にだけは神々の力になる命の木が根づかなかったの。だから、神々は年とともに失われていく力を補おぎなうことができなくて、いつか滅んでしまうだろうって言われていたのね。


『あー……なるほど。じゃあ、封印解いてもう一度戦えばよかったんじゃないか？』


　──うん。そうしたかったんだけど、封印の解き方がわかんなかったのよねー。それで、メイたちは二万年前にすぐに眠りについて力を蓄たくわえておいて、残りの神々は地上に残って、その封印を解く方法を探し始めることにしたの。それを見つけて、メイたちを起こして、もう一度戦おうって。でも見つからなかったみたいね。メイが気づいたときにはもう地上には活動している神々はいなくなっていたから。今地上に残っているのは、眠りについていた神々だけ。だから、〈滅びの女神〉が自ら封印を破やぶって出てくるまで、メイたちは待つことになると思っていたの。それなのに……


『それなのに天空の神であるエイルセイルが〈滅びの女神〉の封印を解いてしまった、か』


　──そ。しかもエイルセイルは霧きりを使ってメイたちの記き憶おくを封じたり、まだ眠っている神々が目覚めないように細工したり……地上の神々の動きを封じてしまったのね。でも結局エイルセイルは死んで、メイの記憶もこういうふうにまあだんだん戻ってきたし、他の地上の神々も目覚めたはずなんだけどー……


　メイヴェーラのイライラと尖とがった気持ちを感じて、ディディウスは嘆たん息そくし、葡萄を食べた。


　メイヴェーラが苛いら立だっているのは、〈滅びの女神〉の復活を感じ取り、動き始めたはずの仲間の神々がどこでどうしているかわからないからだ。目覚めた直後、神々は自由にあちこち飛び回って人間から目もく撃げきされていたのに、数日でそれもぴたりとなくなってしまった。


　天に属ぞくする神々の動きを警けい戒かいしたのだと、風がメイヴェーラに教えてくれた。


　天と地は二万年前にひどい戦争を行い、犠ぎ牲せい者しやを出し、地上の神々が〈滅びの女神〉と戦う上でも支し障しようが出た。そのせいで天と地の仲はより険悪なものになった。しかも今度〈滅びの女神〉を解放したのは天の神であるエイルセイル。


　また天が何かするのではないかと地上の神々が警戒するのも、当然のことだった。


　そういうわけでメイヴェーラは仲間の神々とまともな連れん絡らくを取れなくなった。


　だが、その尖った気持ちがふと和やわらいだ。


　──……あ。でも、そうだわ、ギャンの居場所は分かるの。


『居場所？　ギャンダルフィッハって二万年前の人だろ、生きてるわけないよ』


　──あら。生きてるわよう。もう、勝手に殺さないで。


『……いや、だから、おまえは人間の寿じゆ命みようを知ってるのか？』


　──知ってるもん。ギャンはね、特別なの。彼は今も生きてるはずよ。そうだわ、ギャンのところに行けばいいんだわ！　そうしよう、ディディ！　ギャンならみんなと連絡がつくかもしれないし。


『でも、二万年前と同じ場所に住んでるのか？』


　──大だい丈じよう夫ぶ。ここで待ってるって、約束してくれたから。


　嬉うれしそうな感情が伝わってきて、何故なぜだかディディウスはちょっとむっとした。





　ディディウスらはそれから東の海岸線に沿って半島を南下し、話し合いから半月後、初夏の緑が輝かがやくころには、ギャンダルフィッハが住むという〈最果ての森〉に分け入った。







◇◆◇







　丈たけ高たかく、ひょろりとした木々が密みつ生せいし、地面近くまで日光が行き渡わたらない。下生えの生長は妨さまたげられ、おかげで道なき道を行く人間には歩きやすかったが、昼間でも薄うす暗ぐらく、じめじめしている。


　ディディウスの身体を乗っ取ったメイヴェーラは、その中を風のような速さで駆けていた。ダークロアはすでに後方に置いてきてしまったが、それでも彼女は走らなければいけなかった。気持ちが逸はやって、ゆっくり歩くなんてできなかったのだ。


　メイヴェーラは走った。枝が手を広げて道を示してくれる。急げ急げとメイヴェーラを急せかす。メイヴェーラはほとんど地に足をつけず走り、そしてついに木々の途と切ぎれる場所に出た。


　目の前が突とつ然ぜん開け、黄色い水すい仙せんに囲まれた泉が現れる。


　泉とその周囲だけが、緑の天てん蓋がいを逃のがれ明るい。空を映した水面みなもに陽光が反射し目を射さす。泉の中央には小島があって、緑が茂しげり、木が生えていた。


　ここだ。ここでギャンダルフィッハは自らの仕事を果たす時を待ち続けたのだ。


　ああやっぱり。メイヴェーラの視線の先には、懐なつかしい友の姿があった。彼は対岸で泉の縁ふちに屈かがみ込み、水面を見つめているようだった。フードの中は見えないが、あの手にした銀の杖つえは絶対に見み間ま違ちがいようがない。泉のほとりには小さな丸太と石の小屋が建ち、質素な生活が想像された。


「ギャン！」


　年とし経へた旧友の名を叫び、メイヴェーラは風を操あやつり一ひと跳とびで泉を越こえ、その対岸にいるギャンダルフィッハに飛びつこうとした。


　だが、何かに足首を取られ、空中で突然失速する。


「きゃ!?」


　そのせいで最初に考えていた軌き道どうを逸それ、小島に生える木の枝に顔をしたたかに打ちつけてしまった。


　……いや、違う。


　打ちつけてしまったのではない。打ちつけられたのだ、足首を何者かに摑つかまれて。


　だがそれを理解するかしないかのうちに、メイヴェーラは、


「はにゃ」


　と気の抜けた声を出し、地面に仰あお向むけに倒たおれた。











　ごつ、と頭に衝しよう撃げきがあった。


　ディディウスは痛みで目を覚まし、身体からだを起こした。


　地面に転がる石か何かに打ちつけてしまったのだろう、後頭部にこぶができていた。


（……なんだよも～、あれ？　メイ？）


　ディディウスはメイヴェーラに身体を預けて寝ていたのだが、いきなり意識が入れ替かわって起こされたのだ。メイヴェーラは呼びかけても答えない。


　ディディウスはぶちぶちと文句を言いながら、周囲を見回した。そこは泉の真ん中に浮かぶ、小島のようだった。ごく小さく、ディディウス一人が横になるだけの広さしかない。


　物音が聞こえて顔を上げたら、小島からは深い水を距へだてた泉のほとりで、戦いが繰くり広げられていた。


　一方は、丈高い偉い丈じよう夫ふで、見慣れない形のゆったりした衣ころもも、顔立ちも美しい。だが明らかに人間ではない。彼の身体には四本の腕が生えていて、しかもその一つ一つが少しずつ違う色、太さをしていたのだ。それら四本の腕が動くたびに、宙に浮く四本の剣が複雑に踊おどり、もう一方の小こ柄がらな人物を攻こう撃げきしている。こちらの人物も人間とは思えない。何しろたった一本の杖で、四本の剣の攻撃を受け、弾はじいているのだから。


「わ……」


　ディディウスには剣の動きもそれを受ける杖の動きも見えない。知らず声が漏もれ、その途と端たん剣の動きが止まり、それに合わせて杖の動きも止まった。


　四本腕の方が、横目でじろりとディディウスを睨みつけてきた。


　小柄な方は、フードを目ま深ぶかに被かぶっていて、どこを見ているのかもよくわからない。着ているローブはぼろぼろで、まるで蓑みの虫むしが枝や葉と間違えて小こぎ汚たない布切れを集めてしまったみたいだった。


「え。ええと」


　ディディウスは焦あせった。どうして自分はここにいるのだろうと考え、確かメイヴェーラがギャンダルフィッハという〈滅びの女神〉の前の契けい約やく者しやのところに案内してくれるはずだったのだと思い出す。


　ということは、このうちのどちらかがギャンダルフィッハだろうか。ではギャンダルフィッハではない片方は何者で、自分はどうしてこんな小島に倒れていたのだろう。


「邪じや魔まだ。寝ていろ」


　流りゆう暢ちようなミュドラネ語で短くそう言い放ったのは、四本腕の方だ。言葉とともに、彼は腕を軽く振ふり、それにつられるようにして、ディディウスは足あし下もとをすくわれて転んだ。


「うわ!?」


　水みず際ぎわの泥どろが跳はねる。まるで右の足首に紐ひもでもひっかけて転ばされたみたいだ。だが足首の泥を拭ぬぐっても、それらしきものは見当たらない。


　その間にも四本腕の男の操あやつる剣はローブの男を攻撃し、ローブの男は防戦一方ながら、それをかわしていく。ディディウスはそのときローブの男がしっかりと握にぎっているものにあらためて気づいた。


　そう、杖だ。


　杖は魔法使いの持つものだ。それによく考えればギャンダルフィッハは二万年の時を経へたとは言え人間なのだから、腕が四本というのはおかしい。ローブの方がギャンダルフィッハに違いない。


　そして、そのギャンダルフィッハが異形の者に攻撃されている。


　ギャンダルフィッハが不意によろめいた。石もないのに躓つまずいたような感じだ。敵はその隙すきを逃のがさず、四本の剣で四方からギャンダルフィッハを攻撃する。


　ギャンダルフィッハは杖を回転させ、正面から迫せまってきた二本を弾いた。頭上から落ちてきた一本は見もせずに半身ずらして避よけるが、残りの一本、背後から飛んできた残りの一本はかわしきれずにローブの背に突つき刺ささる。


「ギャンダルフィッハさん！」


　ギャンダルフィッハは膝ひざをつく。剣はギャンダルフィッハの身体から勝手に抜けて、四本腕の男の下もとに忠実な猟りよう犬けんのように戻ってくる。四本腕の男は勝利を確信し、ゆっくりとギャンダルフィッハに近づいていく。


　ディディウスは素す早ばやく頭を働かせる。働かせながら狩かりの獲え物ものをさばく以外では使ったことのない短剣を鞘さやから抜き、握り締しめた。


（どうする、あれは神族か……？　でも地上の神様ならギャンダルフィッハを攻撃するわけがないよな。ギャンダルフィッハは〈滅びの女神〉を封ふう印いんしたすごいやつって話だもん。なら天か海か……）


　ディディウスも、天空の動きが不ふ穏おんだという話は覚えていた。この間まで一いつ緒しよに旅をした天空神も、そのことを気にしていた。


（天空、だとすると……）


　ディディウスは今まで学んだ神々についての物語を、必死で復習し始めた。相手が何者でどんな力があるか、見み極きわめるのが大切だと教わっていた。そうすれば対処法も自おのずとわかる。そうしている間にも、四本腕の男はギャンダルフィッハの目の前に辿たどり着き、そのフードに手を伸のばす……


（天空に四本腕の神様なんていたっけ？　ええと……たくさん腕がある神様は……あ、蛸たこの神様っていたよな！）


「おい蛸！」


　蛸神は無言だった。振り向きもしない。だが、突然、ディディウスは足首を頭上に引っ張られ、その場に逆さづりにされた。目には見えないが、やはり足首に何か絡からみついているのだ。頭に血が上のぼる。


「た、蛸！　こら！」


「蜘蛛くも」


　ギャンダルフィッハが四本腕の男の手を杖で払いのけ、なんとか後方に逃れながらそう言った。


「あ。蜘蛛？」


　おお、言われてみればこの「見えない糸」は蜘蛛っぽいかもしれない。


　ディディウスは吊つられたまま、ポン、と手を打ち合わせ、天空の蜘蛛神の話を思い出した。


「そうだ！　ええと、確か地上の砦とりでを攻撃して返り討うちにあった天空神が……」


　言いかけた途端、ディディウスは、喉のどに何かひやりと冷たいものが触ふれるのを感じた。咄とつ嗟さに左腕を喉にあてがう。次の瞬間、喉が腕ごと猛もう烈れつに締め上げられた。何本もの目に見えない細い糸で、喉をぐるぐる巻きにされて締め上げられているのだ。だが腕をつっこんだのが幸いして、すぐに喉を潰つぶされることは避さけられた。


（でもあんまり保もたないな、これじゃあ……！）


　見れば、ギャンダルフィッハは足を引きずっている。いや、もしかしたらディディウスを捕とらえているのと同じ糸が彼の足にも絡みついているのかもしれない。ディディウスはせめてダークロアがやってくるまで時間を稼かせがなければと思った。ダークロアが来たらこの蜘蛛神の注意も脇わきに逸それるかもしれないし、それに魔法使いが二人いればひょっとしたらここから逃げることもできるかもしれない。話し続けて注意を引きつけたい──


「ええとー……七本腕の蜘蛛神だよな？　確か地上の砦落とそうとして失敗したっていう」


　だがディディウスは自分でそう言ってしまってから、あれ？　と思った。相手の腕は確かに多いが、四本しかない。足を入れても六本だ。もともと八本あったものが一本斬きり落とされて七本になっているというが、それにしても、一本足りない。


（……違う神様かなあ？）


　だが、蜘蛛神は初めて首を捻ひねってディディウスをねめつけた。小島から泉の岸までは六、七歩分ほど離れていたので見み間ま違ちがいかもしれないが、ディディウスには、美しいはずのその顔が、ぼこぼこと膨ふくれ上がり、醜みにくく歪ゆがんでいったように見えた。すると──


「！」


　ディディウスの口元に見えない糸が覆おおい被かぶさってきた。ディディウスは完全に覆われてしまう前に、慌あわてて口と鼻を手で庇かばい空気の通り道を作る。喋しやべれないが、何とか息はできる。ちなみに魔法使いの伝える物語によると蜘蛛の天空神が地上の砦を陥かん落らくさせようとやってきたのだが失敗し、腕を一本潰されて逃げ帰ったのだそうだ。蜘蛛神には八本の腕があったが、そのうちの一対ついだけが本物の力の宿る腕だった。よりによってその腕が潰されたことで、蜘蛛神は半分の力を失ってしまった。


（でも砦は結局他ほかの天空神に落とされた……んだよな）


　幻げん影えいの砦と蜘蛛を出してダークロアがそう教えてくれたのだ──あの、人間の想像力の限界に挑いどむような悪夢を見た夜に。一瞬悪夢の光景をまざまざと思い出しそうになり、ディディウスは慌ててそれをかき消した。


　とにかく、この反応を考えると、やはり四本腕の男は蜘蛛神なのだろう。ディディウスにとってのあの悪夢のように、きっと蜘蛛神にとっての最悪の思い出はこの失敗と力の喪そう失しつのことに違いない。そうでなければ大事な戦いの最中によそ見などするものか。


　一瞬だけディディウスを睨にらんだ蜘蛛神はすぐさま正面のギャンダルフィッハに向き直るが、そのときにはもうギャンダルフィッハは四本の剣すべてを叩たたき落とし、足を捕らえる糸を引きずり、杖を突き出していた。


「！」


　銀の杖の先端が、蜘蛛神の喉の真ん中をトンとついた。


　軽くついただけのように見えたのに、蜘蛛神はそのまま五歩ほどの距きよ離りを泉の中心に向かって吹っ飛ばされ、水に胸まで沈しずんだ。小島の上に逆さ吊りにされたディディウスのすぐそばだ。だが蜘蛛神は笑っていた。


　ディディウスがその笑いの意味に気づいて岸辺を見れば、ギャンダルフィッハが宙に浮いてもがいていた。両腕は頭上に上げられ、つま先は宙を蹴けっている。見えない糸に、腕をからめ捕られて宙づりにされてしまったのだ。蜘蛛神は水上にふわりと浮いてギャンダルフィッハを嘲あざ笑わらう。


「骸がい骨こつめが、手間取らせおって」


（骸骨？）


　奇き妙みような呼び名が気になって、ディディウスはもう一度ギャンダルフィッハを見た。逆光で、フードの中は相変わらずよくわからないのだが、ちらちらと見える手や足は、妙に白く、細いような気もする。


　フードの中もよく見ようと、ディディウスは首を捻ねじろうとしたが、首は糸でがんじがらめ、僅わずかも動かなかった。ギャンダルフィッハも両手を見えない糸で吊られ、ローブの下で足をばたばたと動かすだけだ。


「安心しろ、殺しはせぬ」


「ではどうするのじゃね」


　ギャンダルフィッハの口調はかなり癖くせが強く、聞き取りづらいものだった。何故なぜか喋るたびにフードの下からかたかたという音が聞こえてくる。


「我が砦に来てもらおう」


「我が砦？」


　ギャンダルフィッハは不思議そうに聞き返した。


「もしかしてわざわざ移動砦で乗り込んできたのじゃね。よほど実力に不安があったのじゃね。やっぱり前の失敗が──」


　蜘蛛神の操あやつる剣がギャンダルフィッハのわき腹をえぐった。蜘蛛神は腕を一ひと振ふりし、ギャンダルフィッハの肉体にさらに糸をまきつけていく。ぐるぐる巻にして動きを封じてから「我が砦」とやらに連れていくつもりなのだろう。蜘蛛神の顔は面おも影かげも残さずぼこぼこに腫はれ上がり、赤黒く染まり、剛ごう毛もうまで生えてきていた。まるで昆こん虫ちゆうのような顔だ。その口は盛さかんに何かを呟つぶやき続けているが、ディディウスにはまるで意味がわからない。


　ふと、その目が正気を取り戻し、その顔も元のように落ち着いて、腫れ上がっていた肌はだも滑なめらかになり、剛毛も引っ込んだ。


「それで、おまえは何者だ、子ども」


　彼はディディウスを見て、そう問いかけてきた。ディディウスの口から見えない糸が取り払われ、ディディウスは久しぶりに新しん鮮せんな空気を肺に吸い込んだ。


　蜘蛛神は水面を歩いて小島のディディウスの方へ近づいてきた。


「ただの子どもがここになんの用だ。いや、何故なぜここに辿たどり着くことができた？　ここは人ひと避よけの森、奥地には踏ふみ込めぬように力が働いていたはず」


「人避け？」


　聞き返し、ディディウスは急にいやな予感がしてきた。


　人避け、というと、まさか、ダークロアがいつまでもやってこれないのは──


「そうだ。ギャンダルフィッハの許した相手しか踏み込めぬよう、古いにしえの神が細工したのだ」


「げ」


「……げ？」


　ということは、ディディウスが森を抜けてこの泉のそばまで辿り着けたのは、ディディウスが〈滅ほろびの女め神がみ〉の契けい約やく者しやだったから、もしくはメイヴェーラがギャンダルフィッハの旧友だったからだろう。


　つまり、どれだけ時間を稼かせいでも、ギャンダルフィッハとの接点のないダークロアは、この森を抜けることはできないのだ。


「あ、ええと、じゃ、じゃあなんであんたはここに来られたのさ？」


「知れたこと。力ちから尽ずくで破ったのよ」


「あ、砦は落とせなくてもそれはできるんだ」


　思ったことがそのまま口をついて出た。相手はちらりと先さき程ほどの恐おそろしげな形相を見せる。


「何か知っているようだな。ギャンダルフィッハと一いつ緒しよに連れて行こう」


「え!?」


　ディディウスが気がつくと、蜘蛛神はごく間近に迫せまっていた。


「旅の連れにするなら醜い魔法使いだけより、美しいとは言えないまでも並の容よう貌ぼうの子どもが一緒の方が良い。それにこの腕はなかなか面おも白しろい……」


　ディディウスの剝むき出しの腕を撫なで、にまりと笑う。顔の輪りん郭かくは力強い人間の男性のものと似ていたが、目め尻じりや唇くちびるは化け粧しようでもしたように赤く、人間にはない美しさと妖あやしさがあった。


「う、腕……だって？」


「そうとも。張りのあるいい腕だ……」


　ディディウスはよくわからない嫌けん悪お感かんに鳥とり肌はだを立て、唾つばを呑のみ込んだ。


　すると──


　蜘蛛神は、いきなり噴ふき出した。


「？」


「ふ……ふはははは！　ばかめ、からかっただけだ。おまえのようなみっともない腕、誰が誉ほめるか！　ああ、しかし見れば見れるほど惨みじめな腕だな。なんてか細い！」


「な……」


　それは確かにディディウスの腕は細い。だが、だからといって。


「脆ぜい弱じやくでみすぼらしい。よくもこんな腕を見せて歩いて恥はずかしくないものだな」


「恥ずかしくなんかない！　恥ずかしいわけないだろ、自分の腕だ！　そりゃ細いけど、これは今鍛きたえてんだよ！」


　蜘蛛くも神がみの腕は、四本とも並外れて美しかったり、逞たくましかったりするものだった。白くて細い腕が一本と、褐かつ色しよくで流水文の入れ墨ずみの入っているのが一本、黄色くて逞しいのが一本、黒くて艶つややかなのが一本。操る剣の握にぎりもそれに合わせたように、白い骨を削けずったものと、赤い石をはめ込んだものと、黄おう金ごんを飾かざったものと、黒くろ真しん珠じゆを埋うめたものだった。


「あんたのちぐはぐな腕よりよっぽどいいや！」


「──人間ごときがっ！」


　人間ごときに本気で怒おこってんじゃねえよ、とディディウスは悪あく態たいをつこうとしたのだが、蜘蛛神の手に喉のどを摑つかまれ、できなくなった。


　ディディウスは必死で自由になる右腕を振り回す。握る短剣の切っ先が蜘蛛神の太ふと股ももに突つき刺ささり、蜘蛛神の口から驚おどろきの声が漏もれる。ディディウスは怖こわかった。怖かったが、堪こらえられない怖さではなかった。エイルセイル、というもっともっと強くて誇ほこり高い男を知っていたから、こんな蜘蛛は怖くないと、そう自分に言い聞かすことができた。


「今なのじゃね」


　聞こえてきたのは、ギャンダルフィッハの声だった。


　それから、水音が聞こえた。


「？」


　蜘蛛神の姿がディディウスの前から消えた。ディディウスの手にはただ血を垂たらす短剣が残された。再び聞こえてきた水音におそるおそる目を下に向けると──


　吊つられたディディウスの真ま下したで、蜘蛛神が溺おぼれている。


（……真下？）


　ディディウスの真下には、ついさっきまで小島があったはずだったのだが、その小島は消えていた。今見えるのは、島に一本だけ生えていた木と、蜘蛛神の両腕だけだ。その木と腕が徐じよ々じよに水中に沈んでいき、ついに最後まで残っていた指先すら見えなくなる。


「……はい？」


　ディディウスはそのようすを呆ぼう然ぜんと眺ながめ、それからギャンダルフィッハを見た。


「よいしょ、なのじゃね」


　彼はそんなかけ声とともに地面に降り立った。同時にディディウスを拘こう束そくしていた糸も急に緩ゆるみ、ディディウスは泉の中に落ち、その辺りに沈んでいるはずの蜘蛛神に捕つかまらないよう、慌あわてて水を搔かいて岸へ向かった。岸に泳ぎ着いてやっと息をついて泉の方を振り返ると、やはり蜘蛛神の姿は見えず、ただ水面に空気のごぼごぼという泡あわが出ているだけだ。糸が緩んだのは蜘蛛神の力が途と切ぎれたからだろう。


　それから──……


　それから、泉の真ん中にあった小島は、やっぱり消えていた。ディディウスが先程までいた、あの小島だ。


　だが、今、水の下にちらりと見えたのは、あれはもしや……もしや。


「………甲こう羅ら？」


　ということは、あの小島は島ではなくて……


　ディディウスはごくりと喉を鳴らした。


「古代の生き物の中には」


　ギャンダルフィッハが淡たん々たんと説明する。


「とても巨きよ大だいなものが幾いくつかあるのじゃね、古代亀とか、蛾がとか。我わが輩はいの趣しゆ味みはその育せ……」


「違う違う違う！　あれは甲羅なんかじゃない、あれは甲羅なんかじゃない！」


「？　いや、勿もち論ろん甲羅なのじゃね。本当はもっと大きいはずだったんじゃけれど、この環かん境きようではこれ以上大きくはならなくて。やっぱり空気と水と、あと餌えさが」


「きあああああああ」


　ディディウスは耳を押さえてしゃがみ込み、がたがたと震ふるえだした。数日前の悪夢が鮮あざやかに甦よみがえった。夢の中の古代亀はでかくて肉食でだから食しよく糧りようも大量に必要で、ディディウスは肉と見なされて散さん々ざん追われたのだ。密みつ林りんに逃げ込んでも、洞どう窟くつの中に逃げ込んでも、亀は貪どん欲よくに首を伸ばしてディディウスを追ってくる……


「？　大丈夫なのじゃね？」


　ギャンダルフィッハが怪け訝げんそうな声で訊きいて、手を差し出してきた。目の前に差し出された手を反射的に握って、ディディウスは顔を上げた。そこには──


　そこには、蓑みの虫むしのようなフードの「中身」があった。


「あ……う……」


　ディディウスは摑んだ手をおそるおそる見下ろした。それは、確かに人間の手だった。


　ただ、骨しかなかった。


　ローブの中身は骸がい骨こつで、フードの下には髑髏どくろがあった。


　陽光の下で見る髑髏は水に洗われた石のように滑なめらかで、眼がん窩かの闇やみは果てしなく暗かった。


　それはまるで、悪夢の続きのような光景だった。


　だがこれこそが現実であると悟さとった瞬間、ディディウスの頭の中から亀と毛虫の攻こう防ぼうは消え失うせた。そうだ、これが現実だ。


　ギャンダルフィッハは骸骨だったのだ。彼が二万年も生きていると聞いたとき、ディディウスは驚いて人間の身体がそんなに保もつものかとメイヴェーラに訊いた。彼女はそれでも彼は生きているはずだとしか言わなかった。会えばわかると言って。確かに会ったらわかった。だがこれは果たして生きていると言えるのか？


　これが現実なら、夢の方がよほど現実らしい。


「待っていたのじゃね。我が輩の後こう継けい。一目見てわかったのじゃね」


　フードの下で、歯が、かた、と打ち合わされた。肉も神経もないのに、その骨と骨は不思議に組み合わされ、人型を保たもっている。


「あの……あの、あなたがギャンダルフィッハ……？」


　ディディウスは渇かわいた喉からなんとかそれだけ絞しぼり出す。ギャンダルフィッハは頷うなずいた。かたかたと骨が鳴った。


「大丈夫なのじゃね。こっちへ。ところで名は？」


「ディ、ディディウスといいま……」


「ディディ・ディディなのじゃね。変わった名なのじゃね、ディディ・ディディも北の蛮ばん族ぞくなのじゃね？」


「いやあのディディウスと」


　訂てい正せいしようとするディディウスの言葉を無視して、ギャンダルフィッハはディディウスの手を引いて森の奥へと導いていく。


「それにしてもディディ・ディディは戦いではほんとうに役立たずなのじゃね」


「……はい？」


「確かに泉の真ん中まで蜘蛛神をおびき寄せるのと相手の気を逸そらすのには役に立ったけど、基本的に戦せん闘とう能力はないのじゃねー」


「…………」


「ちょっとは情けないとか思わないのじゃね？」


　ずけずけと言ってくる。先さき程ほど蜘蛛神と戦っていた時の発言も、相手を挑ちよう発はつしようと言ったのではなく、普ふ通つうに思ったことを言っただけだったのかもしれない。


「……情け、ないかもしれないけど」


　できるだけ心を落ち着けて言おうとしたけれど、本当はとても悔くやしかった。


　それはたぶん、相手の言ったことが事実だからだ。


　戦いになったら、ディディウスはいつも守られてばかりだ。メイヴェーラが起きていたらまだ風の力を使えるけれど、ディディウス一人では何もない。魔法も剣も使えない。せいぜいできて味方が来るまで時間を稼かせいだり、敵の気を逸らしたり……


　何か自分にしかできないことを見つけられればいいと思うのに、まだそれは見つからない。そんなものないのかもしれない。さっき蜘蛛神に細い腕をばかにされて怒おこったのは、自分に対する苛いら立だちもあったからだ。


　でも。


「でも、一歩ずつしか進めないのは、わかってるから」


　悪夢の翌日、ディディウスは夢の影えい響きようでぐったりしながらも前日に教えられたことをすべてそらんじた。夢よりも、自分が無力であり続けることが怖かった。だから必死で復習したのだ。


　ギャンダルフィッハはディディウスを見つめ、一つ頷いた。


「……とりあえず会えて良かった、まずは試験をするのじゃね」


「？　試験……ってなんのことですか」


「ディディ・ディディの力を見るのじゃね。もしもディディ・ディディが力不足なら、替かわらないといけないのじゃね」


　ディディウスはたっぷり十秒は呼吸を止めた。


「替わる!?　って、もしかして〈滅びの女神〉の契約を、他ほかの人間に替わってもらえるってことですか!?」


「当たり前なのじゃよ。我が輩もそうやって選ばれたのじゃよ。さ、早くここから離れるのじゃね。きっとまだあの蜘蛛くも神がみは死んでいない」


　蜘蛛神はまだ生きていると聞いても、ディディウスは今にも座り込んでしまいそうだった。〈滅びの女神〉からさえ離れれば、ディディウスはもう戦いに巻き込まれることもなくなる。帝てい都とに行ってその復興のために働くという夢も叶かなえられる。


「なんだ──替わってもらえるんだ！」


　安心するというか気が抜けるというか……


　とにかくそうとなればさっさと逃げなければいけない。ディディウスは先に立って森の中を抜けようとした。


　だが、それを押しとどめる声があった。





「待て」





　先程の蜘蛛神の声ではない。女の声だ。


　ディディウスは周囲を見回したが、誰の姿も見えない。ただ、葉が一枚、ひらりと頭上から降ってきた。


（上!?）


　ギャンダルフィッハも気づいた。だが二人が次の行動に移る前に、声の主は樹上から彼らの前に降り立った。


　黄金色の髪の、女性だった。


　ディディウスは目を疑った。彼女は若い、美しい女性なのに、武骨な青銅の鎧よろいを身に着け剣を片手にぶら下げていた。冷たい北風を思わせる青せい灰かい色の瞳がギャンダルフィッハを見み据すえる。


　そして、抜き身の剣が骸がい骨こつの喉のど元もとに突つきつけられる。


「仲間を返せ。〈剣〉は持ってきたぞ」


　声は、やや低い。


　ギャンダルフィッハは彼女の剣をがらんどうの眼窩で一いち瞥べつし、言った。


「その剣じゃないのじゃね」


「何？」


「だからその剣じゃないのじゃね」


「おい、待てよ、こっちは急いでいるんだ！　なんの用だか知らないがあとにしてくれ！」


　ディディウスの叫びを、女剣士は聞き流す。目はただギャンダルフィッハを見据えている。ギャンダルフィッハもディディウスを無視して、面めん倒どうそうに早口でまくし立てる。


「だいたい、そんな普通の剣ならわざわざおまえに頼たのまないのじゃね」


「貴様の言うのがあの剣なら無理だ！　あの剣を抜いて化け物に渡わたすことなどできるか！」


　化け物。


　彼女の唇くちびるから出てきたその言葉に、ディディウスは敏びん感かんに反応する。おそらくは、さっきギャンダルフィッハの顔を見たときに、自分もそう感じたからだろう。他人の口から出てくるのを聞いて、自分が同じように感じたということが急にうしろめたくなってきた。


「……化け……物じゃないんだよっ、この人は！　あんたいったい何者だ！」


　女剣士は今気づいたように、鬱うつ陶とうしそうにディディウスを見た。


「君こそなんだ。ここは子どものいるところじゃない。さっさとおうちに帰れ」


「家はもうないんだよ！　ああもう、そうじゃなくて──」


　だが、ディディウスの説得は遅おそかった。


　彼らの背後、泉の方で、水の音が聞こえてきた。


　それから、水音より大きいのは、格かく下したと思っていた相手にしてやられた苛立った声。


「……小こ賢ざかしい、真ま似ねをっ！」


　見えない糸が、ギャンダルフィッハのローブを捕とらえた。


　蜘蛛神は、翼つばさもないのに人の身長の倍ほどの高さまで跳とび上がった。そしてそのまま宙に止まる。手には糸で捕らえたギャンダルフィッハを抱かかえている。


　蜘蛛神がさらに何か言おうとしたその時、彼女は動いた。


　ただの跳ちよう躍やくでは宙に浮く蜘蛛神までは届かない。だから、泉の際きわに生えている木を使った。


　素す早ばやく短剣を抜き幹みきに突き刺さし、それを足場に自分の頭より高い位置にあった枝に登る。


　枝を蹴けって、さらに跳躍する──


　空中で身体からだをひねる。高さでは完全に蜘蛛神の上を行っている。


　ひねってため込んだ力を、一いち撃げきに込めて叩たたき下ろす。


「ああああああああ！」


　咆ほう吼こうがディディウスの腹、胃い袋ぶくろの下を震ふるわせる。


　剣は、蜘蛛神の白い右腕、その根本を貫つらぬいた。


　だが剣が腕に食い込んだ瞬間、蜘蛛神も糸を操あやつっていた。


　蜘蛛神とともに泉の下に沈しずんでいた剣が、泉から飛び上がってくる。その数は三本。


　三本とも、女剣士の身体めがけて飛んできた。彼女はその一本をつま先で蹴って飛ばした。二本を鎧で弾はじいた。ディディウスにはよくわからなかったが、不自然な動きからして、彼女の身体には目に見えない糸が絡からみついていたはずだ。それでもその糸を力ちから尽ずくで振ふり切って彼女はかわしてみせたのだ。


　だが、三本に一瞬遅おくれて泉から飛び出てきた四本目が、彼女の剝むき出しの右の二の腕を切り裂さいた。それと同時に、彼女の剣が神の腕を完全に断たち切った。


　彼女の傷は深くはないようだったが、その血の一滴が、丁ちよう度ど泉のすぐ際にいたディディウスの頰ほおにまでかかる。


　そして悲鳴を上げる前に、彼女は泉に落ちた。


　だが、天空神の方も余よ裕ゆうはない。斬きられた箇か所しよから血を流しながら、よろめくように高みへと飛んでいく。そのちらりと見えた形相がこれ以上はないくらい恐おそろしく歪ゆがんでいた。


　それを追うディディウスの目が、空に今まではなかったはずのものを見つけた。


　白い塊かたまりだ。


　空を埋うめ尽つくすほどの巨きよ大だいな白い岩が、空に浮かんでいる。なのに太陽の光はその岩を透とう過かして地上に降り注ぎ、影かげもできない。


　その岩山のようなものの方へ、蜘蛛神はギャンダルフィッハを抱えて消えていった。


（あれ？　あの形……船みたいだな。船の砦とりで……砦、ああそうか、二万年前に天空が地上から奪うばった砦だ。蜘蛛神はギャンダルフィッハを天空の砦に連れていくんだ！）


　ディディウスが水音に気づいて振り返ると、例の女剣士が岸に這はい上がってくるところだった。傷を負い、水で冷えた身体を重そうに引きずりながら、彼女は金色の髪が濡ぬれて張りついた顔をディディウスの方へ向けた。


「あの骸骨はどこだ」


「あ、あっちにさらわれて……」


　ディディウスは天を指さした。城じよう砦さいは空をどんどん遠ざかっていってしまう。いかに先さき程ほどの跳躍を見せたこの剣士でも、あそこまでは届くまい。


「くそっ……割り込んだやつは何者だっ、あれはなんだ!?」


　彼女は舌打ちし、眼光だけで砦を射落としそうな形相で天を見み据すえていた。


「あ。あれはよくわかんないんだけど、たぶん天空の神様の砦、だと思う。で、ギャンダルフィッハをさらっていったのは天空の神様……なんだよね」


　こういうことを言ったら、普ふ通つうは怯おびえて萎い縮しゆくするか、あまりに壮そう大だいすぎて呆あつ気けにとられるだろう。


「…………神だと？」


　だが、彼女は恐おそれるでもなく、驚おどろくでもなく、ただ忌いま々いましげにそう言って、ディディウスを見た。ディディウスはその視線に射すくめられ、背筋がぞくぞくと震えるのを覚えた。


　今にも嚙かみつかれそうな形相なのに、その顔は確かに人並み外れて美しかった。濡れた髪が妙みように艶つやっぽい。


「う、うん。神様。なんかちょっと性格悪いけど」


「…………なるほどな。また神か」


　何故なぜか吐はき捨てるようにそう言う。


「おねーさんいったい何者？　なんでギャンダルフィッハを追うの？」


「ギャン……なんたらというのは、あの髑髏どくろのことか？　それを言うなら君こそ何者だ」


「俺はディディウス。ギャンダルフィッハに教えてもらいたいことがあって来た。おねーさんは？」


　彼女は探さぐるようにしばらくディディウスを見つめてから、ため息をついて答えた。


「あの骸骨に知人をさらわれた。だから奪うばい返さなければならない」


「さらわれた!?　まさか！　ギャンダルフィッハがそんなことするわけが──」


　驚きの声を上げた途と端たん、ディディウスは胸むな倉ぐらを摑つかまれた。


「え」


　目の前に整った、だがひどく苛立ったような顔があった。


「さらわれたんだ。それは事実だ。あいつを追ってきて逃のがしたのは痛かったが、ここで君に会えた。さあ、詳くわしく教えてもらおうか。あいつは何者で、どこへ行った？　天空の砦と、天空の神とはどういうことだ？」


「い、いや、ちょっと待ってよおねーさ──」


「二度は訊きかん。答えろ」


　女は厳しく問いつめる。ディディウスも自分の知人とやらをさらったギャンダルフィッハの仲間だと思っているようだ。


「し──知らないって！」


　ディディウスは相手の手を引き剝はがそうとした。だが、とても女性とは思えない膂りよ力りよくで、彼女はディディウスの胸倉を摑んだまま、彼の身体を背後の木の幹に押し当てた。


「んぐっ」


　胸倉を摑む手が、喉のどを押し潰つぶしてくる。そして──


「ウィルゴちゃん！」


　女剣士と、ディディウス、双そう方ほうの目が見開かれ、女剣士の手から力が抜けた。ディディウスは来るはずのなかった男の登場に目を瞬しばたたかせ、押し当てられた木の幹から背を滑すべらせて、尻しり餅もちをつく。


「……その、声は」


　女剣士の目に、初めて戸と惑まどいが浮かんでいた。彼女はディディウスからゆっくり離れ、慎しん重ちように背後の泉の方へと視線をずらす。


　泉を挟はさんで向こう岸に、暑い気候などお構かまいなしに、黒いローブを着込んだ男が立っていた。


　彼女は、呻うめくようにその名を呟つぶやいた。


「ダークロア……」


　ダークロアは、久しぶり、と手を挙あげ、笑った。














二章　イヌワシ







　もう一人の旅の連れであったミューシカが自分の属ぞくする世界にそろそろ戻るつもりだと言ったとき、ディディウスは驚おどろいて、理由を尋たずねた。


『わたくしは天空に属する者ですから』


　ミューシカは、いつものごとく女性的な優やさしい笑えみを見せてそう答えた。


　天空に属するミューシカが地上にやってきたのは、天空を統すべる上位の神々から、勝手なことをしたエイルセイルを処分せよという命令を受けたからだ。ミューシカは勇いさんでこの命を受けた。エイルセイルはミューシカのかつての上司であり、乗り越こえるべき相手だったからだ。


　だが、エイルセイルはあっさり他の者に殺されてしまった。


　エイルセイルが死亡した以上、ミューシカが地上に留とどまる理由はなかった。それに、今は地上の神々が目覚めて、天空と険けん悪あくになっている。これ以上地上にいて、無用な騒さわぎを起こすのも避さけたい。


　だから天空に戻るのだと、ミューシカは言った。


『天空に戻ったあと、どうするつもりなんだ？』


　ちょっと気になって、ディディウスはミューシカの去り際ぎわ、そう訊いてみた。


　答えは意外なものだった。


『上を目指しますわ』


『上？』


『エイルセイルと同じところに立ってみたいのです。そこからなら、彼の見たものが見えると思いますので』


『…………そっか』


　ミューシカの戦いは、まだ終わっていなかったのだ。


　単に任務を終えたからというだけでなく、その戦いを続けるために、彼は天空に戻る。


『…………頑がん張ばって』


　なんと言っていいかわからず、しかし他ほかに言うべき言葉も見つからず、ディディウスはそう言い、少し考えてから、また続けて言った。


『俺も頑張るね』


　ミューシカは微笑ほほえんだ。


　ミューシカは小高い丘おかの上で大きなイヌワシを呼び、その背に飛び乗った。イヌワシは丘から飛び立ち、滑かつ空くうし、やがて風を摑み、そのあとは大地に足をつけることなど忘れたように、ぐんぐん空高く舞まい上がっていった。


　ディディウスは、ずいぶん長いこと、その後ろ姿を見送っていた。


『まあ、またひょっこり出てくるさ』


　ダークロアはそう言うと、荷の紐ひもを肩かたにかけて、街かい道どうに戻るため、緑の野を下っていった。


　その後ろ姿を見て、ディディウスはふと、ダークロアもいつか自分を置いてどこかに行くのではないかという予感を覚えた。


（どこかに？　ってどこだよ）


　ダークロアは、ディディウスが〈滅ほろびの女め神がみ〉の問題を解決するまで一いつ緒しよにいると宣言している。けれどディディウスはその予感をなかなか拭ぬぐえなかった。


（……いつか、ダークロアもいなくなって、メイもいなくなって、俺一人になって……そうして、俺はいつか〈滅びの女神〉と一人きりで戦うことになるんじゃないか？）


　予感は急に不安に育ち、わっと増大する。ミューシカがいなくなるのなら、いつかダークロアやメイヴェーラだっていなくなるんじゃないか？　それは否定できない。でも──


『でもミューシカは、一人きりでも戦うんだもんな』


　ディディウスは声に出してそう呟いた。彼との別れが少し残念で、自分が心細く思ってしまうことが悔くやしくて、彼の決意が誇ほこらしくて、そして小さな勇気も持てた。気がつくとダークロアはずいぶん先に行っていた。ディディウスは慌あわてて荷を背負い、荷と背中の間に挟まったフードを引っ張り出しながら、坂道を転がるように駆かけ出した。







◇◆◇







　ディディウスは、ミューシカとイヌワシが消えていった雲の高さを思い出していた。


　あのときは、雲の中を突つっ切り、青空と一つになるまで高みを飛ぶのは、どんな気持ちなのだろうと思ったものだった。


（……ま、確かに気持ちいいよな）


　ディディウスはそう認め、さらにぐんと高度をとった。


　眼下に見えるのは、広大な灰色の森。その森がところどころでとぎれ、泉や湖ができている。その泉の一つ一つに自分の姿を映うつし、ディディウスは空を飛んでいた。


　泉に映るのは、大きな一羽のイヌワシだ。広げた翼つばさは普ふ通つうのものの三倍はあるだろうか。尾おは三角、翼を広げた堂々とした勇ゆう姿しはすばらしく美しい。


　それが、今のディディウスの姿だった。


　ギャンダルフィッハの連れ去られた天空の砦とりでに潜せん入にゆうするため、魔ま法ほうで変身したのだ。ダークロアは近くで見たことのあるものにしか変身できないから、天空の住人であるミューシカとイヌワシが候こう補ほに上がり、ディディウスがイヌワシに、ダークロアがミューシカに化けることになった。


　そしてミューシカに変へんじたダークロアは、勿もち論ろんというかなんというか、イヌワシに変じたディディウスの背に乗っている。


（なんで俺が鳥の方なんだよ！）


　だが文句を言おうにも人間の言葉は喋しやべれない。もっとも、これから敵地に乗り込むのだと考えれば、魔法を唱となえねばならないダークロアが言葉を喋しやべれるミューシカに変じたのは当たり前のことかもしれない。


　だからと言って、上じよう機き嫌げんで皮肉っぽく、


『いやあ、今日は宜よろしく頼たのむよ鳥！』


　などと言われたらディディウスだっていい気はしない。


　ディディウスは腹立ち紛まぎれに急に高度を落としてみた。ダークロア（が変じたミューシカ）が、げ、だの、うわ、だのと唸うなった。


（ざまあみろ）


　──ディディ～！


　ダークロア大好きのメイヴェーラが、早さつ速そく文句を言ってきた。


（ふーんだ。いいだろこれくらい。おまえだってダークロアがあの人に構かまってばっかりなの、気に入らないくせに）


　あの人、というのは、今ディディウスの上空を飛んでいるもう一羽のイヌワシのことだ。あれは、ギャンダルフィッハに剣けんを突きつけた例の女剣士が変じている。


　ディディウスは彼女と一時的に手を組むことになったのだ。


　ディディウスは風に乗って飛びながら、そのときのことを思い出した。


　どうやって人ひと避よけの力をくぐり抜ぬけたのか？　というディディウスの問いは、「ほら、俺様って世界一の魔法使い様だしねぇ」という返答でごまかされてしまったが、とにかくダークロアはディディウスらのところに辿たどり着いたあと、女剣士を自分の昔の仲間でウィルゴというのだと紹しよう介かいした。


『あの骸がい骨こつが私の大切な仲間たちを奪うばって、返して欲ほしかったら剣を持ってこいとわけのわからんことを言ったのだ』


　ウィルゴはそう言って、ギャンダルフィッハに剣を突きつけた理由を説明した。


　だが、どうもギャンダルフィッハの求める剣と彼女の持ってきた剣が違ちがったらしい。それでギャンダルフィッハは彼女の仲間を返すのを断ったのだそうだ。


『剣、ねえ。心当たりは？』


　そう問うダークロアに、彼女は簡かん潔けつに答えた。


『一ひと振ふりしかないな。だがあれを渡わたすわけにはいかん』


『ま、そりゃあそうだな……つまりギャンダルフィッハの目的があの剣だった場合、交こう渉しようは絶対に決けつ裂れつするってことか』


　ダークロアの言葉に、ウィルゴは目を閉じ、剣の握にぎりを握り締しめた。


『そうだ。あの剣だけは、何があっても渡すわけにはいかない』


『剣って？』


　そう訊くディディウスに、ダークロアは肩を竦すくめてみせるばかりだ。一方のウィルゴも、お子さまは黙だまってろとでも言いたげに、じろりと睨にらんできただけだった。


　ちなみにそう睨まれて以来、ディディウスも彼女のことがあんまり好きではなくなった。


　だが、ウィルゴは仲間を取り戻すために天空の砦とりでにさらわれたギャンダルフィッハに会わねばならなかったし、一方ディディウスたちもギャンダルフィッハを取り戻し、〈滅びの女神〉についての話を聞かなければならなかった。


　そこで、即そく席せきの同盟ができあがったというわけだ。


　だが問題はメイヴェーラだ。彼女はウィルゴと手を組むと決まったあとでやっと意識を回復したのだが、ウィルゴを一目見た途と端たんに嫌けん悪お感かんを剝むき出しにしたのだ。


　しかし結局しぶしぶながらウィルゴと天空の砦に行くことを認め、今に至いたる。


　ディディウスは、メイヴェーラがウィルゴを嫌きらうのは、お気に入りのダークロアをウィルゴに取られたように感じているからだと思っていたのだが……


　──違うもん、メイがあの人を気に入らないのは別にダークロアのことじゃなくて……


（なんだよ？　真まっ当とうな理由でもあるみたいな口振りだな）


　──な、なんでもないもん。


　メイヴェーラは、もごもごと思考を乱みだした。


（なんだよー。そりゃ俺だってあんまりいい印象はないけど）


　──え。あ！　いい印象はないのね？


　なんだかホッとしたように、メイヴェーラが言った。


（？　そりゃあ、まあ……）


　──な、ならとりあえずよかった。これからもあんまり好きにならないでね！


（…………）


　よくわからないことを言われ、ディディウスはイヌワシの頭で考えてみた。


　つまりメイヴェーラはディディウスがウィルゴと親しくするのがいやなのだ。で、その理由としてディディウスが思いつくのは二つくらいしかない。


　嫉しつ妬とと独どく占せん欲よくだ。


　ディディウスはハッとした。嫉妬とか独占欲とかいうものは、「愛」の生み出す感情だ。


　愛!?


　──ディディ？　どうしたの？　なんか身体からだ熱いみたいだけど。


（な、なんでもない）


　いきなりの展開だが、それはもしや彼女が自分のことを好いてくれているということなのだろうか？　まあ元から（庇ひ護ごの対象にする程度には）好いてはくれているはずなのだが、今のは嫉妬とか独占欲とかの伴ともなう愛の対象として見てくれたということなのだろうか。


　ディディウスはそのときになってもまだメイヴェーラが自分に多大なダメージを与あたえた悶もん絶ぜつ悪夢の造り手であるとは知らなかった。知っていたらこんな幸福な妄もう想そうには浸ひたっていられない。


　──ディディ？　ねえ、どーしたの？


　ディディウスはぽ～っとしてまともな返答ができなかった。


　そのとき不意に、気流が変わった。


　砦に近づいたせいだ。


　ディディウスは風の流れに集中しなければならなくなった。風に少しの間翻ほん弄ろうされながらもなんとか体勢を立て直すと、雲の切れ目に砦が見えてきた。


　砦は真っ白い岩いわ肌はだを持ち、まるで雲のように青空にぽっかり浮うかんでいた。


　だが近くで見れば、それが雲でないことは瞭りよう然ぜんだ。


　砦は、雲にはない質感と重量感があった。


　大人数で漕こぐガレー船のようだとディディウスは思った。それはたぶん、底に近いところに、等とう間かん隔かくに幾いくつもの穴が空いて、そこからそれこそ船の櫂かいのような長い棒が突き出ていたからだろう。その櫂が空気を搔かき回し、普ふ通つうの地上の鳥を近づけなくさせているのだ。


　ちなみにメイヴェーラの話によると、この砦は、ディディウスが考えていたような「蜘蛛神が落とし損そこねた砦」そのものではなく、先の大戦時に天空が地上から奪った砦の一つで、その中でもごく小さいものであるらしい。天空の手に渡わたった砦はすべて造り替かえられ、この砦も、地上の人間や動物には見えないようになっている。それが見えるのは、今ディディウスの鉤かぎ爪づめの一つにくくりつけられている、ウィルゴの金の髪の毛のおかげだ。


　ウィルゴは、天空の神の血を引いているらしいのだ。


　だから泉のそばでも、その血を浴びたディディウスは天空の砦が見えた。彼女の身体の一部に触ふれていれば天空の砦が見えるし、中に入ることもできる。変身の魔ま法ほうで姿を変えれば相手の目をごまかせるが、さらにウィルゴがいれば、その天空の血の匂においで相手の鼻もごまかせる。


　ディディウスにはウィルゴの助けが必要だった。そしてウィルゴも天空の砦に行く何らかの方法を求めていた。


　そういうわけで、ウィルゴはディディウスらと手を組むことになったのだ。


（神様の血を引く、か）


　半神の英えい雄ゆうは叙じよ事じ詩しなどにも好まれる題材だ。聞いたことはあっても、まさか自分が目まの当たりにすることになるとは思いもしなかった。今まで神や女め神がみといった存在と顔をつきあわせてきたが、これはまた新しい体験で、ディディウスはなんだか感かん慨がい深ぶかく思ってしまう。そっかー、ってことは俺にもメイと可能性はあるのか、などと。


（神様と人間の夫ふう婦ふってどんなふうなのかなあ。あ、でも神話とか英雄叙事詩とかでは、半神の英雄って両親と一いつ緒しよに暮らしたりしてないよな。別居なのかー……とと）


　ディディウスがぼんやりしている間に、気流は右に左に上に下にと荒あれ狂くるい、さらには回り込んでディディウスの横っ腹を突つくようなことまでしてのけた。


（おっと。集中していかないと）


　この乱気流を抜けるのに、うまく風を使って、などやってられない。というかできない。ついさっき飛び方を修得したばかりなのだから。


　力ちから尽ずく。できるのはこれだけだ。


　ばん、と横から思いきり強く風に叩たたかれた。


「……く」


　背中に乗ったダークロアが呻うめいた。風に飛ばされないようしがみついてくる。ディディウスは力強く翼つばさを動かし、空気を叩き、風に刃は向むかった。


　だが、なかなかどうして難しい。


　一度など、空気を搔き回す櫂状の巨きよ大だいな棒に叩きつけられそうになった。


　──ディディ!?　ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの!?　メイが風を操あやつってあげようかっ？


（いらねえっ、入るときに変な風の動きがあったら怪あやしいだろうがっ）


　ディディウスは翼を動かし続け、猛たける風を純じゆん粋すいに力だけでねじ伏ふせるが、風はその裏をかき、ディディウスを翻ほん弄ろうする。ディディウスは上下もわからなくなるが、進まなければいけない方向だけは何故なぜだか常にわかった。何度も何度も気流の中につっこみ、押し戻され、そのたびにまたつっこむ。だんだんコツが摑つかめてくる。元々ディディウスはメイヴェーラの扱あつかう風をいつもそばで感じてきたのだ。突とつ破ぱ口こうが見えてくる。


　そして、ある瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん身体が軽くなった。


　気流を抜け、砦に空いた穴の一つに滑すべり込むことができたのだ。


　ほう、と人間の肉体があったら胸をなで下ろしていたような気持ちで、ディディウスは数歩奥へ歩いて立ち止まった。ダークロアがディディウスの首の辺りを叩いてねぎらってくれた。


　岩の横腹に空いた穴は、高さが（人間状態の）ディディウスの身長の倍くらい。足あし下もとに転がっている大小の石が七色に光って、細長く続く石の通路を奥まで照らしている。


　だから、数歩先に二羽の鷹たかが待っているのも、勿もち論ろん見えた。


　鷹はディディウスとダークロアをじっと見ている。ダークロアはあくまでさりげなくディディウスから降りて、鷹に微笑ほほえみかけた。


　一いつ拍ぱく遅おくれてウィルゴのイヌワシも飛び込んできた。こちらはディディウスに負けず劣おとらず力任せだった。


（あ、もしかしてメイがこの人を嫌きらうのって、天空の血を引いているせいもあるのかな）


　天空にはエイルセイルやら何やら、散々迷めい惑わくをかけられてきた。ミューシカのように手助けをしてくれた者もいるが、メイヴェーラにとっては基本的に天空の神々というのは信用できない存在となってしまっているのかもしれない。


　だが、ダークロアはウィルゴを完かん璧ぺきに信用している。


（ま、だからこそメイもよけいあの人のこと嫌うんだろうけど）


　イヌワシが二羽と天空神が一柱降り立つと、鷹は妙みように人間らしい仕草で、深々と頭を下げた。見ればその胸には革かわらしき鎧よろいまで見える。


（入り口の番人ってところか？）


　ミューシカの顔をしたダークロアはその礼に微笑みを返し、何かディディウスの知らない言葉で（たぶん天空の言葉か何かなのだろう）鷹を数語ねぎらい、その間を通りさっさと奥へ進んでいく。地上ではミューシカの格かつ好こうであぐらはかくわでかい口開けて欠伸あくびするわ衣ころもははだけるわだったダークロアだが、今はしゃなりしゃなりと腰こしを振ふってそれらしく歩いている。まあ、ミューシカに似ていることは似ている。


　だが、中身がダークロアかと思うと、なんだか気持ち悪い。


　ディディウスはささやかな吐はき気けを堪こらえながら、ウィルゴと一緒にいかにも従順な僕しもべです、という顔で、そのあとについていった。髪の毛の威い力りよくか変身の魔法のおかげか、あっさりと、見張りはディディウスたちを通してくれた。


　あとはこのまま奥へ行き、ギャンダルフィッハの居い所どころを突き止めればいい。


　ほっとしたディディウスは、思いついたことをメイヴェーラに訊きいてみた。


（……ギャンダルフィッハといえばさ、メイ）


　──ん？


（天空がギャンダルフィッハをさらったのって、〈滅びの女神〉の問題が関かかわっているんだよな。それって、天空が〈滅びの女神〉問題に絡からみたいってことだろ。いっそのこと天空の神様に〈滅びの女神〉問題の解決を頼たのんじゃってもいいんじゃないか？）


　メイヴェーラからディディウスに送られてくる思考が一瞬真っ白になって、そのあとは罵ば声せいで埋うめ尽つくされた。


　──何言ってるのディディったら！　天空に任せきりになんかしたら、これから先どうなっちゃうのかわかんないでしょ。あいつらメイたち地上の神族と喧けん嘩かするために〈滅びの女神〉を使うかもしれないのよ！　エイルセイルだって本当に自分の意思だけで〈滅びの女神〉を復活させたのかわかんないんだし。ミューシカは立場上あんまり情報流せなかったみたいだけど、天空がエイルセイルと何か取引していたみたいだ、ってことは言っていたし。……それにしてもいったいエイルセイルはどうして〈滅びの女神〉のことを知ったのかな。そもそも、封ふう印いんの解き方はメイたちだって知らなかったのよ。女神を封じたのはギャンダルフィッハの独断みたいなものだったから。


（……んじゃギャンダルフィッハさんがエイルセイルに教えたんじゃないの？）


　──はあ!?


　メイヴェーラが驚いた、というよりは友人を侮ぶ辱じよくされて怒おこったような感じで聞き返してきた。これはまずかったかな、と思いながらも、ディディウスは一応説明する。


（だって女神を封じたなら解き方だってわかるんじゃ──）


　──わかんないからずっと封印の解き方を研究しててくれたのよ、ギャンは！　二万年も！


（…………はいはい）


　研究した結果わかったんじゃないの？　という疑問は、メイヴェーラに気づかれないよう打ち消した。まあ、別に根こん拠きよがあって言ったわけではない。だいたいギャンダルフィッハにはそんなことをする理由がない。


　それにしても、とディディウスは思う。


（〈滅びの女神〉に関しては、俺わかんないことだらけなんだよなあ）


〈滅びの女神〉と契けい約やくを結べるのは限られた人間だけだった。〈滅びの女神〉はディディウスのことを〈大地に愛されし者〉とかなんとか言っていたが、要ようは地上の妖よう精せいやら神様やらに好かれる体質の者だけ、ということらしい。


　だから一いつ緒しよにいたダークロアにも契約はできず、ディディウスがすることになったのだ。


　何故そういう素質が必要なのか、今もディディウスにはよくわからない。ついでに言うとわからないのは〈滅びの女神〉がディディウスの体内でおとなしくしている交こう換かん条件だ。





　いつか私を倒たおす者となれ





　彼女はそう言った。いったい何故なぜ〈滅びの女神〉は自分を倒す者を求めているのだろう？


　ディディウスがその疑問を口にすると、メイヴェーラはちょっと考えてから言った。


　──たぶんね、そういうふうに本能として持っているんだと思う。世界を食べて、滅ぼしてしまうのと同じように、自分を倒せる者を探すことが、〈滅びの女神〉の本能の一つなんだと思う。


（なんで？）


　──……よくわからない。でも、たとえて言うなら……ディディが息をするのと同じように、〈滅びの女神〉は世界を食べてしまうし、ディディが誰だれか人を好きになって幸せな気持ちになるのと同じように、〈滅びの女神〉は自分を倒す者を求めてしまうんだと思うの。


（……）


　ディディが誰か人を好きになって──


（……なんか、今思いっきり他人ひと事ごとっぽい言い方をされたような……）


　ディディウスが『誰』を好きなのか、メイヴェーラは考えたこともないのだろうか。


（…………）


　──？　ディディ、どうかした？


　そうこうしているうちに、通路は終わり、丘きゆう陵りよう地帯が現れた。


（……へ？）


　紫むらさき色いろの花はな房ぶさに覆おおわれた美しいなだらかな丘おかが幾いくつも連なり、その間を小川が流れている。


　蜜みつ蜂ばちが、ディディウスの鼻先を飛んでいった。


「綺き麗れいなところだねえ」


　ダークロアが呑のん気きにそう言い、身体からだをほぐす。


「でもまあ、砦とりでの中であるのは確かみたいだね」


　確かに、その天てん井じようはぼんやり光る白い岩だ。外に出てしまったわけではないらしい。それに、緑の野となるべき丘は、雲のような白いふわふわの物体でできていた。そこに花が咲さき乱れて、それはそれは美しい。


　ダークロアはきょときょとと周囲を見回し、丘陵地帯に何の監かん視しも存在しないのを確かく認にんして、そばの木立──幹も枝も葉も白い、ふわふわした物体でできていた──の陰かげに二匹ひきのイヌワシを連れて入った。


　そして、そこでやっと魔ま法ほうを解いた。


　ぽんという小さな音ときらきら光る煙けむりとともに、ディディウスとウィルゴは人間の姿に戻る。


　ディディウスは思わず長いため息をつき、ウィルゴは素す早ばやく周囲を警けい戒かいした。


　ダークロア自身は変身を解かないまま、元の姿に戻ったウィルゴをじっと見つめている。その真しん剣けんさに、ウィルゴは顔をしかめた。


「なんだ」


　ダークロアは、あら、とミューシカの声こわ音ねを借りた。


「だってウィルゴさんってばいい身体してらっしゃるものですから。また成長されたんじゃありませんかしら──胸とか」


　ダークロアの手が、ウィルゴの胸の上にぽんと乗せられた。


　次の瞬間。


「おまえの精神も成長しろぉお！」


　ダークロアの顎あごに、見事な右の拳こぶしが決まった。


　ウィルゴは一応ここが敵地で、見つかってはいけないということを忘れてはいなかったらしく、声量はごく抑おさえられたものだった。ただしその分、ダークロアの顎を捕とらえた拳にはしっかりひねりが入っていた。


　──何よ、あの子。


　苛いら立だちに満ちた言葉が頭の中に滑すべり込んできた。ディディウスは自分まで苛立ちに引きずられそうになって、眉まゆを顰ひそめた。


（うわ。おまえご機き嫌げん斜ななめだな）


　──え？　あ、ううん、なんでもない。


　そう言って否定するものの、メイヴェーラはダークロアがウィルゴに構かまうたび、なんともいやぁな気持ちになっていた。放ほうって置かれてすねている、というか、肉体のあるウィルゴに嫉しつ妬としているというか……まあ、その辺だろう。


「とにかく、私とおまえはここでお別れだ」


　どさくさに紛まぎれてあちこち触さわっては「あら女同士ですし」とミューシカの裏声で言っているダークロアを思いきり蹴け飛とばして、ウィルゴはそう宣言した。ダークロアはよくわからない生命力でパッと起き上がり、顔についたウィルゴのサンダルの泥どろを拭ぬぐいもせずに叫んだ。


「ええっ!?　一緒に旅した仲間じゃありませんかぁ～」


「ええいっ、放せっ、気色悪い！　最初からそういう約束だっただろうが！　おまえたちは骸がい骨こつの味方、ならば私の敵だ。砦に入るのにお互たがいの力が必要だから一緒に来た、それだけだ。ここから先は別々に骸骨を捜さがした方がいい。一緒に骸骨を見つけたら、私とおまえらが争うことになるぞ。それでいいのか？」


　ダークロアは振りほどかれて、すねたような顔をした。ウィルゴが本気と知って、口調をとりあえず元に戻す。


「いや、まあ、そりゃあそうなんだけど、んー、たとえばさ、一緒にギャンダルフィッハを捜して、それで見つかったら、俺たちがギャンダルフィッハを説得するなりなんなりしてさらった人間を返してもらう……ってのはどう？」


「説得？　あっちがいきなり襲おそってきたんだぞ？　説得など通じる相手か。いいか、私は痛めつけてでも、あの化け物の口を割らせる。おまえがそれを邪じや魔まするなら、おまえは私の敵だ。覚えておけ」


「…………ちょっと待ってくれない？」


　ウィルゴとダークロアの会話に、ディディウスが口を挟はさんだ。


「なんかさっきからウィルゴさんの力をこれからも借りる方向に話が進んでるみたいだけどさ、それっておっさんがただそうしたいって思ってるだけだろ。そりゃ、俺としても同行してもらうのに反対ってわけじゃないけど、でも……」


　ディディウスは同居人のことを考えて嘆たん息そくする。


「メイを説得するのに俺にもウィルゴさんと話をさせてほしいんだ」


「メイ？」


　まだメイヴェーラに会ってないウィルゴが、不ふ審しんそうな顔をした。


「メイってのは──その」


　ディディウスは言いかけて口を閉とざした。メイヴェーラについては説明が面めん倒どうなのだ。何しろ表に出てきたらきっと「ダークロアを取らないで！　きい～！」とかわけのわからないことを言うに違ちがいないのだから。


　ディディウスの何かを隠かくしているような言葉に、ウィルゴの表情も不機嫌そうなものに変わる。ウィルゴが苛立つのもディディウスはわかる。秘密を持ち合い、それを隠し続けた上で敵地で共きよう闘とうするというのは、かなり苛立つ状況だ。だが……


「君のような子どもがあの骸骨に何を教えてもらいたいのかは知らないが、あれはろくなものではないぞ。人を傷つけても何とも思わない化け物だ。痛い目を見ないうちに、地上に戻ったらどうだ。だいたい君はここで何ができる？」


「ウィルゴちゃん」


「ダークロア、おまえも傭よう兵へいだったのなら敵地に乗り込むというのがどういうことかわかっているだろう。そこへ子どもを連れていくだと？　今からでも遅おそくはない、とって返すべきだ」


　ウィルゴの言葉は厳きびしかったが、戦いの危険を知る戦士として、言っておかねばならない言葉だった。メイヴェーラの存在を知らないウィルゴは、最初からディディウスの同行に反対していた。だがディディウスが同行を望み、ダークロアもディディウス抜きでは行けないと主張したので、渋しぶ々しぶ折れたのだ。


「まあ、待ってくれよ、ウィルゴちゃん。さっき気流にぶつかったときだって、こいつが先頭切って風の中に道を見つけたから、ウィルゴちゃんも比ひ較かく的てき楽に通り抜けられたんだ。わかってるだろ？」


　そうだったの？　と自分のしたことであるにも拘かかわらず、ディディウスはちょっと驚おどろいて、黒衣の魔ま法ほう使つかいを見上げた。


「……案外甘いな、ダークロア。その子は足手まといになるぞ。無理だってできなくなる」


　ダークロアは見上げてきたディディウスの頭を撫なで、黄色い髪をくしゃくしゃにして言った。


「いいんだよ。後ろにこいつがいるから無理できるってこともあるしな」


「……そういう無理は命取りになる」


「ウィルゴちゃん、さっき無理できなくなるからこいつ連れてくなって言ったじゃないの」


「私の言う『無理』とおまえの言う『無理』は違う。無理と無茶は別物だ。命を惜おしんでいては仕事にならんが、命を投げてしまっては生き残れない」


「そうかなあ」


「……おまえが子どもに甘いとは知らなかった」


「甘いかなあ？」


「甘すぎる。おまえは他人なんかどうでもいい人間だと思っていたのだがな」


　そう？　と言ってダークロアは笑った。


　ウィルゴの言葉に、ディディウスは首を捻ひねった。ディディウスが出会ったときからダークロアはすべてにつけて適当で、いい加減で、調子ばかり良いが、でもぶうぶうと文句を言いながらもディディウスを保護してくれている。


「……君の覚かく悟ごはできているのか？」


　不意に問いがディディウスに向けられた。ディディウスはまるで運命そのものに立ち向かうように息をつめてウィルゴを見つめ、頷うなずいた。


　ウィルゴはディディウスとダークロアを交こう互ごに見て、嘆たん息そくした。


「仕方のない親子だな……」


　悪意のなさそうな一言が、ディディウスとダークロアに揃そろって大きな衝しよう撃げきを与あたえた。


「お……………………………親子!?　俺とおっさんのどこがどう親子なんだよ!?」


「何？　違ったのか？」


　ダークロアはディディウスの事は旅の連れとしか説明していない。ウィルゴにあらためてそう訊きかれ、ダークロアの笑いが乾かわく。


「何をどうしたらそうなるの。全然似てないよ？　俺サマの方が数倍素す敵てきさんでしょ」


「いや、素敵さんとは別に思わんが。なんとなく……隠し子かと」


「なんで俺がおっさんの子どもで、しかも隠されなきゃいけないんだよ!!」


　ウィルゴの呟つぶやきに、ディディウスがたちまち嚙かみついた。


「俺は隠されなきゃいけないことなんて何一つない！　むしろ隠したいくらい恥はずかしいのはおっさんの方だ！」


「おいどういう意味だよそれ」


「ああ、まあ確かにこれが親だったら私も隠すな」


「……さりげなくひどいことを言ってるって自覚ある？　ウィルゴちゃん」


「とにかく俺は子でも隠しでもない！」


　ばん、とディディウスは傍かたわらの木の幹を殴なぐった。痛くない。何故なぜかというとその木も地上で言う木ではなく、ふわふわした白いものでできていたからだ。


　とにかく、それでウィルゴとダークロアは一いつ旦たん黙だまった。


「よし。じゃあ、まずはおっさん」


　ディディウスはぐいぐいとダークロアの腕を引き、その耳元にこそこそと囁ささやく。


「メイがさ、なんか不ふ機き嫌げんなんだ。ウィルゴさんといると。こんなところで暴れさせたくないだろ？」


　メイヴェーラは何も言わないが、ディディウスの方は今もイライラしたような無言の圧力を感じ続けている。実はかなり心臓に悪い。


「おっさんがべたべたべたべたウィルゴさんに構ってばかりなのがまずいんだって。今後もウィルゴさんと一いつ緒しよに戦いたいなら自じ重ちようしてくれよな。わかった？」


「…………」


　ダークロアはぐうの音ねも出ない。ディディウスはふんと鼻から息を出し、ウィルゴに向き直って言った。


「で、俺としてはできればこれからもおねーさんと一緒にギャンダルフィッハを捜したい。この状況なら戦力は多い方がいいし、おねーさんが捕つかまることでこっちの動きが制限されるのもイヤなんだ。それはおねーさんにとっても同じでしょ？」


「………まあな」


「それにおねーさん、ギャンダルフィッハを先に見つけて仲間を取り戻したとして、どうやって地上に戻るの？」


　そう言われ、実は何も考えていなかったらしいウィルゴは、呆ぼう然ぜんとしている。


　……物事を立ち止まって考えるのが苦手な人なのかもしれない。


「おっさんがいないと変身の魔法は使えないよ？　だからさ、とりあえず一緒に行って、見つけて、逃げ出して、それからあとのことはそのとき考えようよ」


「……しかし、君は私を信用できないのでは？」


「いや、実は俺の方は割わりとどうでもいいんだよね。おっさんの知り合いって言うし。でももう一人がね……で、ここでいつまでもぐたぐた話しているわけにもいかないから、一つだけ確かく認にんさせてほしいんだ。それ確認したら、たぶん協力できるからさ」


「……なんだ？」


「おっさんとの関係って、ただの知り合い、だよな？」


「…………勿もち論ろん。他ほかに何がある？」


「いや、こう、恋こい人びととか、婚こん約やく者しやとか、別れた旦だん那なとか……」


　ウィルゴは即そく答とうした。


「違うっ！」


　ディディウスはほぼ確信していたものの、ホッとした。メイヴェーラが二人の関係を気にしているふうだったので、確認しておきたかったのだ。これならメイヴェーラを説とき伏ふせられるだろう。ホッとした気のゆるみで、ディディウスの口はさらによく動いた。


「あ、むきになってる。じゃあもしかしてそういう相手が他にいるの？　ああ、いるよね、美人だし。もしかしてさらわれた知人って恋び……」


　ディディウスは拳こぶしで殴られた。


　ディディウスは叩かれた頰ほおを押さえ、呆然とウィルゴを見上げた。


　ウィルゴは迷めい惑わく、というよりは、本当に本気で怒おこっているようだった。何がそんなに逆げき鱗りんに触ふれたのかとディディウスが不思議に思うほどに。顔色まで、赤いどころか白かった。


「……恋人じゃ、ない。でも、大切な、大切な人だ。だからもう、からかわないでくれ」


　ディディウスを叩いてしまった手をぎゅっと握にぎり締しめ、彼女は視線を逸そらして言った。


　それでディディウスも気づいた。きっとギャンダルフィッハにさらわれたのは、彼女の本当に大切な人で、からかいの対象になんか絶対にさせたくない人だったのだ。たとえば──たとえば、もしもメイヴェーラが囚とらわれてしまって、ディディウスが助けだそうとしているときに、恋人かとからかわれたら？　ディディウスだっていい気はしないだろう。それを乱暴なウィルゴ相手にやったのだから、一発殴られるのも当たり前だ。


「ごめん」


　ディディウスは素直に謝った。


「……いや、こっちこそ、すまない。つい……痛かったろう？」


　ウィルゴの指がディディウスの赤く腫はれた頰に触れた。ウィルゴの指は冷たくて、皮ひ膚ふが硬かたくて、あまり女性らしくなかった。


　なのにディディウスは不覚にもどぎまぎしてしまって、それを隠かくすために焦あせって言った。


「ああー、いや、その、ほら、俺もおねーさんの知り合いが戻ってこられるよう、頑がん張ばるよ。おねーさんは俺のこと役立たずって言うけど、俺ほら、若じやつ干かん発育不良でもおねーさんみたいに胸とか筋肉とか身長とかに行ってない栄養が頭に行ってるから、ちょっといいこと考えつくかもしれないし──いてっ」


　ウィルゴはディディウスの頰を抓つねり上げて怒ど鳴なった。


「口の減らない子どもだなっ」


「いや、おねーさんの乱暴っぷりもどうかと思うんですけど……」


　叩かれつねられた頰は、かなり痛かった。


「あ──そうそう、ウィルゴちゃん、その傷、いい加減手て当あてさせてくれないか？」


　ウィルゴの右の二の腕には塞ふさがりかけの傷がある。それを指してダークロアは言った。


「それ、ギャンダルフィッハをさらっていったっていう天空神の剣けんにやられたんだろう？　神の武器はただの物じゃなくてその神の一部だから、傷つけられたら気をつけなくちゃだめなんだ。神の力そのものが傷口から容易に侵しん入にゆうするから、たとえば死の力を持ったもので傷つけられたら人間なんかころっと……」


「大丈夫だ。なんともない」


　ウィルゴの答えは素そっ気けない。ダークロアは粘ねばろうとするが、そのとき不意に、





「信用ナンカシチャイケナイヨ」





　と、どこかで聞いたことがあるような、奇き妙みような抑よく揚ようの声が聞こえてきた。


　見上げれば、綺き麗れいな小鳥が一羽、ディディウスらの頭の上を旋せん回かいしていた。


「おまえ、確か──」


　宝石細工のような綺麗なカワセミは、ひゅう、と風を切って、ディディウスから少し離はなれた紫むらさきの花の間に降り立った。


　花の間から嘴くちばしを覗のぞかせて、そいつは言った。


「親ノ、イイヤ、故郷ノ仇かたきト手ヲ組ムノカイ？」


「エイルセイルの下げ僕ぼくの鳥か……？　生きていたのか」


　ダークロアが呟つぶやき、それからカワセミの言葉の意味するところに気づいて、顔色を変えた。


「？　どういう意味だ？　仇？」


　ディディウスはわけがわからない。だがカワセミがその問いに答える前に、ダークロアの口が素す早ばやく動いた。杖つえを握り直す。


「梢こずえを揺ゆらす……」


「魔法ハヤメテオイタ方ガイインジャナイノ？　番人ガ来ルヨ」


　ダークロアは舌打ちし、呪じゆ文もんを中断した。ここは天空の砦とりでであり、地上の妖よう精せいを使し役えきする魔法の使用は最小限に留とどめなければならない。さもないと魔法の気配を感じ取って、天空の番人が来てしまうし、天空の領域まで妖精を呼び寄せるのは非常に疲つかれることなのだ。


　鳥の表情などわかるはずもないのに、ディディウスはカワセミが嘲ちよう笑しようを浮うかべたように思った。ちょうどそんな感じに、嘴が反そり返ったのだ。


「アハ！　ソコノ子ドモハ知ラナインダネエ。ソノ女ノ罪ヲ！」


「おい、いったい……」


　ディディウスはただ狼狽うろたえるだけだ。ウィルゴを見ると、蒼そう白はくな顔で立ちつくしている。


　カワセミはダークロアに蹴けり飛ばされる前に、自分で飛び上がって、誰の手も届かない高さで、また嗤わらった。


　嗤って、言った──


「アハ！　ソノ女ガ、〈酸ノ海〉ヲ呼ンダノサ！」


「…………え？」


　ディディウスが言葉の意味を完全に理解する前に、カワセミはディディウスらの前から飛び去った。


「おい、待て──」


　ディディウスはカワセミを追おうとしたが、その前にダークロアに呼び止められた。


「だめだ、離れるな！」


「え？　何のこと……」


　振ふり向いて、ディディウスは言われた言葉の意味を理解した。


　丘おかを越こえて、奇妙な獣けものたちが姿を見せたところだった。











　獣は様々な姿をしていた。獅し子しのようなものも、ディディウスが見たこともないような、六本脚あしの生き物もいた。


　それらすべてが翼つばさを持っていた。


　おまけに、凶きよう悪あくな爪つめや、牙きばや、巨きよ大だいな図ずう体たいも持っていた。


　天空の獣だと、メイヴェーラは教えてくれた。雲の上に生まれ、青空に住む生き物たち。


　だが正体がわかったからといって、状じよう況きようがよくなるわけでもない。


　最初にディディウスに飛びかかってきたのは、獅子だった。勿もち論ろん翼付き。それ以外は、ディディウスが闘とう技ぎ場じようの見せ物で目にしたことのある獅子と同じ大きさ、形だった。獅子までミューシカのイヌワシのように巨大でなくてよかったと言っても、慰なぐさめにもならない。


　だって彼らは確実に肉食だ。


「うわあ！」


　獅子の強きよう靭じんな前脚が、ディディウスの肩かたを押さえ込んだ。よだれを垂らした口が目の前にある。ちくちくという髭ひげ、くすぐったいたてがみ、熱くて生なま臭ぐさい息。ディディウスは牙の感かん触しよくを味わう前に、メイヴェーラに声をかけて、小さな、けれど圧縮された風を起こし、獅子の顔を切り裂さいた。


　獅子は驚おどろき、前脚にかける力を弱める。


　ディディウスはその隙すきに獅子の下から逃にげ出すが、そこへさらに別の生き物が頭を低くして突とつ進しんしてくる。頭の真ん中には角。獅子の牙よりずっと大きい角だ。


　その角を、ウィルゴの剣が打ち据すえた。それで獣はぐらりとよろける。


　だが、それらの生き物は十頭以上いた。すでに背後まで回り込まれてしまっている。


　ちなみに、ダークロアは群むれを見てすぐに変身を解いていた。獣たちがいきり立っていて、ダークロア一人変身していてもごまかせそうにないことが一目でわかったからだ。意味もなくこちらの手の内を明かすことはない。ミューシカに変身できることが敵にばれていなければ、この獣の群を撃げき退たいしたあとで、もう一度ミューシカに変身して敵の目をごまかすことができるかもしれない。


　ディディウスはじりじりと輪を詰つめてくる獣たちを睨にらみ付けながら、メイヴェーラに呼びかけた。


（おい、メイ。風だ。さっきみたいなのじゃなくてでかいやつ！）


　──えっ、だめよ！　これ以上風を起こしたらディディの身体からだが保もたないもん。ただでさえ、ここは天空の陣じん地ちでメイの力が出しづらいのに──


（いいから早く！　おまえの大切なダークロアがやられちまうだろ！）


　──メイはディディも大切なの！


　ダークロアのすぐ脇わきにいた獅子が、頭を低くした。飛びかかる姿勢だ。ダークロアも体力の消しよう耗もうを覚かく悟ごして、呪文を唱え始めた。この状況では、見つからないように魔法を控ひかえるという選せん択たく肢しはない。


　ダークロアにだけ任せるわけにはいかない。


（…………頼たのむ）


　ダークロアはああ言ってくれたが、足手まといにはなりたくなかった。


　結局、メイヴェーラも断れなかった。


　風がディディウスの周りで渦うずを巻き始める。


　母を慕したう子のように、風がディディウスの腕に、足に、頰ほおに、まとわりついてくる。


（ありがとう、メイ）


　──……ディディのばか。


　メイヴェーラの泣きそうな声を聞かないようにして、ディディウスは風を集める。だが──


　風が完全に集まるより一瞬早く、一つの影がディディウスの背後から襲おそってきた。


「！」


　気づいたときには避よけられない距きよ離りにあぎとがあった。だが、ウィルゴの剣が割って入る。


「く」


　彼女は丈じよう夫ぶな殻からに覆おおわれた脚と競せり合った。それは真っ黒い、巨大な蜘蛛くもだった。あの蜘蛛神のような人型ではなくて、脚が八本あって単眼が八つある、本物の蜘蛛だ。


　蜘蛛の力に押され、ウィルゴの背筋がぐぐっと反り返る。腕が、足が震ふるえる。ふと気がつくと、蜘蛛の周囲に緑色の糸が漂ただよい始めていた。それがウィルゴの肌はだに触ふれ、あっという間に彼女の全身を呑のみ込んでしまう。緑の糸に身体を包まれ、それでも彼女は剣を離さない。ディディウスが後ろにいるからだ。彼女は糸の隙すき間まからディディウスをちらりと見て言った。


「大丈夫だ。魔法を」


　ウィルゴはディディウスの力を見て、彼をダークロアのような魔法使いと思ったのだろう。


（くっ──）


　ディディウスは蜘蛛を中心にして風を周囲の獣けものたちに叩たたきつけた。同時にダークロアの魔法も完成し、水でできた巨大な魚が虚こ空くうに現れ、獣たちを押し潰つぶす。


　風が肉を切り裂き、水がすべてを押し流した。


　獣たちは翼を折られ、水に溺おぼれた。力の爆ばく発はつが終わったのち、まともに立っていられたのは数頭だった。


　その残された数頭の獣は、ディディウスらを睨みつけながらじりじりと後退し、途と中ちゆうで背を向けると、森の方へ消えていった。


「逃げた……？」


「いや。応おう援えんを呼ぶだけだろう」


「……ウィルゴさんは？」


　ウィルゴを攻こう撃げきしていた蜘蛛は、風に切り刻きざまれてすでに息はない。だが、それと戦っていたはずのウィルゴの姿はどこにも見えない。


「風で飛ばしちゃったのか？　それとも水で押し流した？」


「いや。消えたんだ。おまえの風が届く寸前で」


　ダークロアはそう答えた。


「消えた？　ってどういうこと？　まさか溶とけたの？」


「気持ち悪いこと言うな。たぶん、緑の糸の中はどっか別の空間に繫つながってたんじゃないかな。巣穴とか……溶けたふうには見えなかった。本当に一瞬で消えたんだ」


　ダークロアは淡たん々たんと言ったが、顔色はいつもよりかなり悪かった。それはそうだろう、ウィルゴは彼の知り合いなのだ。ディディウスはもごもごと言った。


「俺が──ぐずぐずしてたから」


「違う」


　ダークロアが短く否定する。


　すぐにあまりに短すぎたことに気づいたのだろう、ディディウスの顔を見て、けれどやっぱりいい言葉が出てこなかったらしく、もう一度、


「……違う」


　とだけ言った。


　ディディウスは唇くちびるを嚙かんだ。ダークロアだって同じくらい、いやおそらくはディディウス以上に責任を感じているはずだ。だからこれ以上自分が悪いんだと駄だ々だをこねて、ダークロアに慰なぐさめてもらうわけにはいかない。


　落ち込んでいる時間はない。


「……とりあえず死体に訊きいてみるか」


　ダークロアは蜘蛛の傍かたわらにしゃがみ込み、その潰れた頭に杖つえを当て、何事か呟つぶやいた。


「魔法？」


　ダークロアが蜘蛛の頭を見つめたまま頷うなずいた。


「でも普ふ通つうより疲つかれるんだろう？　大丈夫か？」


「おまえが無理して風起こしてんのに俺サマが無理しないわけにはいかないだろ。……あ、これか。ウィルゴちゃんはやっぱり囚とらわれてるみたいだなあ、どこだろこれ」


「何？　どういう魔法なの？」


「相手の記き憶おくを探さぐる魔法。でもよくわかんないな。この蜘蛛もう死体だし、半分潰しちゃったし。なんか暗くて天てん井じようの高いところに送り込まれたみたいだけど。蜘蛛の巣、ってところか……さて、あとはギャンダルフィッハだな、と……」


　だが、ギャンダルフィッハに関する記憶はウィルゴのものほど容よう易いには見つからなかった。この蜘蛛が直接ギャンダルフィッハを見ていれば早かったのだろうが、そううまくはいかなかったのだ。他の獣の死し骸がいでも何度か試ためし、獅し子しの頭を調べたあと、ダークロアは立ち上がった。


「森の奥に塔とうがあって、その塔が今日の昼から妙みように騒さわがしかったって記憶があった。今日の昼なら、ギャンダルフィッハがここに連れてこられたころだ。行ってみよう」


　そう言って、彼は丘おかを越こえた森の方へとさっさと歩きだす。ディディウスは追いすがってその背に訊いた。


「ギャンダルフィッハって……おい、ウィルゴさんはいいのか？」


「……よかないよ。でも彼女も元傭よう兵へいだし、大丈夫と言ったんだから、信じさせてもらおう」


　ダークロアの顔は厳しかったが、ディディウスの視線に気づいてちょっと笑った。


「平気さ。しかし、もう敵に見つかっちまうとは……」


　そのとき。


　石につまずいたわけでもないのに、ディディウスは突とつ然ぜん転んだ。膝ひざが、笑っている。立てない。


　しかも胃がひっくり返るような不快感が襲おそってきた。手で口元を押さえる。


　だが、堪こらえきれずに吐はいてしまう。


　苦いような酸すっぱいような味が、じわっと口の中に広がって、それがさらに吐き気を助じよ長ちようする。背中をさすられ、いっそ吐いた方が楽と気づいて今日の朝食を全部吐いてしまった。


「メイヴェーラの力は神様の力だもんな。人間の身体で神の力を使うのがそもそも無茶なことなんだ。しかもあれだけでかい力使ったら、そりゃ身体にも負ふ担たんくるわ」


　ディディウスはダークロアに差し出された水すい筒とうから水を口に含ふくみ、ゆすいで吐いた。


「負ぶってやるか？」


「…………ばかにしてんのか？」


　ディディウスは舌打ちしてダークロアを睨にらみ付け、自分一人で立った。こんなところでへばってはいられない。


　それにディディウスはダークロアに訊かなければいけないことがあった。


「おっさん。ウィルゴさんって〈酸の海〉とどんな関係があるの？」


〈酸の海〉とは、ミュドラネ帝てい国こくの半分を不ふ毛もうの地にした、あらゆるものを焼き尽つくす水のことだ。それは二年あまり前に突とつ如じよ現れ帝都を含む帝国南部を襲い、一年以上経って退ひいたのちも、帝国に、そしてこの半島に、深い爪つめ痕あとを残している。


　ディディウスは〈酸の海〉で失われた帝都の、おそらくは唯ゆい一いつの生き残りだ。


　ディディウスの呼びかけにしばらく沈ちん黙もくを返したあと、ダークロアは言った。


「俺の口からは言えないねえ」


　浮かぶ表情は、にやけたものだ。


　目は笑っていないが。


「言えないってどういうことだよ」


「知りたいなら本人から聞きなさいってことだよ」


「それで引き下がるくらいなら最初から聞かないよ」


「おまえが引き下がろうと下がるまいと、俺からは言えない」


「〈酸の海〉を呼んだってどういうことだ」


　ダークロアは、んー、と少し唸うなったあと、再び口を開いた。


「……遠き地よりきたれ、夢の車の御ぎよ者しや。気まぐれを起こせ」


「あっ、先に魔法!?　それってずるいって！」


　ダークロアは、しかしディディウスの抗こう議ぎを完かん璧ぺきに無視して、杖を振ふるった。


　ディディウスはイヌワシに変じ、ダークロアを詰きつ問もんしようにもできなくなってしまった。











　ふわふたとした感かん触しよくや真っ白い色は、雲か雪か、それとも西方に産する綿の花かとも思われたが、それは木だった。その妙みように柔やわらかい木々は菌きん糸しのようにあちこちに手を伸のばし、互たがいに繫つながり合い、森を形作っていた。


　目立つのを避さけるため、翼つばさはあったが飛ばなかった。木々に埋うまったり挟はさまれたり、あるいは木々を踏ふみつけたり嘴くちばしで食いちぎったりしながら、イヌワシとミューシカに変身したディディウスとダークロアは奥へ進んだ。先さき程ほど獣たちに襲われたことを考えると、こちらが何者でどうやって砦に潜せん入にゆうしたかすでにばれている可能性も大いにあったのだが、獣たちの記憶を探った限りでは、そこまでばれているようすはなかった。どうも獣たちが追っていたのは、ディディウスらではなく、あのカワセミだったらしい。それが何故なのかまではわからなかったが──


　警けい戒かいを重ねて辿たどり着いたのは、この中庭の果て、つまりは大地からそそり立ち最終的には白い岩天井に繫がる、岩がん壁ぺきの前だった。


　その手前に、ひたすらに高い塔とうがあった。いや、塔と言うよりは柱と言った方が良いのかもしれない。


　何しろ、その天てつ辺ぺんは岩天井にぴったりくっついていた。


　それほど巨きよ大だいであるのに、近づくまでそこに塔があるとわからなかったのは、塔がほとんど岩壁の一部と化していたからだ。塔の凹おう凸とつの多い外がい壁へきは、岩壁の表面とよく似ていた。


　しばらくその高さに啞あ然ぜんとしたあと、ディディウスは扉とびらのない、穴がぽっかり空いただけの入り口を潜くぐって内部へ入っていった。


　最初の通路と同じように、床ゆかに転がる大小の石が七色に光ってがらんどうの内部を照らしている。塔の中には一いつ切さいのしきりも、各階を距へだてる床もない。内壁のところどころにはくぼみやでっぱりがあり、そこにもまた光る石が転がっていたから、かなり高いところまで見み渡わたせた。だがどこまでいっても、まっすぐな壁かべが続くだけだ。


　イヌワシに変じたディディウスは、その塔の中を、ミューシカに変じたダークロアを背に乗せ、螺ら旋せんを描えがきながら上じよう昇しようした。そばまで近づくと、壁のでっぱりやへこみで鳥が巣を作っているのがわかった。


　たまたま鳥が巣を作っていないくぼみを見つけたとき、ディディウスはそこに降り立ち、ちょっと休きゆう憩けいすることにした。そろそろ空腹も限界だったし、身体を休めたかった。塔の中にはほとんど風が吹ふかず、おかげでずっと翼を動かし続けていたディディウスはくたくただった。


　ディディウスが嘴で干し肉をがっつくのを見て、ダークロアがぽつりと漏もらした。


「いやあ、ほんと皇子様には見えんわな……」


　ディディウスは片足で大きな干し肉の塊かたまりを押さえたまま、頭だけ持ち上げて「文句あるのかよ」とイヌワシの目でダークロアを見つめた。だいたい今の容よう貌ぼうはイヌワシそのものなのだから、皇子どころか人間にだって見えないだろう。


　ダークロアはミューシカらしくなくあぐらを搔かき、壁にもたれてディディウスを眺ながめている。


「おまえがもしさ、その姿で今の帝都に行ったら、どうなるかなあ」


　言われて、ディディウスもちょっと想像してみた。


　ミュドラネ人は基本的に魔ま法ほうを信じない。だが巨大なイヌワシが降り立ったりしたら、それはもう魔法ではなくて奇き跡せきのように感じられるだろう。神の遣つかわした聖なる鳥扱あつかいされてしまうかもしれない。


「まあ、イヌワシってのはないとしてもさ、おまえこのあとどうするつもりなんだ？」


　このあと？


　首を傾かしげるディディウスに、呆あきれたようにダークロアが言った。


「だから、〈滅ほろびの女め神がみ〉を他ほかの人間に替かわってもらえるって話だよ。ギャンダルフィッハがそう言ってたって、おまえ嬉うれしそうに言ってただろ」


（あ）


　そうだった。ディディウスはギャンダルフィッハをここから連れ出したら、〈滅びの女神〉の契けい約やく者しやを他の者に替わってもらう話を進めるつもりだったのだ。


　メイヴェーラはその話の、特に「試験」という部分に首を傾かしげていたが、メイヴェーラの記き憶おくもまだ曖あい昧まいにしか戻っていないところがあるから、忘れているだけなのかもしれない。


「よかったな」


　ディディウスも、心からそう思う。


　だが、ミューシカの姿をしたダークロアに言われると、少し後ろめたいような気持ちになる。


　ミューシカは戦うことを選んだのに。


（……ええいっ、気にするな！　やっと〈滅びの女神〉から自由になれるんだ）


　ディディウスの迷いは、ダークロアには聞こえていない。


「俺も、正直ほっとした。ほら、〈滅びの女神〉が目覚めて暴れ出したときは、本当に他に手がなくて、おまえに女神と契約させちまうなんて無理させちまって、ずっとなあ、どーしたもんかなあと思ってたもんだから」


　こういう話をするときのダークロアは、ちょっと情けないように笑う。それがディディウスは嫌きらいではなかった。ミューシカの顔ではあったが、このときも表情の動きは同じだった。


「頑がん張ばった、な」


　頑張った？


　誉ほめられたはずの言葉が、ディディウスの中で妙みように空むなしく響ひびいた。


　その言葉に相応ふさわしいほど、自分は何を頑張ったのだと。


「〈滅びの女神〉との直接の戦いは最初のやつだけだったけど、エイルセイルみたいなすごいの相手にしても諦あきらめなかったし、今だってギャンダルフィッハを助けにここまで来てる。吐はいたり血流したりしながら。な、おまえはやっぱりこれが片付いたら帝てい都とに行くのか？」


　帝都に？　その言葉を聞いて、ディディウスは戸と惑まどったようにダークロアを見た。それはもちろん帝都に帰りたい。でも、自分は本当に帝都に戻っていいのか？　だって自分が〈滅びの女神〉の契約者をやめるということは、他の誰かがその任にんを代わりに引き受けるということなのだ。やっぱり誰かが苦しむことには変わりない。


　もちろん、自分よりふさわしい人間が〈滅びの女神〉の契約者になってくれるならそれに越こしたことはないし、やっと女神から解放されるのかと思うと本当にホッとして嬉しいのだが、なんだか……すっきりしない。


「……大丈夫か？」


　ダークロアの手が伸びてきて、首の辺りを掌てのひらで叩たたかれた。


「かえって混乱させたみたいだな」


　ディディウスは頭を振った。言葉がないのがもどかしかった。違うのだ、ダークロアのせいではなくて、ただ、自分が戸惑っているだけなのだ、降ってわいたこの状じよう況きように。


「もう寝ねろ。俺が起きてるから。ちょっとでも寝ておいた方がいい」


　ディディウスは言われたとおり、頭を羽根の奥に引っ込めて、無理矢理目を閉じた。


「いい夢見ろ。余計なことは考えるな」


　ダークロアの声が聞こえる。ディディウスは首の辺りに当てられた掌の感かん触しよくだけを感じながら寝ようとした。


　が。


「そうでないと、また古代亀がめと巨大ケーキの夢見るぞ」


　ぎゃー！


　ディディウスが頭を上げてそれは頼たのむから言わないでくれと目で訴うつたえると、ダークロアはぽりぽりと頭を搔かいて謝った。


「ええと……悪わりぃ」


　本気で悪い。


　あの悪夢にうなされた翌日、ディディウスはダークロアに夢のことをぽつりぽつり話し、結果、巨大亀とか巨大蛾がとかという言葉は禁句となった。ディディウスがそれらの言葉を聞くとその夜必ずうなされるようになったからだ。


　だが、今回はそのおかげで、〈滅びの女神〉の夢は見なくてすんだ。


　……でも、最悪の夢を見た。


　眠りはすぐに訪おとずれた。


　ディディウスは夢の中でもイヌワシの姿だった。その姿で帝都に降り立つのだが、帝都は何者かに荒あらされていた──巨大蜘蛛ぐもだ！　ディディウスは一いつ生しよう懸けん命めい戦った。だが倒たおしても次から次へと新たな蜘蛛が現れ、きりがない。ああもうだめか、とディディウスが蜘蛛の毒液にやられて覚かく悟ごを決めたとき、颯さつ爽そうと助けに入ったのは、百足むかでのようにたくさんの脚あしを生やした闘とう技ぎ場じようだった。闘技場は巨大ケーキへと姿を変え、蜘蛛をすべて蹴け散ちらした。そしてそのあとでおもむろに倒れて動けないディディウスに近寄り──


　ばく。


　ディディウスを食べた。


「いやだー！！！！」


　ディディウスは絶ぜつ叫きようした。しかも気がつくと人間の姿に戻っている。うわーん、巨大亀でも巨大蛾でもなんでもいいから助けて！　とディディウスが涙なみだを流しながら訴えると──


　突とつ如じよ押し寄せた葡萄ぶどう酒しゆの海が巨大ケーキを呑み込んだ。やった助かった、と思った次の瞬間、ディディウスは愕がく然ぜんとした。


　それは葡萄酒の海ではなかった。


〈酸の海〉だった。


　そして、すべてのものを焼き殺す水が、帝都を襲おそった。


　ディディウスは叫んだ。何度も何度も叫んだ。崩くずれる建物や燃える炎ほのおから、帝都の人間を助けようとした。でも、どんなに伸ばしても手は届かなかった。


　無力感に包まれて呆ぼう然ぜんとするディディウスのところに、一羽のカワセミが飛んできた。あんまり綺き麗れいな鳥だったので手を伸ばしたら、突然そいつは口を開いて、人の言葉を操あやつった。


「アハハハハ！　アノ女ノ仕し業わざダヨ！　アノ女ガ」


　カワセミは飛び立った。そして一人の人物の上で旋せん回かいした。そしてその肩かたの上に舞まい降り、世界中に聞こえるような大きな声で言った。


「コノ女ガ〈酸ノ海〉ヲ呼ンダンダ！」


　ディディウスの身体からだが強こわばった。カワセミがとまっていたのはウィルゴの肩だった。ウィルゴは無表情に突つっ立っている。


「ソンナ女信用デキナイヨネエ！　ウウン、信用シチャイケナイヨ！　ネエ、ドウシタライイト思ウ!?　ソウダヨ、次ニ見カケタラ殺シチャエバイインダヨ！」


「殺す？」


　ディディウスはびっくりしてあとずさった。だが気がつくとディディウスの手には短剣が握にぎられている。叫び声を上げてその短剣を捨てようとするが、手から離れない。指が開かない。


「サアヤリナヨ！　ネエ！」


「ばかな──ばかなこと言うな！　そんなことするもんか！」


「デモオマエノ父ノ仇かたきダヨ？」


「う……」


　確かに、ウィルゴが〈酸の海〉を呼んだことが事実なら、彼女はディディウスの父の仇となる。だが、だからと言って殺すなんて。


「俺にはそんなことできない！」


「アレレ？　皇子サマニハソンナ勇気ハナイッテコト？　ワア、情ケナイ。女一人殺セナイデ、〈滅ビノ女神〉トドウヤッテ戦ウノ？」


　ディディウスは唇くちびるを嚙かんだ。情けないと言われたのがひどく腹立たしかった。


「俺の仇がどこでどうしてようがどうでもいいことだ、今は〈滅びの女神〉だ！　おまえなんかに騙だまされないぞ、俺とウィルゴさんを仲なか違たがいさせようとしているんだろ！」


　ウィルゴのことはわからないが、一つだけ言える。このカワセミは信じちゃいけない。


「おまえの言うことなんか信じない！」


「ナラソコノ女神ニ聞ケバイイサ。今ソイツハオマエト同ジ夢ヲミテイル」


　ディディウスはそう言われて、はじめてそばにメイヴェーラがいることに気づいた。メイヴェーラは本来の自分の姿で蒼そう白はくな顔をして立ちすくんでいた。華きや奢しやな身体が、今にも崩れてしまいそうだ。


「メイ？　なあ、あんなやつのいうこと噓うそだろ？」


　メイヴェーラは答えない。


「あ……そっか。おまえも本当はどうなのかって知らないのか。でも、ほら、おまえ、西風に聞けばなんでもわかるんだよな？」


「…………」


「メイ？　どうしたんだ」


　メイヴェーラの沈ちん黙もくを、カワセミが引き裂さいた。


「ソノ女神ハ知ッテイタヨ！　トテモ前カラネ！　ウィルゴッテ女ニ会ウ前カラ、知ッテイタンダ！　誰だれガ〈酸ノ海〉ヲ地上ニ呼ビ寄セタカヲネ！」


　メイヴェーラは泣きそうな顔でディディウスを見た。ディディウスは呆然として、それからウィルゴとメイヴェーラを交こう互ごに見た。


「仇……？」


　ディディウスの声が掠かすれた。メイヴェーラがディディウスの腕を摑つかんだ。


「ディディ！　でもね、どうしようもないじゃない。ねえ、どうしようもないの！」


「メイ、おまえ知ってたんだな……だから、ウィルゴさんのこと最初から気に食わなかったんだな！　なんで言わなかったんだよ！」


「だって言ったらディディがどうなっちゃうか怖こわかったんだもん！」





　目は、唐とう突とつに覚めた。





　感情はぐちゃぐちゃのままだ。目は周囲を認にん識しきしているのに、心はまだあの滅んだ帝都にいた。耳には何も聞こえないのに、頭にはメイヴェーラの叫びが反はん響きようしていた。


　メイヴェーラは、そのあと何度ディディウスが呼びかけても、答えてくれなかった。














三章　こんがらがった蜘蛛くもの糸







「さあて、どうしてくれたものかな」


　蜘蛛神は呟つぶやいた。


　彼に与あたえられた任務は、〈滅びの女神〉の前の契けい約やく者しやであったギャンダルフィッハを捕とらえ、天空まで連れて行くことだった。理由はいつものごとく教えられていない。上位神たちは余計なことを一いつ切さい言わない。常に幾いくつもの計画や陰いん謀ぼうを抱かかえている天空の上位神たちにとって、配下たる下位神も、地上の人間も、盤ばん上じようの駒こまに過ぎないのだろう。


　任務に際して地上の神々の抵てい抗こうが予想されたためにこの移動砦とりでの使用が許可されたが、ここまで地上に目立った動きもなく、心配も杞き憂ゆうに終わりそうだった。


　だが、このまま砦を上じよう昇しようさせ天空を目指そうと思った矢先、侵しん入にゆう者しや発見の報しらせが入り、ほぼ同時に、配下の蜘蛛が侵入者のうち一人を彼の『巣』に送って寄よ越こした。


　糸に捕らわれた侵入者を見て、彼は歓かん喜きした。


　それは、彼の腕を斬きり落とした女だった。


　ということは、きっと一いつ緒しよにいた人間二人組のうち片方は、自分をばかにしたあの子どもだろう。許さずにおくものかと思っていたから、ちょうどいい、この機会にいたぶってやろう。


　ギャンダルフィッハを問いつめたところ、その子どもが〈滅びの女神〉の今の契約者であり、女神を身体に宿しているとわかった。その子どもは契約者として適当か、ギャンダルフィッハの下もとで試験を受けるところだったのだそうだ。


　それを聞いて、彼は戸と惑まどった。二万年前の女神の所しよ行ぎようは見たことがあるが、わからないことが多すぎて不安だった。たとえば、契約者を殺すと女神はどうなるのだろう？　彼は早さつ速そく、ギャンダルフィッハを問いつめた。


　答えは簡単だった。契約者を殺せば女神は解放され、暴れ出す。しかしそばに他ほかに契約者たる素質のある者がいれば、その者が女神と契約を結べる。つまり、女神と契約を結べる者が他にもいれば、あのディディウスとかいう子どもを殺しても問題はないのだ。


　そして、女神と契約できる者は、彼の目の前にいた。


　一度女神と契約を結んだ、ギャンダルフィッハだ。


　残された問題は〈滅びの女神〉の抵てい抗こうだ。ギャンダルフィッハの話によれば、契約者が攻こう撃げきされれば〈滅びの女神〉は契約者を守ろうとするが、天空や海界の領域では彼女の力は抑おさえられ、契約者の体内から出てくることすら難しくなるのだそうだ。つまりこの天空の砦の中でならば、女神の力も恐おそれることはない。だが、自分が私し怨えんからあの子どもを殺したと天空に知られるのは避さけたかった。そんなことがばれたら彼は罰ばつされてしまう。何か表向きの理由が欲ほしい。そう、表向きでいいのだ。何か……


　そのとき、彼はギャンダルフィッハの言葉を思い出した。


　あの子どもはこれから契約者としての試験をするつもりだったのだ。ならば試験をしてやればいい。試験が本来どういった性質のものなのかなど知ったことか。適当にもっともらしいものをでっちあげてしまえば、上もだませるだろう。そしてその中で「たまたま」ディディウスは死んでしまい、女神はギャンダルフィッハと契約を結ぶ。これでいい。


「……そうだ。あの女も一緒にいたぶってしまえばいい」


　彼はにんまりと笑えんだ。


　一度の失敗で力の大半を失って以来、他者を支配し、いたぶることへの欲望は彼の中で日ひ増ましに強く、大きくなっていた。そして人間というのはそういう欲求を解消するための玩具おもちやであり操あやつられるために存在すると考えていた彼は、その人間によって自分が操られていることに、まったく気がつかなかった。最さい期ごの瞬しゆん間かんまで。







◇◆◇







　メイヴェーラには身体からだがない。


　ディディウスを守って失ってしまったのだ。


　だからメイヴェーラはディディウスの身体に居い候そうろうしている。でも、いつか自分の身体をまた手に入れられると、メイヴェーラは信じている。


　ダークロアが約束してくれたから。





『俺がおまえだけの身体を作ってやるよ』





　メイヴェーラはダークロアを信じている。だって彼は世界一の魔ま法ほう使つかいで、長い時を生きてきたメイヴェーラだって知らないことも知っているのだ。そのダークロアが言うのだから、きっとメイヴェーラはいつか身体を手に入れられる。


　それに何より、ダークロアが自分のために何かしようとしてくれたのが嬉うれしかった。


　いつだったか、ダークロアは小さな町の小さな隊商宿の外で、空を見上げて星を読んでいた。メイヴェーラはそのそばに寄っていって、一いつ緒しよに星を見上げた。メイヴェーラは星を見てもただ綺き麗れいとしか思わないが、ダークロアは星を見るだけで、今の場所も、季節も、そして未来も過去もわかるのだと言った。


　ダークロアがその話をしたのは、「山羊やぎ追い座」が港の方に沈しずんでいったときのことだ。


　地面に敷しかれたマントの上に座って、メイヴェーラは空ではなくて動き始めた夜明け前の港を見ていた。物売りの声が通りを賑にぎわすまでもう少しかかるだろう時間帯だった。


　不意に、ダークロアが口を開いた。


『今、おまえのために用意しようとしている器うつわなんだけどな』


　ん？　とメイヴェーラはそちらを向いた。


『すごくちっさいんだけど、いいか？』


『小さい？』


『ここから見える星くらい小さい』


『小さすぎるよ！』


　わかってるさ、とダークロアは苦く笑しようした。


『成長させるよ。魂たましいの宿れる大きさまでね』


『成長？　ねえ、どういう意味なの。それってどんな身体なの？』


『身体っつうか……身体の素もと、みたいなもんかなあ。まだ手足も頭もなくて、これからだんだん手足ができたり、頭ができて目ができたりして、身体っぽい形になっていくんだ。えーと、とりあえず「命」って言っておくか。でも、そいつは人間の「命」だから、成長してできあがるのも人間の身体だ』


『……にんげん？』


　メイヴェーラはダークロアの顔を覗のぞき込んだ。ダークロアは笑って頷うなずいた。


『ああ。人間だから、成長も、老化もある。おまえは、』


『？』


『人間の身体で、生きることになる。だから力は残らないかもしれない。記き憶おくも残るかどうかわからない。ディディウスのことだって、俺のことだって忘れてしまうかもしれない。それでも、いいか？』


『……ディディと離はなれるわけじゃないのね？　ディディのこと忘れても、一緒にいられるんでしょ？』


『ああ。メイヴェーラが望むなら、きっとな』


　メイヴェーラは、歓かん声せいを上げてダークロアの首に抱だきついた。


『すごい！　すごいわ、ねえ、どうしてそんな身体があったの？　どっかからか盗とってきたんじゃないよね？』


　ダークロアはしがみついてきたメイヴェーラの重みでちょっとよろけた。


『んなことしねえよ。ええと……ある魔法使いから譲ゆずり受けたんだよ。


　そのちっちゃな「命」は、母親が殺された時、母親の体内で一度死んだんだ。でも、母親と親しかった魔法使いが、死術を使ってその母親を甦よみがえらせた。ところが魂がない身体は七日で崩くずれちまう。その母親も崩れちまったが、その母親の腹に宿っていた「命」だけは残ったんだ。なんでかっていうと、そもそもその「命」は小さすぎてまだ魂が宿れるような身体にまで成長してなかったから──だと思う。それで、死術を使った魔法使いは、その「命」を大切にとっておいた。このままじゃあ魂がないから、いつか死んでしまうけど、時間を止めて、その死を遅おくらせることはできるからって』


『お母さん、死んじゃったんだ……その魔法使いは、どうして死術を使って、お母さんを甦らせたの？』


　ダークロアが、困ったように頭を搔かいた。メイヴェーラはダークロアの首から腕うでを解ほどいて、彼の隣となりにちょこんと座り直した。


『んー……好きだったからだろ。ものすごーく好きで、その人がいないと生きていけなかったからさ』


　メイヴェーラはどきりとした。ものすごく好きで、その人がいないと生きていけない。それって、なんだかすごい。すごくて、悲しくて、愛いとおしい。それくらい愛せたことが、羨うらやましい。


『ねえ、じゃあその「命」っていうのは、魔法使いの子どもなの？』


『……さあねえ。その魔法使いが見つけた彼女の遺体は、綺き麗れいなものだったそうだけど』


『……？』


　ダークロアは説明を続けるか少し迷ったようだったが、結局もう一度口を開いた。


『恋こい人びとだった魔法使いには見せらんないくらいひどい遺体だったから、近所の人が綺麗にしてくれたんだよ。破やぶかれた服もちゃんと替かえてね。……別に取り立てて美人ってわけじゃなかったんだけどねえ、ああいうのは美人だとか美人じゃないとか、あんまり関係ないんだよねえ。やった連中も気が立ってわけわかんないくらい興奮してるから』


『…………』


　ダークロアの言葉の意味は、メイヴェーラもわかった。戦争で負けた国などでは、決して珍めずらしいことではない。略りやく奪だつできるものはなんでも奪うばわれるのだ。物品だけではない。


　だが珍しいことではないからと平然としていることはメイヴェーラにはできなかった。怒いかりと悲しみのあまり、尋たずねる声は震ふるえた。


『……その魔法使いは、大好きな人の子どもで、でも自分の子じゃないかもしれない「命」でも、とっておいたの？　どうして？』


　ダークロアは、意表を突つかれたような顔をした。自分の頭を搔いていた手を下ろして、メイヴェーラの頭の上に置いた。メイヴェーラの頰ほおを、一筋だけ涙なみだが流れて落ちた。それは、その母親と、彼女を救えなかった魔法使いのための涙だった。


『……大好きなひとの子どもだったからだよ』


　メイヴェーラは、何呼吸かの間、ダークロアを見上げていた。ダークロアの表情は落ちついていたが、何故なぜかメイヴェーラは、自分がダークロアを守ってあげなきゃいけないと思った。だから、さっきよりも優やさしく、その首に抱きついた。


『抱きしめてあげるね、ダークロア。これはディディの身体だから怒おこられちゃうかもしれないけど、でもでもディディもきっと許してくれるから。だって、抱きしめられるのって、メイはすごーく好きなの。大切な人にぎゅってされるのって、しあわせになれるの。ね、メイはダークロアの大切なひとでしょ。その魔法使いにとっての、その女の人くらい大切なひとでしょ』


　ダークロアが笑う気配があった。メイヴェーラの背中を支えて、彼は言った。


『ああ。ありがとな、メイヴェーラ』







◇◆◇







　メイヴェーラは普ふ段だんはディディウスと感覚を共有しているが、一時的にそういった共有状態から自由になれる意識の深みへと引っ込むこともある。そうすると寝ねているときと同じような状態になって、外界のことはよくわからなくなる。


　ディディウスが〈酸の海〉の夢を見て真実を知ってしまった直後もメイヴェーラはそういう意識の深いところへ引っ込んでいた。


　メイヴェーラは呆ぼう然ぜんとしていた。こんなはずじゃなかったのに、と思っていた。


　ディディウスには会えなかった。自分を呼ぶ声が遠くから聞こえたが、その場に留とどまり続けた。だって会ってなんと言えばいいのだ？　真実を伏ふせていたいいわけをすればいいのか？　謝あやまればいいのか？　だが、謝って済むような真実なら最初から伏せたりしない。この真実は、訊きかれもしないのに教えるには重すぎ、隠かくしきれずに知られてしまってから謝るには痛すぎた。ただ一つの道は隠し通すことだった。だがメイヴェーラは失敗した。


「メイ」


　それまでよりずっと近くで呼ばれて、メイヴェーラは振ふり向いた。ここは夢と同じような場所で、周囲の情景も自分の姿もそのときの意識に影えい響きようされる。好きなように造り変えることもできる。今のメイヴェーラは、夜の荒こう野やに本来の銀ぎん髪ぱつの女性の姿で座り込んでいた。


　その荒野に、いつの間にやらディディウスがいた。ディディウスの姿も彼の現実の姿と変わらない。ひどく疲つかれたような顔をしていた。


「なんで……こんなところまで来てるの」


　メイヴェーラが何と言っていいかわからず訊いた。


「おまえ、どうして我が慢まんできたんだ」


　ディディウスはその問いかけには答えず言った。いや、ある意味それが答えだった。


「え？」


「ウィルゴさんのこと。父上の仇かたきだって知ってたんだろ？　〈酸の海〉はおまえの肉体も壊こわしちゃったじゃないか。それなのに、どうして会ったときにいつもみたいに癇かん癪しやく起こして、俺の身体を乗っ取ってウィルゴさんを攻こう撃げきしたり、罵ののしったりしなかったんだ？　どうして我慢できたんだ？」


　ディディウスは別に会話のきっかけとかのためにそんな話をしているわけではなさそうだった。本当に、それが一番聞きたいのだ。そういう、必死な顔をしていた。


　それが聞きたくて、ここまで来たのだ。


「……それは、だって、ディディに知られたくなかったから」


「でも、おまえが、だぞ？　いつも何でもかんでも吹ふっ飛ばしちゃうおまえがさ。なあ、今どうなんだ？　やっぱりウィルゴさんのこと憎にくいのか？」


　ディディウスは自分の感情をどうしたらいいかわからなくて、だから真しん剣けんにメイヴェーラの話を聞きたがっていた。だからメイヴェーラも真剣に考え考え答えた。


「……メイもね、腹は立ったけど、憎むっていうのとはちょっと違うかなあ。西風に〈酸の海〉が、どうやって、誰のせいで現れたのか教えてもらったときも、殺意みたいなものはわかなかったし、今もないの。それに、確かにウィルゴは〈酸の海〉を招まねく原因になったけど、それを裏で手引きしたのは他にいたの。ウィルゴはそいつに騙だまされていたところもあったから」


〈酸の海〉による被ひ害がいは本当に深しん刻こくだった。メイヴェーラもウィルゴという元げん凶きようの存在を知ったときは、恨うらむとか憎むとかよりもまず、その人間はそんな罪を背負ってしまって、いったいこれからどうするんだろう、とぼんやり思ったものだった。


「メイもきちんとした話は知らないの。断だん片ぺん的てきなことしか。だから、ちゃんと全部知りたいならウィルゴに会って聞かないといけないと思う」


「……わかった」


　ディディウスはうつむいて、地面を見つめて、やがてぽつりと言った。


「でも、俺にはウィルゴさんを許せないかもしれない」


　メイヴェーラも、そういう答えの出ることを覚かく悟ごはしていた。


（だってディディは、皇子様だもん）


　国とか皇こう帝ていとかという概がい念ねんは、メイヴェーラにはよくわからない。でも、ディディウスが帝都や、帝国の人々に対して責任を感じているのは、なんとなくわかっていた。


「……無理に許さなくても、いいよ」


　メイヴェーラはそう言った。心を殺すのも、とても辛つらいことだから。


　それからまたずっと経たってから、ディディウスは顔を上げ、メイヴェーラから視線を逸そらして、荒野の果てを見つめた。


「……俺、悔くやしくって」


　そのとき、メイヴェーラは「アレ？」と思った。ディディウスの表情が、いつもと違う気がしたのだ。


　精せい悍かんというほどでもなく、特に綺き麗れいというわけでもない、ディディウスの横顔だ。でも、少しやつれた顔を、本当に悔しそうに歪ゆがませていた。頰の肉が落ちたからか、なんだか僅わずかだけれど大人っぽい。


「メイがウィルゴさんのこと俺に伏せようとしたのは、俺のこと気き遣づかったからだろ？　でも、それってメイの方がすごく辛かったんじゃないかって思うんだ。仇を前にして、知らないふりで耐たえるの。……メイがそういうふうに苦しんでるときに、俺何も気づかないでへらへらしてた。それが悔しい」


　メイヴェーラは、呆然とその横顔を見ていた。うわあ、こんな表情するんだ。こんな顔をする子だったんだ。メイヴェーラは両手を地につけてそっと近づいたが、ディディウスは気づかなかった。


「……俺は、ウィルゴさんに会ったらどうするんだろう。おまえが怖いって言ってたけど、俺も怖い。おまえは我慢できたのに、俺は我慢できないかもしれない。きっとそのときの俺、すごくみっともない」


「みっともなくて、いいよ」


　ディディウスが振り向いた。彼はメイヴェーラの顔が自分の肩のすぐそばにあることに驚おどろいたようだった。メイヴェーラは膝ひざ立だちになって腕を伸ばし、ディディウスの旅と心しん労ろうで少し瘦やせてしまった身体からだを抱だきしめた。


「ごめんね」


「え？　あの」


「ほんとのこと隠かくしてて」


「い、いいって、俺も驚いて怒ど鳴なったりとかして悪かったと思うし」


　ディディウスは慌あわてふためき、両手をわたわたと動かして、メイヴェーラの肩に置こうとして置けないままそう言った。


　メイヴェーラはディディウスの胸に顔を埋うずめたまま頷うなずいた。その仕草が可愛かわいらしくて、ディディウスはまたどうしていいかわからなくなった。くすぐったいような、恥はずかしいような、抱きしめてしまいたいような、そんな気持ちだった。











　ずいぶん長く寝ていたような気がする。


　ディディウスはダークロアに起こされて、まだぼんやりする頭でそう思った。メイヴェーラの柔やわらかさとか、匂においとか、夢の領域のことなのに妙みように生々しくて参った。


（き、気持ちを入れ替かえなきゃ）


　ここは天空の砦とりで、いわば敵地だ。気を抜ぬいていてはいけない。


　だが、メイヴェーラと話したことで、ずいぶん楽になった。ウィルゴのことはまだ心にかかっていたけれど、それは会ってから考えればいいと思えるようになった。あれほど収まらなかった感情の激しい揺ゆれは、一時的とはいえおとなしくなってくれた。


　イヌワシ姿のディディウスは再びダークロアを乗せて塔とうの中を上へ上へと飛び、数刻後には天てん井じよう近くまで辿たどり着いた。


　天井に近い壁かべの一カ所が出っ張っていた。ディディウスはその出っ張りの上に降り立ち、翼つばさを閉じた。すぐそばの壁はアーチ型にくり抜かれ奥の部屋へ通じる入口となっており、その入口を覆うように下げられた布と壁との隙すき間まから橙だいだい色いろの光が漏もれていた。


　ダークロアはディディウスの背から降りて、布の向こうをうかがおうとした。


　だがダークロアが何もしてないのに、突とつ然ぜん、その布が見えない糸に引っ張られたかのようにめくれ上がり、千ち切ぎれてディディウスとダークロアの頭上を越こえ、落ちていった。


　ダークロアは隠れようとしたが、その隙は与あたえられなかった。


　身体からきらきらと光る煙けむりが噴ふき出し、あっという間に魔ま法ほうが解けたのだ。


　ダークロアはダークロアの姿を取り戻し、ディディウスも自分の姿に戻った。


（え!?　どういうこと!?）


「破られた」


　ダークロアが呟つぶやく。


「変身を強制的に解かれた」


「そんなことできるの!?」


「神サマならできるのかもね」


　ディディウスは風を起こそうと身構え、ダークロアも隠し持っていた杖つえを摑つかんだ。


「入れ」


　声は、やはりあの蜘蛛くも神がみのものだった。


　ここまで来て、しかも変身を解かれては、前に進む以外に選せん択たく肢しはない。


　ディディウスはダークロアのあとについて、素す早ばやく室内に飛び込んだ。


　円形の部屋の真ん中に、ウィルゴに腕を斬きり落とされて三本腕になった蜘蛛神が立っていた。二本の腕を組み、一本の腕を腰こしに当てている。傍かたわらでは松明たいまつが組まれ、巨きよ大だいな篝かがり火びとなって燃えている。


　そしてその篝火を挟はさんで隣となりには、見たことのない男がいた。


　その男──いや、ディディウスより背は少し高かったが、年は同じくらいだろうから、少年と言った方がいいのだろう。彼は白い肌はだを焚たき火びの明かりで赤く染め上げながら、ひどく鋭するどい目でディディウスを見み据すえている。その虹こう彩さいは煌きらめきもしない黒、白目に対して黒目がちで、まなじりがつり上がっていた。人にん相そうはよくはない。黒髪は耳の横から細かく編み込んだり、結ゆい上げたりして、背中に垂らしている。そして──


　そして、彼は蓑みの虫むしがぼろ切れを寄せ集めて作ったみたいなローブを身に纏まとっていた。


「…………え？」


　ディディウスはおかしな声を上げた。


　口を開いたのは、蜘蛛神の方だった。


「そちらから来てくれるとはな」


　そのとき、ディディウスの胸の辺りが銀色の光を放った。光は目が眩くらむほどに激しく燃え立ち、ディディウスの身体からだから外へ飛び出た。


　銀色の光は巨大な球となってディディウスの眼前の空中に浮き、明めい滅めつを繰くり返し、一人の美しい少女の姿をとった。長い銀髪を飾かざるのは可か憐れんな花々だが、彼女自身の方がよほど可憐で愛らしい。


　彼女は、キッと刺さすように蜘蛛神を睨にらみ付けた。


　──ギャンを返して！


　その声は、その場にいたものすべての頭に直接響ひびき渡わたった。


「メイ！　おまえ俺の中に入ってなくて平気なのか!?　魂たましいだけだと海界に引っ張られて……」


　──今はあいつをどうにかしなくちゃ！


　メイヴェーラはもどかしげに叫んだ。ディディウスはその迫はく力りよくに気け圧おされた。彼女の周囲では幾いくつもの炎ほのおの花が噴ふき上がっている。怒いかりの炎だった。ディディウスなど眼中にない。彼女の意識にあるのは、ただ〈滅ほろびの女め神がみ〉とギャンダルフィッハ、それに天空の神。


　何しろ〈滅びの女神〉もギャンダルフィッハも天空の神も、彼女にとっては二万年の年月心にかけてきたことだ。今は小さな迷いも吹っ切れたらしく、やたらと力強い。


　メイヴェーラは、ぼろぼろのローブを着た男に向かって呼びかけた。


　──ギャン！　ねえ、こっちに来て！


　それを聞き、ローブの男を見たときにディディウスの中に生まれた違い和わ感かんは、予感に育った。


　蓑虫ローブの男は、独特の口調で気け怠だるげに答えた。


「メイヴェーラ、それは無理なのじゃね。糸で動きは封ふうじられているのじゃね」


「やっぱりギャンダルフィッハ!?」


　予感は当たった。その男の口から出てきた声も、おかしな発音も、すべてディディウスの記き憶おくにあるギャンダルフィッハのものだった。


「あんたなんで骸がい骨こつじゃないんですか!?」


「太陽の光が当たらないとこっちの姿になってしまうのじゃよ」


　いかにも不本意そうに、ギャンダルフィッハは答えた。


　一方メイヴェーラも蜘蛛神への視線に込める力を緩ゆるめることなく問う。


　──そこの天空神！　どうしてギャンをさらったの？　天空はまた〈滅びの女神〉のことで地上の邪じや魔まをする気なの？　これは天空全体の意思なの？　答えなさい!!


　蜘蛛神はただ薄うすく笑うだけで、問いには答えなかった。彼も知らなかったからだ。彼はたとえて言うなら蜘蛛の巣を構こう成せいする糸の末まつ端たん、ごく一部分にすぎない。


　だがそんなことは悟さとらせないように、蜘蛛神は悠ゆう然ぜんとその問いを無視した。


「おまえがその人間の守護をしているという地上の女神か。確か西風の女神だったな？」


　──だったら何よ！


「ふむ。私の糸は何者をも捕とらえられると、君は知っていたかな。たとえ尋じん常じような手段では触ふれられない魂でも、な」


「！」


　ひるむメイヴェーラの周囲に、それまでの見えない糸とは違う、白く輝かがやく糸が現れた。糸はメイヴェーラにまとわりつき、絡からみついていく。


「メイ！」


　──ディ……


　本当に名を呼ぶ暇ひますらなかった。メイヴェーラは糸の中に包み込まれ、指一本見えなくなった。糸玉は見る間にその大きさを縮ちぢめ、ついには繭まゆほどの大きさになって、床ゆかに転がった。


「メイ……？」


　ディディウスはよろけながらその糸玉に近づこうとしたが、その前に糸玉は浮き、蜘蛛神の方へ向かって、空中を滑すべった。


　飛び出そうとするディディウスを、ダークロアが背中から押さえた。


「こらっ、迂う闊かつに動くなっ」


「なんだそれ！　メイをどうしたんだ、おまえ！」


「相変わらず威い勢せいだけはいいな」


　嬉うれしげに言うのは、蜘蛛神だ。


「さあ、これでうるさいのは片づけた。そうそう……こんなのもいたな」


　つう、と天てん井じよう近くから、何かがゆっくりと降りてきた。


　それは人間のようだった。緑色の糸で縛しばられ、吊つるされた女性。


「ウィルゴさん……！」


　ウィルゴはぐったりと頭を垂れ、意識はないようだった。糸が床まで達して、ウィルゴの身体も床に横たわった。手にはしっかりと剣けんを握にぎっているのが見えたが、背中に回された腕うでと一いつ緒しよに縛られている。


　蜘蛛神は意識のないらしい彼女の頭を摑んで、引き揚あげた。ウィルゴは身じろぎもしない。本当に生きているのかもわからないくらいに静かだ。だが──


　蜘蛛神が、彼女の頭を自分の肩かたの辺りまで引き上げたとき。


　ウィルゴの足が、いきなりしなやかに動いた。


　それまでぐったりと力を失っていた右足が、地をしっかりと踏ふみつける。


　右を軸じくに、腰を捻ひねる。


　素す晴ばらしい回し蹴げりが、蜘蛛神の頭部めがけて放たれた。


　だが、その動きは蜘蛛神に読まれていたようで、ウィルゴは反対に蹴り足を摑まれ、転がされる。


　同時にダークロアの魔ま法ほうが完成し、蜘蛛神の喉のどめがけて水でできた魚が喰くらいつく。


　魚は糸によって輪切りにされて消えてしまうが、その間にウィルゴは素早く起き上がった。まだ上半身は縛られたままだ。


　その糸が、突とつ然ぜん断たち切られてふわりとウィルゴの足あし下もとに落ちる。ダークロアの風の刃やいばが糸を切り裂さいたのだ。


　ダークロアが立て続けに魔法を使った疲労から、膝ひざをつく。


　蜘蛛神は心の底から嬉しそうに、声を立てて笑い、ウィルゴの剣の届かない高さに飛び上がり、その場に浮いた。


　ウィルゴは蜘蛛神の動きを警けい戒かいしながら、じりじりと周囲のようすをうかがった。ダークロアは杖つえを手に、魔法を使う機会を待った。ディディウスは蜘蛛神について、自分が他ほかに知っていることはなかったか、思い返していた。それが今のディディウスにできることだ。挑ちよう発はつのネタや弱みが見つかるかもしれない。


（そういえば、七本腕の蜘蛛神って事は、腕が七本のはずだけど──やっぱり、数が合わないな。一本はウィルゴさんに斬きられてるから、それを引いたら六本のはずじゃあ……）


　蜘蛛神が、いやらしい笑えみを浮かべながらウィルゴに言った。


「確かおまえの望みはギャンダルフィッハに囚とらわれた仲間を助け出すこと──だったな」


「!?　何故なぜそれを……」


　蜘蛛神は指をくいと曲げて糸を操あやつった。見えない糸に引っ張られ、ギャンダルフィッハの身体が勝手に宙に浮き、蜘蛛神のそばで止まった。


「おい、ギャンダルフィッハ。この女が求めているのは、コレのことか？」


　そう言って、蜘蛛神は手を一ひと振ふりして虚こ空くうから一本の杖を取り出した。ギャンダルフィッハの持っていた銀の杖だ。蜘蛛神がその杖を軽く振ると煙けむりが上がり、煙の中から一人の男性の姿が現れた。


　黒っぽい茶色の髪の男性だ。若く、引き締しまった肉体を小さく丸めて、眠っている。


　宙に浮いたその男性を見た途と端たん、ウィルゴの顔から表情がすうっと消えた。


「ノクス……！」


　ウィルゴは呟つぶやき、剣を握る手に力を込こめた。


「ギャンダルフィッハから奪うばっておいたのよ」


　ダークロアは次に起こる事態を察して魔法を唱えようとした。だがその瞬しゆん間かん、見えない糸がダークロアの身体を拘こう束そくしてしまう。杖が床に落ち、ディディウスが気づいたときには、ダークロアの身体はギャンダルフィッハと同じように、ディディウスの手の届かない高さに吊つり上げられてしまっていた。


「おっさん！」


「邪じや魔まはそこまでにしておいてもらおうか……さてと」


　蜘蛛神が言い終わると同時に、宙に浮く茶色い髪の男性の周囲に、白い糸が漂ただよい始めた。糸は男性の身体を覆おおい尽つくし、さらにはその糸玉は繭ほどの大きさに縮んで、蜘蛛神の掌てのひらの上に転がった。


「さあ、女、コレが欲ほしいか？」


　蜘蛛神はいたぶるようにそう言い、糸玉を見せびらかす。まるで小さな子どもが、もっと小さな子どもに宝物を見せびらかすみたいに。そういうとき、子どもは絶対に相手に宝物を渡わたしたりしない。渡したりはしないのだ。


「下司げすが……っ！」


　ウィルゴが言い捨てる。蜘蛛神は宙に浮いており、斬りかかろうにも高さがありすぎる。それを知っているから、蜘蛛神も余よ裕ゆうで笑みを返す。


「ああ、いい顔だ。もっと歪ゆがめ。もっと苦しめ。絶望に喘あえげ、ほれ、声を聞かせてみせよ」


「こ……この変態！　何が目的だ！　いったいなんなんだ、おまえは！」


　ディディウスががなりたてた。蜘蛛神はせせら笑う。


「この女とおまえを痛めつけることができればそれが私の目的だ」


「……なんだって？」


　聞き返してから、ディディウスは泉のそばで去り際ぎわに見せた蜘蛛神の恐おそろしい顔を思い出した。恥ち辱じよくを与あたえた者への憎ぞう悪お──それに尽つきた。


「俺とウィルゴさんにかかされた恥はじを雪そそぎたいってことかよ……！」


「恥を雪ぐ？　いいや、何か勘かん違ちがいしているらしいおまえらに、神と人との違いを教えてやった方がいいと思っただけのことよ。私が支配者で、おまえらが奴ど隷れいだ。どうもおまえらはそれをきちんと教えられてこなかったらしいからな」


「ぐ……」


　突然、ダークロアが押し殺した声を上げた。


「おっさん!?」


　頭上のダークロアを見上げれば、苦痛に顔をしかめている。ローブの肩の辺りが濡ぬれ、その真下の床ゆかに、赤い血が数すう滴てき落ちている。


「安心しろ、少し肉を傷つけただけで、まだ切断まではしていない。だが、これでわかったかな？　この場の支配権は私にあるのだと。これからおまえが私の命令に従わなかったら、そのたびにこの魔法使いの腕か足を一本ずつ切り取ってやろう」


「…………！」


「おまえが五度目に私の命令に逆らったときはこの魔法使いにとどめをさし、ついでに糸玉に閉じ込めた西風の女神も潰つぶし、さらにおまえも殺す。私の命令に完かん璧ぺきに従えば、おまえの仲間だけは地上に帰してやろう……おまえは無理だがな。だが、人間というものは自分より他人を優先させることがあるのだろう？　是ぜ非ひ一度見てみたいものだ」


「ディディウス逃にげろ！　俺たちのことは構かまうな、おまえが何をしたってどうせこいつは俺たち全員を殺すつもりだ！」


　ダークロアは叫さけぶが、ディディウスは一歩も動けない。


「逃げてもむだだ。すでにここは私の領域。私の巣。糸が絡からみつくぞ。子ども、おまえの命など簡単に手た折おれるがな、その前におまえに支配者が誰かを思い知らせねばならん。手始めに、そこの女を殺してみせよ。これが最初の命令だ。ほれ──腕が切れるぞ」


「ぐあっ」


　ダークロアが呻うめいた。血がぼたぼたと落ちてくる。


　ディディウスは蒼そう白はくな顔でウィルゴを見た。ウィルゴはじっと蜘蛛くも神がみの動きを見つめていた。


「それからな、そこの女」


　投げつけるために腰こしの短剣に手を伸のばしていたウィルゴの動きが、ぴたりと止まる。


「おまえには、こういうのはどうだ？」


　言って、蜘蛛神は傍かたわらに浮かしているギャンダルフィッハの顎あごを摑つかみ、その口の中に手にした糸玉を──


　押し込んだ。


「！」


　ディディウスも、ウィルゴも、息を呑んだ。


　ギャンダルフィッハは吐はき出そうとするのだが、蜘蛛神がさせなかった。完全にギャンダルフィッハが糸玉を飲んでしまったのを確かく認にんしてから、彼は満足げに言った。


「今ギャンダルフィッハに食わせたのは、おまえの知り合いを捕とらえた糸玉だぞ、女。おまえの他の仲間もほれ、ここにこうして別々の糸玉に閉じこめてある。おまえが私の命令に背そむいたり私を傷つけようとしたりすれば、順番にギャンダルフィッハの腹の中に押し込んでやろう。だがおまえが私の命令にすべて従ったら、この糸玉の中の者たちは解放する。ギャンダルフィッハに食わせた分も、吐かせて取り出せる。消化前ならな」


「こ、の……蛸たこ！」


　ディディウスが完全に殺意を込めて蜘蛛神を見上げた。


「なんとでも言うのだな。さあ、女。おまえにも命令を与えよう。その子どもを殺せ。いいや、おまえがその子どもに殺されるのでもいいぞ。それも面おも白しろい！」


「……時間を、くれ。この子と話をしたい」


　ウィルゴが低い声で言った。蜘蛛神は口の端はしを吊り上げた。


「時間はいくらかけてくれてもいいが、さっさと済ませなければギャンダルフィッハの腹の中の糸玉が消化されるぞ」


　ウィルゴとディディウスは視線をかわした。


　どうすべきなのは、お互たがいにわかっていた。


　蜘蛛神の言いなりになったところで、人ひと質じちは返してもらえない。


　隙すきをついて反はん撃げき。それしかないのだ。


　だがウィルゴが口にしたのはそういったことではなかった。


「さっきは、唐とう突とつな別れ方をしてしまったな。君は私に訊ききたいことがあるはずだ。確認しておけ」


　ウィルゴが何を言いたいのかは、ディディウスもわかった。だが──


「確認して……どうするんだよ。そんな場合じゃないだろう！」


「こんなふうに睨にらまれていては、共きよう闘とうなどできない」


　咎とがめるでもなく淡たん々たんとそう言って、ウィルゴは促うながした。


　時間は鉛なまりのように重く流れた。


　その重さに耐たえきれず、ディディウスは口を開いた。


「あんたが〈酸の海〉に関かかわっていると聞いた。事実を教えてくれ」


　ウィルゴは頷き、躊躇ためらうでもなく、答えた。


「……剣が、あった」


　答える彼女の声はひどく低かったが、震ふるえても、掠かすれてもいなかった。


「大地に突つき刺ささった剣だ。君も聞いたことがあるんじゃないか？　闘とう技ぎ場じようの真ん中に突き刺さっていた神剣のことだ。私はある女にそそのかされて、その剣を抜いた。それを抜けば、その女が私の望みを……大事な人の命を救いたいという私の望みを叶かなえてくれると言ったんだ。その女には確かに力があった。私はすがるような思いで彼女の言うとおりにした。望みを叶えるにはそれしかなく、私はその剣を引き抜くことで何が起こるかなど考えもしなかった。私がその剣を引き抜くと、〈酸の海〉が大地から溢あふれてきた」


「…………」


「そして、帝てい都とは〈酸の海〉に焼かれた。私は自分の大事な人を救おうとして、大事な人を含ふくめたすべてをぶち壊こわした」


　ディディウスはウィルゴの言葉をかみ砕くだいて、受けとめるのに、一度目を閉じた。


「……俺は帝都の最後の生き残りなんだ」


　ディディウスは紐ひもを通して首から下げた指輪を握にぎり締しめた。それは〈酸の海〉で死んだ父の形かた見みだった。声が震えた。


　こんなことしてる場合じゃないのに。なのに。


「だから、俺はあんたを許せない」


　膨ふくれ上がった感情で、頭の中は真っ白、ほとんど何も考えられなかった。悲しいとか憎にくいとか、たぶん名をつけるとしたらそうなるのだろうが、あまりに強すぎる感情で、どうしたらいいかわからない。深呼吸をしても息が詰つまるし、うつむいたら涙がこぼれそうだった。


　何度も何度も、父のことを思い出した。帝都の夏や、オリーブの畑や、宮きゆう殿でんのお気に入りの部屋や、遠えん慮りよなくしかりつけてきた老教師のことを思い出した。その教師と帝都の通りを歩いたことがあって、そのときは最高に楽しかった。店は通りに向けて開かれて、食べ物を歩いて売る子どもの姿もあって、船乗りも、農夫も、職人も、元老院議員もいた。みんな、生きていた。これが帝国の民たみですよと老教師は珍めずらしく嬉うれしげに目を細めて言った。


『かっこよくて頑がん固こな老人』というのは、まさにあの教師のような者のことを言うのだろう。


　その教師との散さん策さくから半年後に、〈酸の海〉は帝都を襲った。


「……生きていたのに」


　ディディウスは強く、掌てのひらの中の指輪を握った。


「なのに、」


　握る手に力が入る。ディディウスは感情を抑おさえようとした。だがどうしたって抑えられない。協力して人質を取り返してここから逃げ出さなくてはいけないのに、その選せん択たくがどうしてもできない。


「なのにどうして殺した！」


　彼女が直接手を下くだしたわけではないのはわかっている。おそらくそのつもりもなかったのだろう。それでも彼女がいなければ、帝都が壊かい滅めつすることはなかった。父が死ぬことはなかった。


「どうして！」


　そんなこと言っても彼女には答えられない。わかっている、それでもディディウスは堪こらえられず彼女の胸むな倉ぐらを摑み、睨み付けた。


　彼女はただ、静かにそれを受けとめた。叩たたきつけられた言葉を撥はね返すわけでもなく、否定するわけでもなく、ただ、全身で受けとめた。


　ディディウスはそのようすにすら苛いら立だった。どうせなら泣いて命いのち乞ごいでもしてみせろと思う。だが彼女はきっとそんなことはしないだろう。だから余計に腹が立った。


　感情が、暴走していく。


「どうするんだよあんた──俺を殺すのか？　ならやれよ！」


　ディディウスは、剣を握るウィルゴの手を摑み、刀身が自分の喉のどを斬きり裂さくようにぐいと引き寄せた。ウィルゴはディディウスの手を振ふりほどこうとしたが、ディディウスは両手でウィルゴの手と剣を押さえ込み、そうさせなかった。


「刺せよ！　何万人も殺したなら、俺を殺すのも簡単だろ！　そんでついでにギャンダルフィッハの腹を斬り裂くなりなんなりしてあんたの大切な人を助けだせよ！」


　ディディウスが、さらに強くウィルゴの剣を自分の方に引き寄せた。切っ先が肌はだの上を滑すべり、血が一筋流れた。


「…………殺さないよ」


「なんでだよ！　あんた〈酸の海〉を呼んだ極ごく悪あく人にんなんだ、だから殺せるんだろ！」


「たとえ〈酸の海〉がなくても……人を殺したことがないって言ったら、噓うそになるけど」


　剣けん闘とう士しだったのだから。


「でも、君をここで殺したりはしない」


「どうして!?」


　ともすれば本当に首を斬り落としてしまいそうだったので、ウィルゴは力の抜けかけたディディウスの手を、剣から引き剝はがして、言った。


「二度も世界は壊せない」











　世界というのは壊れるものなのだとウィルゴは知った。


　守らなければ壊れてしまうのだ。どんどん崩くずれて、人が住めなくなってしまう。それはたとえば普ふ通つうに生活していても、畑に塩えん害がいが起こったり、家か畜ちくに病やまいが発生したり、伝染病で子どもが死んだり、そういうふうにして、世界はどんどん壊れていってしまう。


　畑は放ほうっておけば荒あれるし、道は整備しなければ使えなくなる。家も手入れして、大事にしてやらないと、すぐにがたがくる。


　ただでさえ壊れていく世界を、ウィルゴはそうとは知らず一度破は壊かいし尽つくしてしまった。


　壊れたものを造り直していくのは、気の遠くなるような作業だった。


　たくさんの手が必要で、実際たくさんの手があったが、それでもまだまだ足りなかった。ウィルゴはあちこち奔ほん走そうして、死んだ兄の縁えん故こでも何でも頼たよって、人と資金をかき集めた。


　あるとき、ノクスがこんなことを言った。


『君が人質に取られたら』


　ノクスはそのとき仲間と一いつ緒しよに灌かん漑がいのために水を川から引く作業をしていた。僅わずかな休きゆう憩けい時間に作業場の近くの丘おかの上に座り、二人でパンとスープの食事をとっていたら、何かの拍ひよう子しにそういう話になった。


『俺はなんでもしちゃうだろうなあ』


　それがどういう意い図との下もとに言われた言葉なのか、ウィルゴにはよくわからなかった。もしかしたらウィルゴが兄の命を救うために世界を壊してしまったことについて、慰なぐさめようとでもしたのだろうか。でもたぶん違うだろうとウィルゴは思う。彼はそういう慰めは言わない方だ。彼はただ、自分の思ったことを言っただけだろう。


『私は』


　ウィルゴが呟つぶやくと、ノクスは綺き麗れいな笑え顔がおをウィルゴに向けた。ウィルゴは青い目に見つめられ、一瞬何も言えなくなった。


　それでも、結局言った。


『私はおまえが人ひと質じちにとられたら、一いつ生しよう懸けん命めい取り返そうとすると思う。でも』


　ウィルゴは言葉を舌で転がして、本当に言っていいのか、確かめながら言った。


『でも、二度も世界は壊せない』


『うん』


　ノクスは微笑ほほえんだ。微笑んで頷うなずいた。


『大丈夫。俺は傭よう兵へいだし。自分の身は自分で守るから、そんなことにはならないよ』


　ノクスは、こんなときでも笑っていた。


『……どうして笑っていられる？』


『……さあ？』


　まっすぐ訊きくと、ノクスは困ったような顔をした。額に残った小さな傷きず跡あとが、陽光に当たって白く浮き出た。


『……どうして、ここで働いてくれる？』


『？』


『剣を鋤すきとか鍬くわとか槌つちとかに持ち替かえて、帝てい都とのために働いてくれるのは、どうしてだ？』


『……力仕事は得意だから』


『でもここはおまえの国を滅ほろぼした国じゃないか』


　ノクスはすぐには答えなかった。彼は確かにミュドラネ帝国に滅ぼされたエルクレイダ王家の最後の一人だ。


『……あの都は、もう誰にも顧かえりみられていないから。俺にとっても、過去でしかない』


　ノクスはそう言って、空を見た。空の下には山さん岳がく地帯が連つらなっていた。この先にはエルクレイダの滅びた都がある。


『でもここは、そうじゃない』


　ついこの前までノクスは喋しやべることができなかった。そのせいかいつも言葉少なに、少しずつ話す。いや、ひょっとしたら、元々口数は少ないのかもしれない。


『あそこにはないものが、ここにはあるから』


『……それは何？』


　ノクスは言葉を切って、ウィルゴを見て、その頰ほおに触ふれた。


『再生の可能性』


　それから君。


　彼はわざわざ、耳元で囁ささやいた。











「俺は……世界じゃない」


　ディディウスは戸と惑まどってそう言った。


『二度も世界は壊せない』


　ウィルゴはそう言った。最初はディディウスが〈滅びの女神〉を体内に宿していることを指しているのかと思ったが、彼女はそれを知らないはずだ。


「……そうだな。いや、いかんな、何を言っているのか自分でもよくわからん。とにかく私は君を殺さない。私は善人では決してないから、誰も傷つけずに生きていくなんてできないだろうけど、今ここで君を殺すことはしない」


　ウィルゴは天を見上げた。そこには勿もち論ろん空はない。そして彼もいない。


「でも、捕つかまった仲間は大切な人たちだ」


　ノクスだけではない。〈酸の海〉を乗り越こえて生き残った人たち。色んなものを抱かかえて集まってきた。家族をなくした者も、土地を失った者もいる。毎日を必死で生きている人たちだ。ぼろぼろなのに頑がん張ばっている姿は、ぼろぼろの帝国そのもののようだった。諍いさかいや意見の対立はもちろんあるが、それでもなんとかここまで一緒にやってきた仲間だ。


　帝国は今も危機に瀕ひんしている。北方の遊ゆう牧ぼく民みんは本格的な侵しん攻こうを謀はかっている。このままでは混乱した国を彼らが蹂じゆう躙りんしてしまうかもしれない。帝国の命めい脈みやくはぎりぎりのところにあった。この危き難なんに際して人をまとめ上げるのには強力な幻げん想そうが必要だ──人々の誇ほこりであった帝都の復興のような。副都の知事はそう言って、援えん助じよとして幾いくつかの優ゆう遇ぐう措そ置ちを約束してくれた。


　ここが正念場なのだ。


　そして捕まってしまった仲間たちも、これから、幾らでも輝かがやける人たちなのだ。


「私はここで君に殺されるつもりはない。君を殺すつもりもないし、君の方の人質や私の方の人質を死なすわけにもいかない。だから、頼たのむ。私に力を貸してくれ。あの神を殺す」


　ウィルゴの目はまっすぐにディディウスを見つめた。力強い目だった。


「私は罪人だ。もし君が私を罰ばつしたいならあとでいくらでも罰してくれていい。だがそれでも私はここを切り抜ぬけなければならない。それは君も同じだろう？　私は可能性がある限り、諦あきらめたくない」


　ノクスは帝都に再生の可能性があると言った。だからここにいるのだと言った。


　ウィルゴだってそう思う。帝都には再生の僅わずかな可能性がある。そしてこの状じよう況きようにも、まだ打だ開かいの可能性はある。


「…………俺は」


　ディディウスは迷い、うつむいた。


　ディディウスにとってウィルゴは憎ぞう悪おの対象だ。その言葉を容易たやすく受け入れることなどできない。


　そのとき、ウィルゴが突とつ然ぜん小さく呻うめいて、膝ひざをついた。


「え？　おい、どうした……」


　ディディウスは驚おどろいてウィルゴの顔を覗のぞき込んだ。彼女は蒼そう白はくな顔で、自分の右の二の腕を摑つかんでいた。


　腕には、小さな傷跡があった。あの泉のそばで、天空神の剣に斬られた傷だ。小さな傷だったから、別れたときにはもう塞ふさがりかけていたはずだ。


　だが、今はその傷が三倍に膨ふくれて、腫はれ上がっていた。腫れはどんどん大きくなる。血管が浮き出て、瘤こぶのようになる。ディディウスはこれとなんだか似た状況を見たことがあるような気がした。そうだ。エイルセイルが殺されたときも、小さな傷から死に至いたった──


　昨日ダークロアが言っていた。神の武器は物ではなくてその神の一部だから、傷つけられたら気をつけなくてはいけないと。


「そんなっ！」


　ウィルゴの右腕の血管が、突然浮き出た。血管のすべてが浮き出て、腕の表面が真っ赤になった。そしてその腕が、いきなりディディウスの方へ伸のびてきた。


「うわっ」


　ディディウスは叫んで避よけた。ウィルゴは腕の動きを止めようとするのだが、うまくいかない。反対に腕に引きずられて、立ち上がってしまう。


「おかしい、腕が、勝手に──」


「何をした、蛸たこ野や郎ろう！」


　ディディウスは宙に浮く蜘蛛くも神がみに向かって怒ど鳴なった。


「何、私が何かしたわけではない。元からそうなるようになっていたのだ」


　蜘蛛神の微笑みは、甘かん美びで、残ざん酷こくだった。


「おまえは多少物を知っているようだが、蜘蛛には毒があるとは思いつかなかったのか？」


「だめだ、腕だけじゃない──」


　ウィルゴの声にディディウスは反応しようとしたが、できなかった。


　ウィルゴの足が、ディディウスの後頭部を強打した。


「う」


　ディディウスは、ぐら、とよろめいた。目の前がちかちかする。膝をついて、それでも身体からだを支えきれず手を前についた。


　すると、今度は床ゆかについた手に、緑色の糸が絡からみついてきた。ディディウスは慌あわててそれを引き剝はがそうとして、尻しり餅もちをついた。糸は取っても、取っても、次々に腕や足や胴どう体たいや頭に絡みつき、視界すら覆おおっていく。


「!!」


　糸は口まで覆った。息ができない──！


　だが、その感覚は一瞬で終わった。


　肌はだを締しめつける糸のねばねばしたいやらしい感かん触しよくも、息苦しさも、すべて消えた。


　ディディウスはおそるおそる、閉じていた目を開けた。


　熱気が、観客のざわめきが、視線が、ディディウスの肌に当たって、流れていった。


「…………え？」


　そこは石いし壁かべに囲まれた塔とうの部屋ではなく、青空の下の闘とう技ぎ場じようだった。














四章　巣から抜け出す







　ウィルゴは自分の罪を知っていた。


　それでも、身を挺ていして自分を守ってくれた人がいたから、誰だれに罵ののしられても生きようと思った。


　自分で呼んでしまった〈酸の海〉を波の向こうに封ふうじたあと、自分が壊こわしたもののために何かできることはないかと、ウィルゴは帝てい都とに行った。


　誰もいない帝都で、ウィルゴはまず遺体を埋まい葬そうすることから始めた。


　その一番最初の段階で、ウィルゴはもう気が狂くるいそうだった。自分の行いが招まねいた結果が、自分の目の前に広がっていた。酸は骨すらも溶とかしてしまったから、残されたのはほんのわずかな遺品だけだったが、中には土ど砂しやに埋うまったり泥どろに沈しずんだりして、辛かろうじて骨を残した者もあった。


　拾い上げた髑髏どくろの眼がん窩かに虚きよ無むを見ても正気を保たもっていられたのは、〈酸の海〉を封じるための旅で知り合って以来、ずっとそばにいてくれたノクスのおかげだった。


　骨の一部は、海に返した。ミュドラネでは遺品は川に流すのがしきたりだった。川は海へとつながり、海はすべてを飲み込んでくれるから。


　やがてその作業にも終わりが見えてきたころ、ウィルゴたちの他ほかにも、帝都を復興させようという者たちがやってきた。彼らは帝都に縁えん者じやのいた者たちや、〈酸の海〉で寄よる辺べを失った者たちで、帝都を復興させることで失ってしまった何かを手に入れようとした者たちだった。ある者にとってはそれは家と土地だったし、ある者にとってはそれは家族だった。帝都に来れば自由な身分と土地が手に入ると聞いて、〈酸の海〉で主あるじを失った奴ど隷れいたちも大勢やってきた。北方に大規模な農地を持つ没ぼつ落らくしかかった貴族一人と、成功した解放奴隷二人が、かなり分ぶの悪い賭かけに乗って資金を出し、復興計画が立てられた。


　帝都からは換かん金きんできるあらゆるものが持ち出され、売られ、資金となった。資金はさらに運転され増やされ、灌かん漑がいや食しよく糧りようの供給のために消費された。


　帝都は昔の威い容ようを完全に失っていたが、それでも時は再び流れ出した。


　そんなある日、ウィルゴに来客があった。


　そいつはフードを目ま深ぶかに被かぶっていて、ウィルゴを瓦が礫れきの運び出された帝都の中に呼び出し、いきなり言った。


『剣けんを渡わたしてほしいのじゃね』


『剣……？　いったい何のことだ、おまえは何者だ？』


　そのとき風でフードが払はらいのけられ、ウィルゴは相手が骸がい骨こつであると知った。


　ウィルゴは息を呑み、身み構がまえた。


　相手は手にした長い杖つえをまるで槍やりのように扱あつかって突ついてきた。速く、重い突きだった。ウィルゴはその動きを完全に読んでいたが、それでも避け損そこなって、杖の先せん端たんが肩かたを掠かすめた。


　相手は淡たん々たんと言った。


『剣を。早く。それは、強く、心から願えば現れるのじゃね。さあ、剣を』


『何の……ことだっ！』


　ウィルゴの答えを聞いて、仕方ない、と相手は諦あきらめたように言った。


『悪いけど、痛めつけるのじゃね。そうすればおまえは心から剣を願う』


　打だ撃げきにはまったく手て心ごころは加えられなかった。杖の一撃で地面がえぐれ大理石が砕くだけた。ウィルゴはかわし続け、ある瞬間、ついに動きを見切り、繰くり出されたその杖を摑つかんだ。


　それを見て、相手は感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。


『ふむ。自分への痛みでは、求めないのじゃね……よほど剣を毛け嫌ぎらいしているようなのじゃね。いいや、何かに助けを求めてすがるのが嫌いなのじゃね』


『貴様……何を言っている？』


『自分への痛みでは求めなくても、他者への痛みならどうなのじゃね？』


『？』


　骸骨の蹴けりが、咄とつ嗟さに身を引いたウィルゴの右側頭部を掠めた。ウィルゴは杖を手放し、膝をつく。


　そのときになって、相手の意図に気づいた。


『他者って……まさか他の者をっ』


　時は夜明け。青く赤い雲が連なって空を過よぎっていく。光が骸骨の白い骨を染める。骸骨はくるりときびすを返し、ウィルゴの前から風のように走り去った。


『ま……待て！』


　そして太陽が完全に昇のぼりきらぬうちに、壊かい滅めつした帝都から少し離れたところに建つ入植者たちの居住棟とうの一つが、襲おそわれた。


　ウィルゴは息を切らして駆かけつけた。


　すでに数人が逃にげだし、家か屋おくを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。開け放たれたままの戸口から、人の声が聞こえてくる。夜明けの空に、薄うすく煙けむりがかかっている。火はまだ見えない。ウィルゴは迷わず飛び込んだ。その途と端たん、熱い煙がむっと肌を撫なでたので、煙を吸い込まないようにと口元を服の裾すそで覆った。


　煙に涙なみだを浮うかべながら、ウィルゴは顔を上げた。居住棟は大きかったがしきりはなく、床は土がむき出しだった。そこでは入植者十人が寝ね泊とまりしている。ウィルゴが踏ふみ込んだとき、部屋には寝しん具ぐが転がり、数人の人間も転がっていた。久しぶりの血の臭においに、ウィルゴの項うなじの毛がぞっと逆立った。


　木と石と漆しつ喰くいで造った壁の一部が崩くずれて、そこから朝の光が射さし、煙が逃げ出ていた。


　陽光を背に、穴の縁ふちにぼろぼろのローブを着たあの骸骨が立っているのが見えた。その穴の前では男たちが数人呻うめいて倒たおれ、彼らを庇かばうように、一人の男が片かた膝ひざをついて、肩を押さえていた。


　見慣れた後ろ姿に、ウィルゴは叫んだ。


『ノクス！』


　呼ばれ、ノクスが驚おどろいた顔でウィルゴを振ふり返った。だが彼が来るなと叫ぶ前に、ウィルゴがその数歩の距きよ離りを縮める前に、穴の縁に立つ骸骨が、手にした杖を振るった。


　それで、ノクスと、その後ろに庇われていた数人の仲間が、消えた。


『な…………』


　ウィルゴは混乱のあまり、悲鳴すら上げられなかった。骸骨は、ウィルゴの方をちらりと見た。フードの下の顔が、射し込んできた朝あさ陽ひを浴びて、白く照らされた。


　だが、ウィルゴは躊躇ためらわなかった。〈酸の海〉を封じる過程で超ちよう常じようの者と関かかわってきたウィルゴの意識は、すぐさま事態を認にん識しきし、切り替かわった。


　相手が何者かはわからない、だがこいつはやってはならないことをした。


　ウィルゴの大切な人たちに手を出した。


　己おのれの愚ぐを悟さとらせねばなるまい。


『はああああああ！』


　ウィルゴは踏み込み、ぐんと腰こしをひねって髑髏めがけて回し蹴りを放った。


　だが髑髏は、あっさりとそれを避よけた。


　ウィルゴのかかとの下を髑髏の頭が掠った。髑髏は自分からウィルゴの方に踏み込み、ウィルゴの顔と自分の顔をごく間近で付き合わせた。額ひたいと額がぶつかった。


　そしてその触ふれた骨の冷たさに息を呑んだ瞬間、髑髏の手にした杖が死角となる下から伸のび、ウィルゴの顎あごを突いた。


　ウィルゴの膝は、かくんと崩くずれた。


『！』


　ウィルゴは立ち上がろうとして、よろめき、倒れた。打撃が効きいている。


『まだダメ、か……しぶといのじゃねえ。いい加減認めるのじゃよ。そして助けを求めるのじゃよ。助けじゃよ。心の底から願うのじゃよ。ああ、人が来る……仕方ない、ここは引くのじゃね。でもおまえは仲間を返してほしかったら』


　ウィルゴの朦もう朧ろうとした頭に、やや高い声が響ひびいた。


『必ず、剣を持ってくるのじゃな。我わが輩はいは、〈最果ての森〉に……』


『剣……？』


　小さな足音がしたが、すぐに聞こえなくなった。襲しゆう撃げき者しやは去ったのだ。


　息を吸うと空気がひどく熱かった。どうもどこかに火をつけられてしまったらしい。ウィルゴがなんとか身体からだを起こしたころ、他の仲間も辿たどり着いて、ウィルゴを助けてくれた。


　仲間に助けられながらも、ウィルゴの脳のう裏りには髑髏が焼き付いていた。


　髑髏の眼がん窩かには、帝てい都とに戻ってきた最初の日に見た、あの髑髏と同じ虚きよ無むが広がっていた。


　すべての終わりである死だけが、はっきりとそこにあった。


　ウィルゴはそのとき、絶対に仲間を取り戻そうと心に決めた。


　彼らは大切な仲間たちだ。そしてノクスは──


　ノクスは、彼女の──







◇◆◇







　ディディウスは呆然と周囲を見回した。


　すり鉢ばち状の構造物の一番底に、ディディウスは一人で立っていた。


　その底は広く、平らで、楕だ円えん形けいだった。周囲は階段状に高くなり、最上段は雲に霞かすんで見えなくなっていた。


　あまりに巨きよ大だいだったので、ディディウスがそれを闘とう技ぎ場じようだと認識するのに数呼吸かかった。


　そう。階段状の観客席といい、砂を敷しいた底といい、そこは闘技場以外にはあり得なかった。ただ、あまりに巨大だった。いったいどれだけの人数が収容できるのだろうか。何百万？　それとも何千万？


　観客席は満席だった。上の方からは地上のディディウスなど虫以下にしか見えないだろうに、下から上まで、すべて席が埋うまっていた。


「どうだ？」


　その声は客席のざわめきをついて、妙みようにはっきりとディディウスの耳に届いた。


「あれでは味あじ気けないのでな、観客と舞ぶ台たいも用意してみた。まあ、糸を紡つむいで作った幻まぼろしだがね」


「くそっ、蛸たこだな!?　どこだ！」


　ディディウスは声を頼たよりに見回し、すぐに観客席の最下段、貴き賓ひん席せきと思われる天てん蓋がいのついた席に、ギャンダルフィッハと蜘蛛くも神がみの姿を見つけた。ウィルゴとダークロアの姿は見えない。


　蜘蛛神はディディウスから、闘技場の砂地の端はしに視線を移した。ディディウスも視線を追ってそちらを見た。


　砂地をぐるりと囲む壁には赤い布がかけられていたが、数カ所、壁がくり抜ぬかれて通路の出入り口となっているところがあった。その通路の一つから、人ひと影かげが出てくるところだった。


　その人物の顔がきつい日差しに照らされ、相手が誰だれだかわかった途と端たん、ディディウスはそれまで以上の怒いかりを蜘蛛神に覚えた。


　薄暗い通路から出てきたのは、知った顔だった。


　綺き麗れいな顔をしていると会ったときから思っていた。彼は今もやっぱり綺麗な顔で、ディディウスにぼんやりと微笑ほほえみかけた。


　それは、一月あまり前に死んだエイルセイルだった。


「ふざけんな！　いったい何しやがった！」


　ディディウスはエイルセイルの整った顔を睨にらみ付けながら、この状じよう況きようを準備したはずの神へ向かって怒ど鳴なった。


「私の手は人の憎ぞう悪おから糸を紡つむぎ出すことができる。私はただ、おまえの憎悪から糸を紡ぎ、その糸を織おり上げて幻を作っただけさ。今回の試験相手としてな」


「試験……？」


「おまえは〈滅ほろびの女め神がみ〉の契けい約やく者しやたるに相応ふさわしいか試験を受けるはずだったそうだな？　それをここでやってやろうという計はからいよ」


「これのどこが試験だよ!?　単にあんたの趣しゆ味みじゃねえか！」


「おや。ばれたかな。生意気な子どもが痛い目を見て泣いて許しを乞こうというのは、私にはなかなか楽しい状況でな」


　エイルセイルの手にした霧きりの大おお鎌がまが、幻とはとても思えない鋭するどさで、陽光を撥はね返した。


　わ、と客席が沸わいた。


　ディディウスは闘技場が好きではなかった。


　剣けん闘とう士したちの斬きり合いも、猛もう獣じゆうの殺さつ戮りくも、興味がなかった。むしろ嫌きらいだった。


　それは皇こう帝ていたる父にしても同じことだったようだが、父は皇帝である以上、民たみの要求に応こたえて、在位中何度か剣闘試合を主しゆ催さいしなければならなかったし、ディディウスも皇子という身分上、そのたびに貴賓席に座らねばならなかった。


　戦争ならミュドラネはあちこちでやっている。金を払はらわずとも、帝都を出て辺境に行けばいくらだって殺し合いが見られる。いいや帝都の路地の暗がりでだって、運さえ良ければ見られるかもしれない。毎日必ず強ごう盗とうやら殺人やらが行われているのだから。ディディウスがぶつくさそう言うと、お付きの一人が訳知り顔で、これだから子どもはものを知らないとでも言いたげにうるさく注ちゆう進しんしてきたのを覚えている。水を溜ためてプール状にした闘技場で、剣闘士たちが二手に分かれて模も擬ぎ海戦をしていたときで、彼はそれを指して、『ほらご覧なさい、あれがミュドラネ軍、あれがエルクレイダ軍です。国家としてのミュドラネの栄光と勝利を、ここでもう一度確かく認にんするのです』だかなんだか言っていた。国家だのなんだの言ったところで、要ようはみんな安全なところから殺戮を見たいだけなのだと、ディディウスは思っていた。


　そう思っていたディディウスも、まさか自分がその闘技場の真ん真ん中で命の危険に身をさらすことになるとは考えもしなかった。


　ディディウスはいつものチュニカ一枚だけだ。防具も武器もない。せいぜい、今まで自分が護身用に持っていた短たん剣けんくらいだが、そんなものであの大鎌と戦えるわけがない。


　エイルセイルはぼんやりとした笑えみを浮うかべたまま、近づいてきた。


　その姿が、ほんの一いつ瞬しゆん、揺ゆらぐ。


　次の瞬間には、大鎌の刃はがディディウスの目の前に迫せまっていた。


　ディディウスは一歩も動けないまま、右の頰ほおをざっくりと斬られた。


　笑みを湛たたえたまま、幻のエイルセイルが言った。


「君は、僕が憎にくかったんだね」


「……なんだって」


　エイルセイルの鎌が、また振ふられる。ディディウスの腕うでが斬られ、血が流れる。


「さっき言っただろう？　あの神が。彼の手は憎悪から糸を紡ぐって。君の憎しみから、僕は造られたんだよ」


「憎しみ……だと？」


「最初に〈滅びの女神〉の種を君の身体からだに植えつけたのは僕だから」


　エイルセイルの顔が突とつ然ぜん歪ゆがんだ。歪んで、ぐにゃぐにゃに溶とけて、気がつくと別の顔になっていた。


　エイルセイルと首だけすげ替かわったのは、黒髪の魔ま法ほう使つかい。


「で、その次に、おまえに〈滅びの女神〉と契約しろってそそのかしたのは俺」


　そう言って、ダークロアの顔で、幻はまた鎌を振るう。ディディウスのわき腹から血が滲にじむ。


「そして」


　顔はまた歪み、今度は葡萄ぶどう酒しゆ色の髪と瞳の持ち主になった。


　微笑み、ミューシカの顔で幻はまた鎌を振るう。今度は左の臑すね。サンダルまで血が垂れる。


「わたくしは、あなたを置いて、天空に去ってしまった」


　鎌の刃が、右の腿ももをえぐった。そしてまた、幻はエイルセイルの顔に変わる。


　ディディウスは、膝ひざをつく。


　だが。


「黙だまれ」


　その声も、睨にらみ上げる目つきも、いたぶられ、追いつめられ、膝を屈くつした者のものではなかった。ディディウスはまだ、何にも膝を屈していなかった。ただ、あまりに怒いかりが激しくて、声すら出せなかっただけだ。


「そいつの顔で笑うな。そいつの声で、もう一言も喋しやべるな」


「おお怖こわい。君は僕らを憎んでいるんだ。ならいいよ、攻こう撃げきでもなんでもすればいい」


　エイルセイルはおどけたように言って、手を広げて見せた。その顔がダークロアに変わる。


「契けい約やく者しやなんか、やめたければやめればいい」


　今度はミューシカに。


「諦あきらめたほうが楽ですよ」


　彼はディディウスの頭を鎌かまの柄えで殴なぐって倒たおしてから、その傍かたわらに膝をつき、床ゆかに転がるディディウスの頭を撫なでて、優やさしく言った。


「いいんです。眠りましょう」


　ミューシカの顔がダークロアになって、最後にまたエイルセイルになった。


　幻まぼろしのエイルセイルが、優しく、ディディウスの頭を撫でようと手を伸のばしてくる。


　冷たくて残ざん酷こくで美しくて誇ほこり高かったはずの男の指が、ディディウスの髪に触ふれる。


　指先が髪に触れるのを感じた瞬間、ディディウスは決めた。





　絶対に、許さない。





「どけ」


「？　なんだって？」


　ディディウスは二度は言わず、腰の短剣を抜いて、まだ頭を撫で続けようとしていたエイルセイルの手をまるで魚でも捌さばくようにあっさりと斬り裂さいた。


「！」


　幻ゆえか血は出なかったが、エイルセイルはひどく傷ついたような顔で、一歩引いた。その顔はすぐにダークロアに変わって、咎とがめるように言った。


「なんだってんだ？　俺を殺そうっていうのか、ディディウス」


　ディディウスはそれを完かん璧ぺきに無視して立ち上がり、観客席をふり仰あおいだ。


「幻に用はない。さっさとあんたがでてこい」


　観客席にいた蜘蛛くも神かみは、不快そうに眉み間けんの皺しわを深くしていた。


　ディディウスは怒りと苛いら立だちと軽けい蔑べつの気持ちを思いきり込めて、言った。


「よくもこんな幻で俺の知り合い汚けがしたな。これ以上は無む駄だだ。こんなもんさっさと消せ」


　美しい蜘蛛神の顔が、またしても、ぼこり、と膨ふくれ上がっていく。


「私と対等の口をきこうというのか？　おまえには何の力もない。おまえは何もできない。勘かん違ちがいするな、おまえの価値はただ〈滅びの女神〉の契約者であるというだけのこと、おまえが契約者でなくなったら、その途と端たんおまえは価値を喪そう失しつする」


「じゃああんたには、何ができるっていうんだ？　その腕、どうせ他人から奪うばったんだろ。ちぐはぐの腕で、あんたは何をするっていうんだ？」


　蜘蛛神は観客席からぎらつく目でディディウスを見つめている。


「何を？　私はなんだってできる。おまえを今ここで殺すことも、人ひと質じちたちを殺すことも！　おまえは私の前で無力だ。何故人が神を崇あがめるがわかるか？　その前では人は無力だからだ。だから祈いのるのだ。さあ、慈じ悲ひを乞こえ」


　蜘蛛神の声は完全に上うわ擦ずり、ところどころひっくり返っていた。確かに彼には力があった。だが力があるだけだった。それ以上のものは何一つとしてなかった。神とは人格を持った世界の一要素であり、ある意味で力そのものであるとディディウスは教わってきた。だが力が人格を持ったからといって、偉い大だいな存在が生まれるわけではないのだと痛感した。


　だから、ディディウスは興奮に顔を真っ赤に染め上げ、口元をだらしなく開いた蜘蛛神を見つめ、言った。


「やだ」


　この神に膝ひざを折るくらいなら、見も知らぬ異国の宗教に入信する方がよほどいい。


「……ならば死ね」


　蜘蛛神の下げ知ちに従したがい、幻のダークロアは鎌を構かまえた。


「おまえに何ができるっていうんだ。ただの皇子サマのくせに」


　ディディウスはその言葉にも動じなかった。何ができるかという問いは、いつだって自分で自分に投げかけてきた問いだった。何ができる？　何かができるのか？　その答えを出すのは、今だ。


　幻なんかに言われるまでもない。


　ダークロアは手にした鎌を振ふるった。黒いマントがばさりと風をはらんだ。


　ディディウスは自分の傷ついた足にできる最大限の速度で、その鎌の下をかいくぐった。髪がざっくりと斬られた。


「あああああああ！」


　自分を奮ふるい立たせるため、腹から声を出し、ディディウスは全体重でダークロアの腹に体当たりした。ダークロアは倒たおれ、その顔は今度はエイルセイルになった。


「僕を殺すの？」


　エイルセイルは白い顔で聞いた。死んだときのような白い顔だった。


「おまえは偽にせ者ものだ！」


　エイルセイルの顔が歪ゆがんだ。今度はミューシカだ。彼は驚おどろいたような顔で、自分の身体からだを地面に押さえつけるディディウスを見上げた。


「一人では無理です」


「うるせえ黙れ！　本物のミューシカは今頃雲の上でひいひい言って頑張ってんだ、頑張るって言ったんだから、俺だって負けてらんねえだろ！」


　ミューシカの顔の輪りん郭かくが崩くずれ、また別の顔が現れる。着ているものが変わって、身体の線も変わる。髪の色も、その長さも変わる。


「！」


　そして、赤みの強い金の髪と、気の強そうな、厳きびしい顔立ちの美人が現れる。


　ウィルゴだ。


　ディディウスは驚いて押さえつける力を弱めた。その隙すきにウィルゴは立ち上がり、剣を──鎌ではなく剣を構える。


「これも幻……？」


　ディディウスは呟き、じっとウィルゴを見つめる。だが彼女は先さき程ほどまでの幻とは違ちがって見えた。まず何よりも、明らかに憔しよう悴すいしきっている。顔は白く、瞼まぶたは重く、汗あせが絶たえ間まなく滴したたり落ち、口は僅わずかに開き、そこからか細い息が漏もれている。


　──幻じゃないの。


　突とつ然ぜん耳元で声が聞こえて、ディディウスは驚いて振り返った。だが、誰もいない。期待した相手はいない。


　声だけが、途と切ぎれ途切れに、力なく聞こえてくる。


　──操あやつられてるの。


「メイ？　どこだ？」


　──まだ糸が。でもなんとか隙すき間まを見つけて。


　声は遠く、ともすれば聞こえなくなる。ディディウスは目の前のウィルゴから目を離さないようにしながら、必死で耳を澄すました。


　──声だけ送っているの。聞いて、蜘蛛くもの神がウィルゴの腕に力を送り込んで、ウィルゴの身体を支配しているの。だから、瘤こぶを……


　メイヴェーラはディディウスに簡単な指示を出した。ディディウスはそれを訊きいて頷うなずき、短剣を握り直した。


　ウィルゴが、一歩足を前に出し、腰を落とした。


　──ディディ。気をつけて……


　メイヴェーラの声は、最後の方はよく聞こえなくなっていた。「隙間」とやらが小さくなってしまったか何かしたのだろう。同時にウィルゴが踏ふみ込んできた。避よけられるはずのない一いち撃げきを、ディディウスは尻しり餅もちをつくようにして避けた。避けながら、ディディウスは叫んだ。


「ウィルゴさん！　思い出せよ、俺に言ったこと！　諦あきらめないで抵てい抗こうしろよ！」


「く」


　乾かわいて切れた唇くちびるの間から、苦しげな声が漏れる。


「その力に抵抗するんだ！　俺はここで死ぬわけにはいかない！　あんただってそうだろ！」


　ウィルゴの右腕は赤い。肌にびっしりと浮うき出た血管が、脈打った。


「あああああああっ」


　何か痛みでもあるのか、彼女は膝をついた。剣を持つ右腕だけが、ディディウスめがけて伸のびてくる。だが、身体を引きずって無理やり出した一撃に勢いはない。ディディウスはそれを辛かろうじて転がって避けた。距きよ離りを取る。


　二の腕の傷きず跡あとは、今や大きな瘤のようなもので覆おおわれていた。それが赤く、びくびくと脈打つ度たび、彼女は呻うめいた。


　異常な量の汗が、滑なめらかな肌にびっしりと浮き出て、砂に滴したたり落ちている。


「……さあ、どうする」


　ウィルゴが顔を上げた。何かにとりつかれたような、ぎらつく目をしていた。


「このままでは君を殺してしまう。私の腕はもう私の言うことを聞いてくれないぞ」


「どうするって……」


「押さえていられるのは今のうちだけだ。さっきみたいに自分の身体が自分のものじゃなくなる。ここで君ならどうする？」


　彼女の頰ほおを、汗の滴しずくがまた一ひと粒つぶ伝い落ちた。


「私ならな」


　彼女は言い、右手の剣を左手に持ち替かえ──


「こうする！」


　その剣を、自分の右腕の付け根に叩たたきつけた。


　だが、甲かん高だかい音とともに、その剣は弾はじかれる。


　ディディウスの短剣が邪じや魔まに入ったのだ。


「だめだ！　そんなこと──」


　ディディウスは衝しよう撃げきに痺しびれる手で、必死に短剣を握にぎり直した。


「他ほかに手はない！」


「ある！」


　荒あらい息の下から、ウィルゴはディディウスを見上げた。


「…………どんな方法が？」


「痛いけど、我が慢まんできるよな？　うまくいかないかもしれないけど、耐たえられるな？」


「…………」


　ウィルゴは頷うなずかず、ただ沈ちん黙もくを返した。だがディディウスはそれを肯こう定ていと受け取って、短剣を右手に持ち、左手でウィルゴの右腕を摑つかんだ。


　短剣の切っ先が、ウィルゴの肉と肉の間にめり込んだ。


　ウィルゴの身体が震ふるえ、それでも彼女は歯を食いしばった。


「何を」


「我慢してくれ。この瘤を取るんだ」


　右腕の、瘤と肌の間に、短剣は滑すべり込んでいく。少しずつ、少しずつ。


「く……う」


「帝てい都とには、行ったか？」


　ディディウスは手を休めず、訊いた。ウィルゴは悲鳴の代わりにとぎれとぎれに答えた。


「ああ…帝都の周りの土は、ぼろぼろ、だった。もう、種を蒔まいても、芽め吹ぶくことはないと………思った」


　観客席の大きな罵ば声せいにかき消されそうな、小さな声。


「それでも、今年も」


　半分まで短剣が食い込んだ。血がディディウスの手を濡ぬらし、握りを滑らせる。


「種を蒔いてみるよ」


　ウィルゴがそう言ったとき、ディディウスは深く、刃はをウィルゴの肉の間に差し入れた。


「……っ!!」


　ウィルゴの手が、ぎゅっと握られた。身体が大きく震えた。


　身体を丸くして、彼女は耐えた。


「これだけは、覚えておいてくれ」


　ディディウスは瘤こぶを残さないよう、ウィルゴの腕を必要以上に傷つけないよう、慎しん重ちように短剣を使いながら、言った。


「種が芽吹いても、帝都が元に戻っても、あんたのやったことは、消えない」


　ディディウスは、帝都に生きていた人々のことも、それを誇ほこらしげに見つめていた老教師のことも、自分が彼らを守るべき立場にいたということも、何一つ忘れてはいなかった。


　だから、ウィルゴのことは許せない。


　それでも、彼女が帝都を再生させようとしているのならば、その成功を願ってやまない。彼女のためなんかではなく、帝都のために、この国のために。


　どうか彼女の蒔く種が芽吹いて、育ち、実をつけますように。


　失われた全すべての命が、いつか海から地上に戻って来られますように。


〈滅ほろびの女め神がみ〉を抱かかえたディディウスはまだ帝都に帰れなかったから、ただそうやって祈いのった。そして、血で滑る握りをもう一度しっかりと摑み、最後のひと欠片かけらの肉を断たち切った。


　瘤が、ウィルゴの右腕をずるりと滑って砂地の上に落ちた。


　ウィルゴは身体を二つに折って蹲うずくまり、地に肩かたをつけた。


　わんわんと、闘とう技ぎ場じよう中じゆうが唸うなっていた。


　怒ど号ごうだ。


　さっさと殺せ、ふざけるな何をしている──


　そういう声だ。声の一つ一つが何を言っているのかわからないが、その中に繰くり返し繰り返し「殺せ」という言葉が出てきたので、だいたいの状じよう況きようはわかった。


　ディディウスがウィルゴを殺していないことに、観客は腹を立てているのだ。血を見ないことには終わらないと、そう考えているのだ。


　ディディウスは立ち上がり、ウィルゴの落とした剣を拾った。ウィルゴはまだ身体を折って、腕を押さえている。


「試合は終わりだ！　これ以上血が流れるのが見たいなら、自分たちで殺し合え」


　ディディウスの宣言を無視して、観客はまだ騒さわぎ続けている。口々に喋しやべり、ディディウスをじろじろと見て、あからさまに挑ちよう発はつのしぐさをする者もいる。


「終わりを決めるのはおまえではない」


　会場のどよめきをついて、その声だけはよく響ひびく。ディディウスは声の聞こえてきた方を睨にらみ付けた。


　相変わらず貴き賓ひん席せきの日ひ除よけの下から、蜘蛛くも神がみがディディウスを見つめていた。


「そもそも、このような遊びは人間が考えたことではないか」


　蜘蛛神は周囲を見晴るかした。広々とした観客席に座る人、人、人……その誰もが血を求め、死を求めている。親指で地面を指さし、死を求める合図をしている。


「人が人のいたぶられるのを見て楽しむ。死と血を見て楽しむ。素す晴ばらしいな、この光景は。愛すべき愚おろかな光景だ。しかしそれ以上に愚かしいのはなあ、おまえよ」


「……何？」


　ディディウスは相手の言葉に乗ってはならないとわかっていながら、ついつい聞き返してしまった。


「わかっておるぞ。この闘技場を作り出すために、おまえの頭の中を覗のぞいたからな。おまえは観客をばかにして、軽けい蔑べつしていた。人間の死を見て楽しいなら戦場にでも行けばいいと。まるで彼らは愚かで自分は優すぐれているとでも言いたげに。我はこの闘技場を再現するために貴様の記き憶おくを覗いた。その記憶の中では、おまえも観客と同じようにただ見ていただけだったぞ？」


「…………」


　ただ見ていただけだったのは事実だった。だからディディウスは何も言い返さなかった。


「それともおまえは、闘技場で観客が殺せと言った剣けん闘とう士しを、父に頼たのんで救ってやったことでもあったのか？」


「ないよ」


「ははあ！　ない、だと？　おまえは皇子だったのだから、そんなことは父に頼めば簡単だったろう。それなのにそうしなかったのか？　血を求める観客をばかにするなら血が流れないように自分でなんとかすればよかったのだ。なのにしなかった！　それは何故なぜだ？」


「……そうだね。観客は父上に血を求め、父上はそれに応こたえようとしていた。だから止めようとしなかったんだろう。皇子の俺がしゃしゃり出て、父上を困らせたくなかったから」


　ディディウスはそう答えた。名も覚えていない剣闘士の命よりも、父の仕事を円えん滑かつに進めることの方が大事だった。それを否定するつもりはない。


「自分で認めたな？　そうとも、おまえは父を煩わずらわせたくないというだけで人の死を見て見ぬ振ふりをした。ひょっとしたら方法は他ほかにもあったかもしれないのに、面めん倒どうだからと考えることすら放ほう棄きした」


「そうだね。で？」


　ディディウスはひどく落ち着いていた。腹は立っていたが、冷静だった。


「俺の脳のう味み噌そいじくり回して記憶引っぱり出して、それでそういうことがわかったんだね。それで、だからどうしたの？」


「…………だから、」


「だからおとなしく殺されろって？　そんなの知ったことか。俺は闘技場で人助けをしたことなんてないしたぶんこれからもしない。俺はだから闘技場の客に情けなんか期待しない。あんたが言う資格だ試験だなんてのも知ったことか。俺は精せい一いつ杯ぱいあがくだけだ。他人がなんて言おうが聞こえないね。殺せだって？　死ねだって？　それは俺が決めるんだ。観客の決めることじゃない！」


「……いいや、おまえら人間の闘技場では、それは観客が決めることだ。観客を興奮させられない剣闘士は負けて殺され、それができる剣闘士は負けても助じよ命めいによって生き延びる。生死を決めるのは観客だ」


「だったらそれも全部まとめてひっくり返してみせるさ！」


　そこでようやく、蜘蛛神はそれまでの落ち着きを取り戻した。


「ほう……ではやってみるがいい。力なき者よ」


　言葉とともに彼は右手を掲かかげ、くいと手首を捻ひねった。


　すると突とつ然ぜん、地面が盛り上がり、砕くだけた。ディディウスの身体からだは急に動きを封ふうじられる。両手両足を見えない糸に縛しばられたのだ。


「ほら、簡単に捕つかまった。ではどうやって料理してやろうか」


　観客席が囚とらわれたディディウスを見て喜びの声を上げる。


　ディディウスは剣を離さず、蜘蛛神を睨み付けて言った。


「あんた、力の宿る腕が一対ついあって、二万年前にそのうちの一本を斬きられて力の半分を失ったんだよな？　なあ、その残った片割れの腕はどこだよ？　隠かくしたか？　そうだよな、そこに残りの力が全部入っているんだろ？　だってウィルゴさんに腕を一本斬り落とされたあんたには残り六本の腕があるはずなのに、五本しか──」


　ディディウスはそれ以上口をきけなくなった。口の周りを糸が覆おおったのだ。


　見れば、蜘蛛神は憤ふん怒ぬの顔で糸をたぐり寄せている。


「言ったな……これだから子どもは困る……」


「う、ぷ……」


　ディディウスは糸を嚙かみ千ち切ぎろうとした。だが口の中に変な味が広がっただけだ。毒でも仕込まれているのか、舌が痺しびれてきた。


　蜘蛛神はいたぶるようにゆっくりとディディウスをすぐそばまで引き寄せた。ディディウスは蓑みの虫むしのように蜘蛛神の眼前で宙づりにされてしまった。


　だが、これでは悲鳴が聞こえないことに気づいて、蜘蛛神はディディウスの口の周りの糸を解ほどいた。その顔は、すでに半なかば蜘蛛のそれとなっている。額ひたい飾かざりが八つの単眼に変わっていく。


「さあ、最後に言い残すことはあるか？」


「意い気く地じなし」


「ほほおう？」


「負け犬！　あんたは負けたんだ。汚お名めいを雪そそぐ機会を狙ねらってたんだろ？　良かったな、試験にかこつけて俺を殺せて？　それであんたはみんなから誉ほめられるんだ」


「何が言いたいのかね」


　蜘蛛の口が、奇き妙みような液体を滴したたらせながら言った。笑っているようだった。


「こんなやり方で、あんたの汚名が本当に雪げるとでも思っているの？」


「ほう？」


「人間の子どもをこんなふうに縛りつけて、殺して、そんなの誰だってできるじゃないか。あんたの名めい誉よってのはその程度？　こんなものが楽しいの？」


「そのような言葉に我が引っかかると……」


　だが、蜘蛛神の言葉を無視して、観客が騒さわぎ出した。


　その通りだ、もっと見せ物を面おも白しろくしろ、と。


　誰かの言った言葉はたちまち全体に伝でん染せんし、何万、何十万という客が、いっせいに騒ぎ始めた。蜘蛛神は戸と惑まどい、天まで続く観客席を見上げた。


「……これは」


「あんたが言ったんだよね？　ここは闘とう技ぎ場じよう、生死を決めるのは観客だって」


　蜘蛛神はだからと言って糸を緩ゆるめるようなことはしなかった。だが気の緩みはそのまま糸の緩みにつながった。


　ディディウスは揃そろえて縛られた両足を大きく振って、蜘蛛神の胸を蹴けった。無茶苦茶に暴れた。勿もち論ろんそれで蜘蛛神に僅わずかでもダメージを与あたえられるはずがない。蜘蛛神は忌いま々いましげにディディウスを睨にらみつけ、その細い喉を絞しめてやろうと糸を操あやつった。


　だが──


　蹴った拍ひよう子しに、蜘蛛神の上半身を覆っていた衣ころもが割れた。割れた隙すき間まから求めていたものがちらりとだけ見えた。


「右のわき腹！　六本目の腕だ！」


　ディディウスは喉を潰つぶされる前に叫んだ。


「な──」


　わき腹に衝しよう撃げきが走り、蜘蛛神は呆ぼう然ぜんとした。


　いつの間にか接近していたウィルゴが、短剣を彼のわき腹に突つき刺さしていたのだ。いいや、正確にはわき腹ではなく、わき腹から生えている右腕の付け根に。


「あ………」


　蜘蛛神の大きな単眼がどす黒く染まった。


「きああああああああああ！」


　鳥とり肌はだが立つような、甲かん高だかい悲鳴が響ひびき渡わたった。ウィルゴはそれを聞いてもなお剣を離さず、深く、より深く突き刺し、ついにその腕を根本から切断した。


　ごとりと、腕が落ちた。それはひどく瘦やせた腕で、彼の他ほかの腕とは比べものにならない、美しくも、強くもない、ただの腕だった。


　普ふ通つうの生き物の場合、一番力が宿るのは心臓や頭だと言われている。人間も、だから頭を吹ふっ飛ばされたら死ぬ。だが、この蜘蛛神の場合、それは頭でも心臓でもなく、一対の腕だった。


「あんたが二万年前に斬り取られ、力を半減させてしまったのは、それと対になる左腕だ。だからあんたは七本腕の蜘蛛神と呼ばれていた……対になるもう一方の腕を傷つけられれば、同じように力が失われると思ったんだ。当たりだろ？」


　蜘蛛神はのたうち、やがて小さな蜘蛛になった。蜘蛛は二本の脚あしを奪うばわれ、うまく歩けないでいた。


「…………他人を羨うらやんで、腕をとっかえひっかえしても、仕方なかったのにな」


　ディディウスを拘こう束そくしていた糸が、消え始めていた。自由になった足で立ち上がり、ディディウスは蜘蛛と瘦せた腕のそばに転がる、幾いくつかの小さな糸玉を手に取った。一つはメイヴェーラ、他はウィルゴの仲間が閉じこめられているはずだ。


「メイ」


　呼びかけても答えはない。どうすれば元に戻すことができるのだろう？　ディディウスは揺ゆれを感じて、観客席をふり仰あおいだ。


　蜘蛛神の力が失われたせいだろう、崩ほう壊かいが始まっていた。


　まず、観客席が上から下へと崩くずれ落ちた。


　観客の姿も薄うすれて消えた。青かった空が歪ゆがみ、鉛なまり色いろに輝かがやき、砂地が地じ震しんのときのように揺れる。ディディウスはよろめき、地面の裂さけ目に足を取られて転んだ。


「!!」


　そこに、崩れた観客席が降ってきた。


　ディディウスは咄とつ嗟さに頭を低くして庇かばい、さらに自分の身体からだを盾たてにして糸玉を庇った。轟ごう音おん、衝撃。あとは真っ暗。


　真っ暗。


　最後に何か、優やさしい、温かいものに包まれた気がした。











「く……」


　ウィルゴは瓦が礫れきの山の中から、ディディウスを引きずり出した。蜘蛛神の力がすでに弱まっていたことが幸いして、瓦礫のほとんどには重さはなくなり、向こうが透すけて見えるほどになっていた。それらはどんどん透とう明めいになって、やがて消えた。


　だが、ディディウスはどうも当たり所が悪かったらしい。耳の後ろから血を流して、意識はない。咄嗟に彼を庇ったウィルゴも肩かたを打だ撲ぼくしていた。


　ウィルゴは周囲を見回し、逃げ道を探した。闘技場はすでに半ば以上壊こわれ、空はぐるぐると渦うずを巻いている。幾つか見える人ひと影かげらしきものは、空と同じように渦を巻く灰色の物体になってしまっていた。


　ウィルゴはディディウスを背負い、瓦礫の上を歩いた。必死に出口を探す。しかし見つけられない。


　この子を連れて戻らないと。そうだ、それにギャンダルフィッハとやらも捜さがさないと。彼の腹にノクスが収まっているはずだから。出口は？　ギャンダルフィッハは？　しかしどちらも見つからない。ギャンダルフィッハはひょっとしたらもう逃げているのかもしれない。逃げた、そう、どこから逃げたのだ？


　ウィルゴは剣けん士しだった。不思議な事件に関かかわり、〈酸の海〉を解き放ち、また封ふうじることになったが、ウィルゴはあくまで剣士で、剣を振るうことはできても、それ以外のことについては不器用だった。こんなときに必要なのはダークロアや、あるいはこの子の知識なのだと痛いくらいに思った。


「う」


　背中で声が聞こえて、ウィルゴは慌あわててディディウスを下ろし、抱だき起こした。ディディウスの顔色は土つち気け色で、ひどい汗あせを搔かいていた。


（急がないと）


　ディディウスがぜいぜいとひどい呼吸をしながら、僅わずかに口を動かした。


（何？）


　ウィルゴは口元に耳をあて、聞き取ろうとした。


「………て」


　それは本当に微かすかな声だったが、ウィルゴはしっかりと聞き取った。


　たすけて。


　彼はそう言ったのだ。今まで、この辛つらい戦いの中で、一度もそんなことを言わなかったこの子どもが、今初めて助けを求めた。ウィルゴは汗で濡ぬれたディディウスの手を握にぎった。


　だがディディウスの言葉には続きがあった。


「と、を」


「？」


「帝都を、助けて」


　……帝都？


　なんと言われたかわかった瞬間、ウィルゴはひどく混乱した。半分はうわごとに近いのだろうと思うが、それでも信じられなかった。疑問が次から次へと湧わいて出た。どうしてこの子は僕を助けてと言わないんだ？　どうしてこの子は憎にくんでいる仇かたきに頭を下げるんだ？　どうしてこの子は、こんな──こんな私にそんな大切な願いを託たくすんだ!?


　だいたい今回だって、ウィルゴが帝都にいたせいで、罪もない人々が巻き込まれて傷つけられた。これからも、ギャンダルフィッハが二度と襲おそってこないとわかるまでは、ウィルゴは帝都にいない方がいい。


（……でも）


　ウィルゴは、力をなくしたディディウスの身体を必死で抱きしめた。


〈酸の海〉を生き延のびた子ども。


　この子の願いを叶かなえたかった。あらゆる災害とあらゆる悪意からこの命を守り通したかった。毒に倒たおれた兄を見たとき以来の衝しよう動どうだった。だがあのときウィルゴは間違い、たくさんの命を奪うばってしまった。今度も間違ってしまうのだろうか？　ダメだ──そんなのは絶対にダメだ。


　今度は絶対に間違わない。でも、この子も守り通す。この子の願いもいつかきっと叶える。


　揺れはまだ続いていた。激しさを増し、すでに立っていられないほどになっていた。ウィルゴは天を見上げた。そこに青空はなく、また雲も太陽もなかった。


　だが、目の錯さつ覚かくだろうか？


　天が、徐じよ々じよにこちらに近づいてきているように見える。


　いいや、やはり錯覚ではない。天が近づいてきている。鉛色の渦を巻く天が、どろどろの金属の塊かたまりのように頭上を覆おおい、落ちてくる。


　天に、押し潰つぶされてしまう。


　避よけることも、防ふせぐこともできない。ウィルゴはディディウスを守れない。


「……て」


　ウィルゴは呆然と呟つぶやいた。


　ディディウスを抱きしめ、呟き、そして叫んだ。


「助けて！」


　他の誰のためでもなく、この子のために。


「助けて！　お願い！！！！！」


　神様。いいや、違う──





「兄さん！」





　あるいは、何に祈っても結果は同じだったのかもしれない。


　必要だったのは、たぶん、強く願う心。


　ふわりと。


　最初に感じたのは、炎ほのおの熱だった。


　見れば、目の前に、剣があった。


　剣は切っ先を下にして浮いていた。ミュドラネの剣よりもずいぶん幅はば広ひろで、刀身はたった今炎に入れたかのように真っ赤に燃えていた。柄つかは十字、柄つか頭がしらでは鷲わしが翼つばさを閉じて座り、握りには青い薄い紗しやが巻かれて、熱の生む風に煽あおられている。


　熱ねつ狂きようを孕はらんだ熱い風が、ウィルゴの頰ほおを、髪を撫なでた。


「あ……」


　ウィルゴは夢中で剣に手を伸のばした。柄は手を焼いた。皮ひ膚ふが焦こげる臭においがした。


「ああああああああ！」


　これだ。


　ウィルゴは瞬しゆん時じに悟さとった。


　これだ。あの剣と一対ついのこの剣。


　形はまったく違うのに、ウィルゴは剣に触ふれた途と端たんそれがわかった。


　今、この剣をどうすべきなのかもわかった。ウィルゴは右手に剣、左手にディディウスを抱かかえて再び立ち上がった。


　ウィルゴは天を見上げた。すでに天はすぐそばまで、手を伸ばせば触れられるところまで下がってきていた。ウィルゴは剣を構え、そして天に向けて突つき上げ、天の落下を待った。


「境きよう界かいの剣」


　呟きが聞こえた。


　ウィルゴは振り向かなかった。声の主が誰なのかはわかっていた。


「境界を壊す剣。おまえがかつて抜ぬいた境界を造る剣の、片割れ。境界に〈穴〉を空けるもの」


　ウィルゴの背後に立ち、ギャンダルフィッハは呟き続けた。微かすかな感かん慨がいも込めず。


「何故なぜこの剣が現れたかわかるのじゃな？　これはおまえの心からの願いに応こたえたのじゃな。これは片割れの主であったおまえにしか呼べなかった。やっと見つけたのじゃな。これが求めていた最後の一ひと欠片かけら。〈滅びの女神〉をうち倒たおすために必要な、最後の鍵かぎ。長かった……」


　そのとき、天がいきなり重みを持って、剣にのしかかってきた。ウィルゴは獣けものじみた声を出して、それを堪こらえた。足が柔やわらかい砂に埋うまった。


「おおおおお！」


　剣の切っ先が天を切り裂き、さらに剣から溢あふれる熱がその裂け目を溶とかして広げた。


　熱風が脱だつ出しゆつ口ぐちを開き、鉛色の空に大きな穴が空いた。


　不意にウィルゴの腕にかかる重みがなくなり、剣は消えた。


　ぽっかりと空いた虚こ空くうめがけて、ウィルゴは飛び込んだ。ディディウスを両手で抱だきしめて。







◇◆◇







　ディディウスは歌声に包まれていた。


　昼下がりに日ひ溜だまりで丸くなっているみたいに、気持ちよくて、安心できた。


　歌は何度も調子を変えた。楽しい歌、悲しい歌、恐おそろしい歌……


　歌詞はわからなかったが、とても綺き麗れいな響ひびきだった。


　だが、それに抗あらがうような一つの声があった。





　よせ。やめろ。





　声はそんなことを言っていた。ディディウスは不満だった。こんなに綺麗な歌声を邪じや魔まするなんて、と。それから気づいた。


　この声は、〈滅びの女神〉のものだ。


　独特の、虚うつろに響くような調子があった。


　そしてこの歌声の方は……


　ギャンダルフィッハだ。





　やめろ──何を考えている!?　貴様は汚お名めいを雪そそぎたいのではなかったのか!?





　ディディウスはその声の鋭するどさに怯おびえ、身じろぎして目を開けた。


　歌は終わっていた。


　ふわふわの真っ白い地面に手をついて身体からだを起こすと、そばにギャンダルフィッハがいた。


「……何？　どこ、ここ……」


　ディディウスは周囲を見回した。地面は白い綿のようなものでできていて、ところどころに紫色の花が咲いていた。見上げれば目に入るのは白い岩天井。砦とりでに侵しん入にゆうしたとき、通路を抜けたあとに辿たどり着いた丘きゆう陵りよう地ち帯たいのどこかのようだ。他に誰かいないのかと捜さがせば、少し離れたところにウィルゴが倒れていた。


「あ」


　傷の手当をしなければとディディウスは腰こしを浮かすが、それをギャンダルフィッハが押しとどめる。


「大だい丈じよう夫ぶ。命に別状はないのじゃね」


「でも……」


「それより何か気づいたことはないのじゃね？」


「？」


　ギャンダルフィッハはディディウスの右手首を指さした。


　ディディウスは自分の手首をよく見た。何か、違い和わ感かんがあった。どこもおかしなところはないのに……


「……あ！」


　手首から、痣あざが消えていた。


　白い蔦つたの模様の痣だ。〈滅びの女神〉がディディウスの体内にいる限り、その痣が消えることはないはずだった。


「〈滅びの女神〉は!?　どこに行ったんだ!?」


「ここなのじゃね」


　ギャンダルフィッハの手の上には、何か小さな、黒っぽいものがあった。


「種なのじゃね」


　確かに言われてみれば、空豆ほどの大きさの真っ黒い種のように見える。


「〈滅びの女神〉を、もう一度封ふうじてみたのじゃね」


「封じた!?」


「そう。まあ、そうは言ってもコレは前みたいには保もたないのじゃね。前は我わが輩はいの中に〈滅びの女神〉がいるときに封じたからより強い効果が得られたけど、今回のはディディ・ディディの中にいる状態で外から封じたから……まあ、保って何十日かってところなのじゃね」


「そ……それで、いったいどうやって封じたんですか？」


「歌ったのじゃよ」


「歌？　魔ま法ほうの歌？」


「我が輩は魔法を使えないのじゃね。だからこれはただの歌なのじゃね」


　ギャンダルフィッハはこともなげに言って、〈滅びの女神〉の変じた種を懐ふところにしまった。


「魔法が使えない……？　でも魔法使いだったんでしょう？」


「そうなのじゃね。でも、〈滅びの女神〉を倒たおせなかったから、どんな妖よう精せいも力を貸してくれなくなったのじゃね。魔法使いは妖精の力を借りられなければ魔法が使えないのじゃね。ま、幾いくつか杖つえに仕込んだ魔法は残っているけど」


「そ、そんな……」


「我が輩が一番最初に手に入れたのは歌だったし、最後に残ったのも結局歌だったのじゃね」


　ギャンダルフィッハの声は、ただつまらなさそうに事実だけを紡つむいだ。彼にとっては現実のすべてがつまらなかった。だから彼には同じように感じている蜘蛛くも神がみの気持ちも手に取るようにわかった。蜘蛛神がどんな夢を望んでいるかもわかった。だからそういう夢を見せてやった。弱者をいたぶる夢だ。それで弱者にしてやられたのは蜘蛛神がばかだったからだ。ギャンダルフィッハのせいではない。ギャンダルフィッハにとっても、この事態は想そう定てい外がいだったのだ。


　まさか神が人間にやられるなど。散々お膳ぜん立だてはしてやったというのに。


「最後の手段と思っていたけれど、うまくいって良かったのじゃね」


「最後の手段って……〈滅びの女神〉を種にして封じることが？」


「そう。できれば〈滅びの女神〉をあまり刺し激げきせずにおきたかったのだけれど、『試験』で殺せなかったから仕方ないのじゃね」


「…………今なんて言いましたか？」


「だから、試験にかこつけてディディ・ディディを殺したかったのじゃけれど、あの蜘蛛神がばかだったせいでうまくいかなかったのじゃね。天空の砦までくれば〈滅びの女神〉も思うようには力を振ふるえない。試験なんておかしいとばれても不ふ干かん渉しようのはずだったのに」


　ディディウスは立ち上がって、距きよ離りを取ろうとした。けれどギャンダルフィッハはディディウスの肩かたを摑つかみ、放さなかった。


「まあでも、どうにもできない状じよう況きようができてウィルゴが剣を呼ぶことができたし、なんとか〈滅びの女神〉も一時的とはいえ封ふう印いんできたし、あとはディディ・ディディを殺せば目的は達成できるのじゃね」


「ちょっと待って！　あんた何言ってんだ!?　ダークロアはどこだ、メイヴェーラは!?」


「メイヴェーラならほら、ディディ・ディディが握にぎってる。まだ糸玉のままなのじゃね。蜘蛛神にとどめをさすまで戻らないのじゃね。あの黒い魔法使いはきっとまだ塔とうの上なのじゃね。ウィルゴが空けた穴は砦の中でも、ここに通じたから」


「なんで……なんでこんなことしてるんだ！」


　ギャンダルフィッハの顔はまだ少年のそれだった。鋭い目がディディウスを見み据すえる。


「なぜ？　もちろんすべてはディディ・ディディを殺すためなのじゃね。〈滅びの女神〉の介かい入にゆうも邪じや魔まだったし、メイヴェーラの守護も邪魔だった。じゃからあの蜘蛛神を利用したのじゃね。ちょうど我が輩を捕とらえるよう命令を受けていた蜘蛛神を利用して、我が輩をここまで連れてこさせた。ディディ・ディディとウィルゴが同じタイミングで我が輩のところに来るように調節して、我が輩が砦にさらわれるところを見せつけた。そうすればディディ・ディディとウィルゴなら、性格からして絶対にここまでやってくると思っていたのじゃね。地上から引き離せば〈滅びの女神〉の力も、メイヴェーラの力も抑おさえられる。まさか本当に『偶ぐう然ぜん』天空の血を引くウィルゴがそばにいて砦に潜せん入にゆうできたなんて、むしのいいこと考えているわけじゃないのじゃね？」


　ディディウスは何も言えず、メイヴェーラの囚とらわれた糸玉を握り締しめていた。


「そして蜘蛛神に試験のことをちょっとだけ漏もらしたのじゃね。蜘蛛神は我が輩の言葉を利用して自分の変態趣しゆ味みを満みたそうとして、逆に我が輩にそれを利用された。ウィルゴは殺させるわけにはいかなかったから、まあそこまでの事態になったらちょっと手を出そうと思ってたのじゃけれど。で、質問は？」


　ギャンダルフィッハはてきぱきと言って、銀の杖を握り直した。蜘蛛神すら吹っ飛ばした杖だ。


「なんで……そこまでして俺を殺そうと……？」


「嫌きらいなのじゃね」


　ギャンダルフィッハはにやりともせず言った。


「たくさんの者に守られて、なのに本人はすごく弱い。嫌いで、とても殺しがいがあるのじゃね。守護者を一人ひとり奪うばい取っていって、最後に剝むき出しのディディ・ディディを殺す」


「…………」


　驚おどろき、自分の死が迫せまっているのにそれ以上の感情を抱いだけないでいるディディウスを見て、ギャンダルフィッハは僅わずかに顔をしかめた。


「……冗じよう談だんなのじゃよ」


「え？」


「本当は、あの蜘蛛神と同じ。汚お名めいを雪そそぎたかっただけなのじゃね」


「…………汚名……」


「ディディ・ディディには、わからないのじゃね。一度失敗した者にしかわからない。我が輩には現実は無意味だった。だから夢を現実にしようと思った」


「ディディウス！」


　突とつ然ぜん、離れたところから呼ばれ、ディディウスはそちらを振り向いた。


　ダークロアが丘おかを登ってくるところだった。それでも、ギャンダルフィッハの方がディディウスに近い。


「遅おそいのじゃね」


　ギャンダルフィッハの杖が、ディディウスの側頭部めがけて叩きつけられる。


　だが。


　その杖は、ディディウスの頭からわずか手の幅はば一つ分ほどのところで止められた。


　止めたのはディディウスではない。


　ディディウスはそっと横目で杖と、杖を止めた手を見た。


　その手は黒く、美しかった。


　ディディウスはぎこちなく後方を振り返った。


　そこに、影かげが立っていた。


　いや、影に見えたが、ただの影が地面に二本の足で立っているわけがない。


　それは、すらりとしたしなやかな体つきの男性で、ディディウスの真後ろに立っていた。音もさせず。


　黒い肌はだに、黒い一枚布を頭から踝くるぶしまで司し祭さいか何かのように巻き付けていたが、不思議と輪りん郭かくははっきりしない。肌も、衣ころもも、あまりに均きん質しつに黒かったせいだろう。


　彼は長い睫まつげのついた瞼まぶたを押し上げて、ギャンダルフィッハを見据えた。白目すら黒かった──いや、黒目ばかりで白目がなかった。


　現れた男を見て、ギャンダルフィッハは目を細めた。


「…………わざわざ来るとはどういう神経なのじゃね。天空の神に勘かんづかれたら……」


「これ以上の事態の悪化を防ぐためだ。影に潜ひそみ今まで現れなかったのだから、天空神も気づいてはいない」


　影の男は、そう言った。雪の間を流れる冷たい水のような声だった。


　そのときダークロアがディディウスのそばに辿たどり着いて、影の男とギャンダルフィッハの間からディディウスの身体を引きずり出してくれた。


「あ、あの、この人誰だれ……」


「地上の神様。影の」


　ダークロアはずっと走ってきたのだろう、息を切らして、それでも杖を握ってギャンダルフィッハを睨にらみ付けて言った。


「ち……地上の!?　え、なんで!?」


「俺の影に入ってきてた」


「はあ!?」


「あー、まあ落ち着け。実はな、ほれ、おまえがギャンダルフィッハの隠かくれ家がで天空神に襲おそわれたとき、俺遅おくれて到とう着ちやくしただろ。あのとき、人ひと避よけの力を破れなくてさ、どーしたもんかと思ってたら、あの神様に声かけられて。本当にいざとなったら助けるから、ちょっと影に入らせろって言われたんだよね。どこからどう漏れるかわからんから、誰にも言うなって言われてたから説明できなくて」


「……なんで、神様はおっさんの影に？」


「ああするためだろ？」


　そう言って、彼は影の男とギャンダルフィッハを指さした。


　二人は、向かい合って立っていた。


「ギャンダルフィッハ。幾いくつかそなたに聞きたいことがある」


　淡たん々たんと、男は言った。


「一つ目は、半年前、何故なぜ天空の神が〈滅びの女神〉の封ふう印いんを解くことができたか、だ。あれの解き方は我々にもわからず、その解き方を調べるために眠らずに地上に残った我々の仲間も、結局すべて死んでしまった。そなたはただ一人生き続け、その方法を探し、かつまた〈滅びの女神〉がもしも自力で復活したときには我らを起こすようにとの任にんを負っていたな？」


　ギャンダルフィッハは答えず、じり、と後ずさる。影の男は一歩前に進む。


「……まあ、〈滅びの女神〉が目覚めたときに我らを起こさなかったのは、そなたも記き憶おくを封じられていたからだとしてもよかろう。そなたとは別に我らを起こしてくれるはずの大地も、霧きりの封印がかけられ、眠り続けていたのだからな」


　影の男とギャンダルフィッハのやりとりに耳をそばだてながら、ダークロアは草の間に倒たおれていたウィルゴを抱だき起こし、その傷の手当をした。目の前に現れた怒いかれる神に萎い縮しゆくしているわけにはいかない。人間には人間の戦いがあるし為なすべきことがある。手当をされ、ウィルゴが小さく呻うめいた。


　だが、ディディウスはこのやりとりから目が離せなかった。


「それにしても、我らが何千年かかってもわからなかったことを、天空の神は何故わかったのであろうな？　そなたのように、長い年月をかけて研究してきたのならともかく、な。


　さて、二つ目は、何故天空の神が〈滅びの女神〉の在あり処かを知っていたか、だ」


　影の男はさらに一歩にじり寄った。ギャンダルフィッハはまた一歩下がる。


「〈滅びの女神〉を封じた種の在あり処かは、厳げん重じゆうに隠した。たとえすべてを見通す霧の神といえども見つけられぬようにな。知っていたのは、僅かな数の番人の妖よう精せいと、我ら地上の神々と、そなただけ、だな？


　そして三つ目は、天空の神が〈滅びの女神〉を使って滅ぼそうとした子どもが、何故、たまたま、〈滅びの女神〉の契けい約やく者しや候補の一人だったか、だ」


　影の男は感情少なだったが、ここにきてようやく皮肉めいた笑えみを浮うかべた。


「たまたま、か。まあ、これだけなら偶ぐう然ぜんで済すませられなくもないが、この子ども以外の候補者は、その後まもなく全員死んでいるのが気になる。たとえば野犬に食い殺されたとか、泉に落ちて溺おぼれたとか、落馬して死んだとか……おや、不幸な事故ばかりだな」


　ギャンダルフィッハの影が、僅かに蠢うごめいた。それを感じてギャンダルフィッハは立ち止まり、自分の影を見下ろした。


「それからな、ギャンダルフィッハ。ウォルガの南風が教えてくれたのだが、殺された候補者の家族のうち幾人かは、その候補者の死の前に骸がい骨こつを見たと言っていたようだな」


　ギャンダルフィッハの影が地面から起き上がり、黒く長い絹のように、ギャンダルフィッハの足に絡からみついた。


「ここに来たのはこの三つの質問のためだ。それから、ついでに四つ目の質問にするが……試験とはなんのことだ？　確か、私の確かく認にんした限りではそのようなものが執とり行われたことはないはずだが。命をかけてまで、何を確かめるというのだ？


　さあ、質問に答えてくれるかな、ギャンダルフィッハ」


「…………」


「何故天空神をそそのかし、〈滅びの女神〉の在処を教え、その解き方を教えた？　何故すべての候補者を殺した？　何故最後の一人の候補者すらも試験の名を借りて殺そうとした？　すべてをできたのはそなただけだ」


「……我わが輩はいが、すべてやったと？　おかしいのじゃね。我が輩には魔法が使えない、それでどうやって、半島中に散らばっている候補者をすべて見つけ出せるのじゃね？」


「霧きりの神の力を借りればいい。あれの目は、あらゆる隠かくされたものを見通すことができるらしいからな。そなたは滅びばかり求めていた霧の神に〈滅びの女神〉のことを教え、霧の神はそなたに候補者の情報を教えた。違うか？」


　そう言われ、ギャンダルフィッハは初めて微び笑しように近い表情をした。


「……なんだ。そこまでわかっているのじゃね」


「最初に声をかけたのはどちらだ？」


「我が輩じゃよ」


　ギャンダルフィッハは、息を詰つめて見守るディディウスが拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさり答えた。


「……何故なぜ」


「我が輩は候補者を捜さがしていた。一番最初に見つけたのはディディ・ディディだった。だってディディ・ディディは皇おう子じで、目立っていたから。そしたらもう一人、ディディ・ディディを見ているやつがいると気づいたのじゃね」


「それが霧の神、エイルセイルか……」


「そうなのじゃね。エイルセイルはディディ・ディディを滅ぼしたがっていた。魂たましいそのものを消し去りたがっていた。だから我が輩は〈滅びの女神〉のことを教えてあげたのじゃね。そのあと霧の神に他の候補者を見つけだしてもらって、我が輩はそちらの方を始末することにした。で、その間に霧の神はディディ・ディディを滅ぼすはずだった。でもディディ・ディディが契約に成功して、戦いは長引き、その間に霧の神は殺されて、ディディ・ディディは生き延びた。残念なのじゃね。ディディ・ディディは帝国の皇子で魔法には疎うとかったから女神と契約を結ぶなんてできないはずだったのに、魔法使いがそばにいた」


　ギャンダルフィッハはふいとダークロアの方を見て、またすぐに影の神の方に視線を戻した。


「そしてどこかのお節せつ介かいが霧の神を殺したせいで、地上の神々が目覚め、我が輩はこういう困った状じよう況きようになった、ということなのじゃね」


「ギャンダルフィッハ」


　影の男の声には冷たさだけでなく激しさがあった。寸前まで押し殺された、火山の地下で蠢うごめく溶よう岩がんの激しさに似ていた。


「何故我らを裏切ったのだ。〈滅びの女神〉についたのか？　それとも天空に？　どちらだ、ギャンダルフィッハ」


「どちらでもないのじゃね」


　ギャンダルフィッハは答えた。白い顔から感情は推おし量はかれなかった。焦あせっているようにも、困っているようにも見えなかった。ひどく淡々としていた。諦あきらめていたのかもしれない。


「だって、こうでもしないと、我が輩をもう一度〈滅びの女神〉の契約者に選ぶことを神々は認めてくれないのじゃね。すべての候補者を消して、我が輩だけにしておかないと──」


「愚おろかな……そなたにはもうその資格はない。何故そこまで求める？　何故女神と戦いたがる？」


「もう一度やり直したいからなのじゃね。もう一度、今度は失敗しないのじゃね。そうしたら」


「何をしてももうそなたの二万年は戻ってはこない!!」


　影の男は初めて怒ど鳴なった。ディディウスは自分が怒鳴られたわけでもないのに震ふるえた。


　ギャンダルフィッハは、震えはしなかった。代わりに、一気に腕まで捕らえようとした影の動きに逆らって、杖つえを大地に突つき刺さした。


　ど。


　と、音が聞こえた。


　大地の割れる音だった。


　ディディウスは亀き裂れつに呑のまれかけたが、ダークロアの手を借りて這はい上がった。その間も、ひたすら糸玉を握にぎり締しめていた。


「逃がしたか」


　その声を聞いてディディウスが顔を上げると、影の男が亀裂のそばに立ち、亀裂の中を見下ろしていた。揺ゆれは少しずつ収まろうとしている。ディディウスはおそるおそる亀裂のそばに這い寄り、覗のぞいてみた。


「……!?」


　てっきり亀裂の底にギャンダルフィッハが倒れていると思ったのに、底はなかった。


　見下ろしたはるか下に、こんもりとした、地上の森が見えた。亀裂は砦とりでの外がい壁へきにまで達していたのだ。


　しかも、その森とこの砦の間に、何かふわりふわりと浮かぶものが見えた。


　それは、ディディウスがここに来るのに変じたイヌワシよりも何倍も巨きよ大だいな──


　一匹の、蛾がだった。


「…………」


「お、おい、危な……」


　くらり。


　ディディウスは目め眩まいを覚えた。


　亀裂に滑すべり込みそうになるディディウスを、ダークロアが支えようと手を伸のばした。


　なんとかディディウスが落ちる前に手首を摑つかむことに成功するが、右手にウィルゴを抱だきながらだったため、ちょっと姿勢を崩くずした。


　その途と端たん。


　亀裂が、ディディウスの身体からだの下の地面まで達した。ディディウスは虚こ空くうに放ほうり出されたが、ダークロアは手を離さなかった。


　だから引きずられて、三人一いつ緒しよに墜おちた。














終章　丘







　ディディウスは、夢を見た。





『〈穴〉を』


　女の子の声が聞こえてきた。


『〈穴〉を空けるの。風が通り抜けられるだけの〈穴〉があれば、私たちはあなたに力を貸せる。だから、境界に〈穴〉を空けて』


　誰だれだかわからないが、なんとなく聞き覚えのある声のような気がする。ディディウスは声の主を求めて周囲を見回すが、そこは何もない真っ白い空間で、一人で突つっ立っているディディウス以外、草一本、虫一匹見あたらない。


「なんのことだ？　君はどこにいる？」


　ディディウスは見えない相手に呼びかけた。


　答えは、とても短かった。


『過去』


　わけがわからない。


　だがその答えを聞いて、ディディウスは気づいた。


　これは、ここ最近頻ひん繁ぱんに見る夢だ。夢から覚めてしまうといつの間にか内容をすっかり忘れているのだが、今は自分がいつどんな夢を見たか、はっきりと思い出せる。


「そうだ！　おまえ、いつもの夢にでてくるやつだろ。どこの誰だか知らないけど、毎回中ちゆう途と半はん端ぱに思わせぶりなことばっかり言いやがってさっぱりわけがわから……」


　そこでディディウスは言い淀よどんだ。今までの夢にはない展開があったのだ。


　正面から、見覚えのあるものが突っ込んできた。


　それはとても巨きよ大だいな──











「蛾ー！！！！！」


　ディディウスは自分の叫びで目が覚めた。


　ハッとして周囲を見回す。小さな蝶ちようは飛んでいるが、蛾はいない。巨大な蛾が自分の上にのしかかって鱗りん粉ぷんをこれでもかとばかりにこすりつけていたりもしない。もちろん巨大蛾の上で寝ていたりもしない。


「よ……良かった……」


　ディディウスはぜえはあと息をつき、ふとここがどこであるのか本気で考えてみた。


　青空の下に広がる、開けた丘おかだ。丘の向こうには視界の限り森が続いている。


「………………どっかで見覚えが」


　呟つぶやいて、ディディウスは気づいた。ここは数日前にミューシカと別れた場所だ。


　そして自分は何故ここにいるかというと──


　天空の砦から落ちてしまったのだ。


「あれ？　でもなんで生きてんだ？」


「それはだな」


　声が横から聞こえてびっくりして見ると、ダークロアが草の中に埋うもれるようにして俯うつぶせに倒れていた。


「うわ。おっさん大だい丈じよう夫ぶ!?」


「おまえの言うところのおっさんこと俺様がきちんと魔ま法ほうを使ってイヌワシになってここまで運んでやったからなわけだ」


「……それはどうも。それで、何やってんの？」


「それがなあ、二人乗せてここまで来たらもー身体が痛くて痛くて。特に腰こしとか背中とか」


「…………年？」


「…………そういえば、ギャンダルフィッハの古代蛾だけどな」


「あああああごめん言わないでっ！」


「どれを？　蛾？」


「いやああああああ」


　ディディウスは耳を塞ふさいで震え始めた。さすがにダークロアも意地の悪い真ま似ねをやめて、起き上がった。


「ああ。わかったって。悪かったから。それでギャンダルフィッハなんだけど、俺がイヌワシになったはいいけどこっちは二人も背中乗せてて重くてなあ、逃げられちまった」


「……ああ、そうか、ギャンダルフィッハか……」


　ディディウスは、自分の前ぜん任にんだった男のことを思い浮かべた。影かげの神との話だけではよくわからなかったが、どうもとんでもないことをやらかしていたようだ。エイルセイルが〈滅ほろびの女め神がみ〉を手に入れた経けい緯いにも関かかわっているような話があったが……


　いったい、何故、彼はそんなことをしてしまったのだろうか。


　それに、あの影の神のことも気になる。


「……なあ、おっさん。あの影の神様って、まさか死を司つかさどる神様じゃあ……？」


　エイルセイルを殺したのは人間の女だったが、その女が使っていたのは死の神の力を宿やどした弓矢だった。その弓矢で射いられて、エイルセイルは死んだのだ。


「違うってさ。俺も一応訊きいてみたんだけど、あの神様も誰がエイルセイル殺しに関わっていたか、調べてるところみたいだぞ。どうも有力な死の神様ってのは地上にはいないみたいで……」


「……そうか……」


「あ」


「え？」


　ダークロアが、ディディウスのマントのフードから、何かをつまみ出した。


　それは、小さな蜘蛛くもの死し骸がいだった。


　かつて蜘蛛神だったものだ。


「……落ちたときに潰つぶしちゃったのかな。ん？　待てよ、ということは……」


　ディディウスが握っていた糸玉はない。ディディウスはパッと背後を振ふり返った。


　そこに、魂たましいだけのメイヴェーラが、心配そうな顔で座っていた。


「メイ！　よかった、戻ったんだな！」


　メイヴェーラは、すぐには「うん」と元気に頷うなずけなかった。


　ギャンダルフィッハが裏切ったことは、既すでにダークロアから知らされていた。


　これから何が起こるのか、メイヴェーラにはわからない。だが状じよう況きようはより過か酷こくだ。いつ封ふう印いんが解けて女神が暴れだすかわからないのだから、早く対処しなければいけない。だが「対処する」とはつまり、メイヴェーラにとっては旧友と戦うということだ。


　裏切られたこと自体は悲しいが、ギャンダルフィッハのことは今でも憎にくくはない。むしろ、彼のやってしまった行こう為いを思うと、どうしてもっと早く気づいて止めてやれなかったのだろうと、悔くやまれる。


「……大丈夫か？」


　表情が暗くなっていたのだろうか、ディディウスが心配げに訊きいてきた。メイヴェーラは慌あわてて頷いた。


　それでもまだ心配そうに気き遣づかってくれるディディウスを見ていて、メイヴェーラはふと、ああ、ディディのことは忘れたくないなあ、と思った。


　メイヴェーラは神族の中でも古ふる株かぶの方だ。だがあまりに長い生は、その生における記き憶おくを曖あい昧まいにぼやかしてしまっていた。忘れては生きる。忘れては生きる、その繰くり返しで、メイヴェーラは今までやってきた。幸せなことや嬉うれしいことも忘れてしまうけれど、辛つらいことや苦しいことも忘れてしまうのだから公平だ、今まではそう思っていた。


　でも、ディディウスのことは忘れたくない。


　たとえディディウスが苦しんでいる姿だって、忘れたくない。


　夢の荒こう野やで見たディディウスの横顔を思い返すたび、メイヴェーラの胸は締しめつけられるし、これからもそうだろう。それでもいいと思った。その胸の苦しささえ、いつか愛いとおしく感じられる日が来る予感がした。


　──ねえ、ディディ。一緒にいようね。


「？」


　──メイね、ディディのことたくさん見て、たくさん覚えておくよ。ずっと忘れないように。


　ディディウスは一いつ瞬しゆんなんのことかと訊き返そうとした。だが結局思い直して、頷いた。


「わかった。なら、俺の生きてる間くらいつきあえよ」


　メイヴェーラは神族であって、普ふ通つうの女の子ではない。


　だから、ディディウスとメイヴェーラが一緒にいられる時間は、ひょっとしたらメイヴェーラの時間感覚で言うととても短いのかもしれない。


　それでも、あとでメイヴェーラが思い返したときにちょっとでも幸せな気持ちになれるように、自分がいなくなったあとも彼女が幸せでいられるように、ディディウスは自分にできることをしようと思う。彼女がたくさん笑っていられるように。笑え顔がおが、孤こ独どくの積み重ねられていく時間すら越こえられるように。憎ぞう悪おも、悲しみも、苦しみも、すべての感情を胸に刻きざんで、それでもなお笑って生きていけるように。


　メイヴェーラは、やっと笑ってくれた。その笑顔を見て、ディディウスはそう思った。


　見つめ合ってちょっと照れて視線を逸そらした。


「…………」


　どちらも、黙だまり込んでしまった。今までにあまりない状況だった。


　いかん。


　ディディウスは思った。この沈ちん黙もくの緊きん張ちよう感かんは耐たえられない。


「……と、ところでさ」


　ディディウスはずっと気になっていて、でもなかなか訊けなかったことを訊いてみることにした。


「ほら、砦とりでに潜せん入にゆうしようとしたときのことなんだけど。あのとき、おまえ、俺がウィルゴさんと仲良くなるのすっごくいやがってたよなあ」


　──……ああ、あれね、うん、そうだったね。ディディにウィルゴのこと好きにならないでねって釘くぎ刺さしたの。


「そうそう。で、それってなんで？」


　メイヴェーラは、きょとん、とした顔でディディウスを見つめた。


　ディディウスは、ごくり、と唾つばを飲んだ。


　──なんでって……ウィルゴが〈酸の海〉を招いた元げん凶きようだったからよ。だって、親しい、好きな人を憎むのは、赤の他人を憎むより何倍も辛いでしょ。だからよ。


　そんなの当たり前じゃない、というような口調で、メイヴェーラは言った。


「本当は嫉しつ妬としてたんだけど、恥はずかしいから他ほかの理由でごまかしちゃえ」というような口調では、まったくなかった。


「…………」


　ディディウスは沈黙し、訊かなければ幻げん想そうに浸ひたっていられたのになあ、と少し後こう悔かいした。











　メイヴェーラとディディウスの会話が聞こえないように、ダークロアは少し離れることにした。これでも一応、聞くのはかわいそうという思いはあるのだ。


　丘おかの突とつ端たんの方まで行って、立ち止まった。


　と。


　ダークロアの影が歪ゆがみ、その影の中から黒い人影が立ち上がった。


　ダークロアは軽く頭を下げ、影の神はそれに頷いた。


「うむ。そなたにも世話になったな。怪け我がはどうだ？」


　ダークロアは顔を上げ、ちょっと笑った。


「ああ、まあ結構痛かったですが、今は平気です。いざとなったらあなたの掩えん護ごがあると思って天空の砦までのこのこ乗り込んだんですけど、本当にぎりぎりまで手だししませんでしたね」


「最初に言っただろう、介かい入にゆうは最後の手段だと。天空の砦で姿をさらすのは最小限にせねばならなかったし、特に天空神に姿を見られるなど避さけたかった。ギャンダルフィッハが裏切り者だったという確かくたる証しよう拠こも欲ほしかった。私とて、最後まであれが裏切ったなどとは信じたくなくてな」


「さようで」


「私はこれからギャンダルフィッハの行方ゆくえを追う」


「見つかりますかね？」


「さてな」


　影の男は嘯うそぶいて、森の上に広がる大きな雲の影の動きを見やり、またふと思いついて言った。


「そうそう、そなたはあの子どものことを親のように可愛かわいがっておるようだが」


「……ディディウスのことですか？　気持ちの悪い表現はしないでください」


　影の神はダークロアの要求を無視して言った。


「自分が得ることのなかったものをあの子に投とう影えいするのは、ほどほどにしておけ」


「俺が得ることのなかったもの？」


　雲が動いて、日が一瞬陰かげった。


「生まれなかった子どものことだ」


　ダークロアの表情が、日の陰った一瞬だけ、凍こおりついた。


「調べたよ。若い頃ころ、恋こい人びとを敗はい残ざんの兵に殺されたそうだな。同情はするが、珍めずらしいことでもない。死術使いで殺し屋のキリロにまで師し事じするとはずいぶん道を逸それたな」


　ずいぶん長いこと沈黙したあと、ダークロアは特に言葉を荒あららげるでもなく言った。


「俺の過去、全部洗ったわけですか」


「無む論ろん。そなたはあの子どもが契けい約やく者しやとなった場にもいたし、種の番人だった羽はね妖よう精せいの養やしない子ごでもあったし、あの子の旅の最初からの同行者であったのだから、当然だろう？」


　ダークロアは口の端はしで笑った。


「……なるほど、ギャンダルフィッハだけではなく、俺も疑われてたんですね」


「ああ。正直、最初は有力候補だった。契約者に今まで接せつ触しよくしなかったのも、そなたがあの子に張りついていたからだ。裏切り者がもしもそなただったら？　接触することでこちらの動きが知られてしまうのは避けたかった。だから、接触する前に徹てつ底てい的てきに調べさせてもらった」


「それはご丁てい寧ねいに。それで、どうでした？」


「白だろうと思ったからそなたの方に接触したのだ。まあそれでも万が一そなたが裏切っていた場合は、影に入ることでそなたへの牽けん制せいにもなったであろうしな」


「ありがたいお話ですね」


「我らも必死なのだ」


　影の神は雲の行方を見み据すえ、丘の上から見える森の景色に目を細めた。


「……我らには失敗は許されない。数も少ない。時間もない。圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようで、それでも成功を勝ち取らねばならんのだ。慎しん重ちようの上にも慎重になる」


「わかってますよ」


「ならばよい。私はもう行く」


　雲が動き、その影が森から丘へ伸のび、丘を過よぎっていく。その影に滑すべり込み、神は消えた。


　あとには、くさくさした気分のダークロアが残された。











　ウィルゴは草原で目覚めた。


　腕うでの怪我は手当されていたが、服は血と泥どろで汚よごれたままだ。何がどうなって今自分がここにいるのか、よく覚えていない。


　確か、最後の記き憶おくは剣けんを使って空間を切り裂さき、ディディウスを連れて幻まぼろしの闘とう技ぎ場じようから脱だつ出しゆつしたところだ。


　脱出して、ここに来てしまったのだろうか？


　上半身を起こしても、草は胸の高さまであった。


　どこかで鳥が鳴いている──雲雀ひばりか？　ウィルゴはあまり可愛らしいものに縁えんのある生き方をしてこなかったので、よくわからなかった。


（あの子と……ダークロアは？　それにギャンダルフィッハは……）


　ウィルゴは立ち上がった。ギャンダルフィッハの腹の中にはまだノクスがいるはずだ。それにディディウスをきちんと助けられたのかも気になる。


　すると、背後から呼び止められた。


　ウィルゴはその場に立ちすくんだ。振ふり向こうとして、なかなか振り向けなかった。


　何度かこういうことがあったのだ。ギャンダルフィッハを追って森を彷徨さまよっているときに、ふと名を呼ばれた気がして振り向いたり、夜中に飛び起きて捜してしまったり。それらはすべて気のせいだった。


　だが、背後から肩かたに手が置かれた。幻には肉はない。


　おそるおそる、ウィルゴは振り向いた。


　そこに、一人の男が立っていた。


　簡素な服に身を包んだ、若い男だ。その男の綺き麗れいな顔が、目の前にあった。


　指先でその額ひたいの傷きず跡あとに触ふれたら、青い目に笑われた。


「いきてるよ」


　彼はそう言った。


「大だい丈じよう夫ぶ。俺の他も、みんな無事だよ」


「……帝てい都とのみんなも？」


　出てきた声が案外平静で、ウィルゴは自分でも驚おどろいた。


　ノクスは頷うなずいた。


「うん。あっちで休んでいる。それからダークロアと、男の子も無事だよ」


「……おまえは、なんで……無事なんだ……？」


「さあ？　ダークロアの話では、君が俺の封ふうじられた糸玉を握にぎり締しめていたらしいよ」


　糸玉を？


　ウィルゴはまったく思い出せなかった。そんなもの握っていたか？　いったいどこで？　いや、だいたいあの糸玉はギャンダルフィッハの腹の中にあったはずだ。それがどうして、ウィルゴの下もとにある？　誰かが握らせたのか。いったい誰が……


　ウィルゴは、痛みを感じて自分の手を見た。


　右手には包帯が巻かれていた。きっとダークロア辺りが手当してくれたのだろう。


　この手には、確か剣が握られていた。燃えさかる炎ほのおの剣で、だから火傷やけどをしてしまったのだ。


（そうだ……あの剣が、ギャンダルフィッハの求めていた剣だったんだ）


　……もしかして、とウィルゴは思う。


　もしかして、あの剣をウィルゴが出現させたことに満足して、ギャンダルフィッハは約束通りノクスらを解放してくれたのだろうか？


　そうなのかもしれない。だが真しん相そうは、今のところはまだわからない。


　剣は消えてしまったが、ウィルゴには一つの確信があった。


　あの剣は、ウィルゴが呼べばまた現れる。


　……いいや、あるいは逆なのかもしれない。ウィルゴが剣を呼んで、剣がそれに応こたえたのではなく、剣がずっとウィルゴを呼んでいて、ウィルゴがそれにやっと応えたのかもしれない。今もウィルゴは剣に呼ばれているような気がしていた。皮ひ膚ふを焼く握りに指をかけろ、あらゆる境界を破は壊かいし、混こん沌とんをばらまけ──と。そのために剣わたしを受け容いれろ、と。


　ウィルゴはぞっとして、剣の痕こん跡せきを消し去るかのように、火傷した手を握りしめた。


「あのさ」


「え？」


　ノクスに声をかけられて、ウィルゴは思考の海から己おのれを引き揚あげた。


　ノクスは、ちょっとだけ困ったように、微笑ほほえんで言った。


「そろそろ、感動の再会してもいい？」


「…………汚よごれるぞ」


　ノクスはもちろんそんなことはどうでもよかった。


　躊ちゆう躇ちよするウィルゴの身体からだを包み込むように、ノクスは彼女を抱だきしめた。


　その優やさしさに溺おぼれてしまいそうになりながら、それでもウィルゴは囁ささやくように言った。


「……私は、やっぱり、二度も世界を壊こわすような選せん択たくはできなかった」


　自分の選択のことを、言わなければならなかった。


「おまえが生きて帰ってこられたのは、偶ぐう然ぜんだったんだ。私はおまえを……」


「それ以上言わなくていいよ」


　そうやんわりと遮さえぎられ、ウィルゴは彼の胸から顔を上げる。


「……でも、私は」


　ウィルゴはノクスの胸を押して、身体を離はなした。


「……結局のところ罪人だ。疫やく病びよう神がみだろう。今回のことだってそうだ。私のそばにいたから、おまえや、みんなに迷めい惑わくが降りかかった。今度のことでよくわかったんだ。これ以上人に迷惑はかけられない。平へい穏おんな生活に波風を立てたくない。おまえだって巻き込みたくはない」


　顔を背そむけ、苦く渋じゆうを滲にじませて、ウィルゴは言った。


「これ以上甘えられないんだ。すまないが、私は……」


「帝都には戻らないの？」


　ノクスはあっさり訊きいてきた。自分の決断はもしかして案外軽く扱あつかわれているのではないかと、ウィルゴは訝いぶかった。


「……いや、まだわからん。おまえを捕とらえていた骸がい骨こつが本当は何者で、何を目的にしていて、今後どうするつもりなのかということを、ダークロア辺りに確かく認にんしてから判断しようと思っている。ただ、またあの骸骨が帝都にやってきたりするような事態は避さけねばならない。それの片かたがつくまでは戻れないかもと……」


「なら一いつ緒しよに行くよ」


　あっさり。


　彼はいとも簡単に決断した。


「だからおまえが行くことはない！　だいたいおまえは言っただろう、あの都には再生の可能性があると。その可能性に賭かけたんじゃなかったのか!?」


「でも再生には時間がかかる。君の用事が済んでからでもきっと間に合う」


　ノクスは割わり合あいどこででも生きていける人間だった。ウィルゴがいるから帝都にいるが、いなかったら帝都で復興の手伝いをしようなんて考えは欠片かけらも浮かばなかっただろう。まあ、これはウィルゴには言えないことなのだが。


　ウィルゴに知れたら、「おまえには主体性がないのか!?」と説教されるのがオチだ。ウィルゴの怒おこった顔も好きだったし、彼女に説教をされるのはそれはそれでいいのだが、あまり心配させたり怒らせたりするのもかわいそうだ。


　ウィルゴは忌いま々いましげにノクスを睨にらみ付けていたが、やがて観かん念ねんしたように呟つぶやいた。


「……しかし、私はおまえといられると嬉うれしいんだ」


「？　それはよかった」


「よくはない！　おまえがものすごくいやなやつでものすごくどうしようもない、一緒にいると不快になってくるような性格の悪い男だったらよかったんだ！」


「…………？」


「おまえと一緒だと私は幸せな気持ちになってしまう」


「…………」


「私に、そんなことが許されると思うか？」


　ウィルゴは口の端はしを歪ゆがめていた。皮肉なふうを装よそおっていたが、うまくいっていなかった。顔色がひどく白かったからだ。


　ノクスは、再びウィルゴを抱きしめた。今度はより強く。


「いいんだと思う」


　彼はやはり優しく答えた。


「しあわせになって」











「あ～あ、いいなあ」


　声はディディウスのものだが、いつもより僅わずかに高い。メイヴェーラがディディウスの身体を動かしているのだ。


　メイヴェーラは木の幹みきから顔を覗のぞかせて、ウィルゴたちの様子を見ていた。


　彼女がいかにも羨うらやましそうに呟くので、ダークロアは思わず笑ってしまった。


　ウィルゴを、ノクスが抱きしめていた。これ以上見ているのはかわいそうかなと、ダークロアはくるりと背を向け、幹にもたれた。メイヴェーラはまだ二人を見ている。


「なあ、メイヴェーラはさ」


「うん？」


　返事をしてもまだ見ていたが、ダークロアにつつかれて、やっと顔を上げた。


「身体ができたら、誰に抱だきつきたい？」


「………………………え？」


　メイヴェーラはびっくりして、瞬まばたきを繰くり返した。


　誰に抱きつきたいか？


　そんなの決まっている。


「やっぱりダークロアにもミューシカにもフィにも抱きつきたいし四季の神々も──ああ、でも、うんと」


　メイヴェーラは一いつ生しよう懸けん命めい考えて、やがて困ったように言った。


「最初は……ううん、一人しか抱きつけないなら、それは」


　思い浮かんだ顔が一人しかいなくて、メイヴェーラは言葉を詰つまらせた。


　あれ？　なんで一人しか浮かばないんだろう。しかもなんでその一人が彼なのだ？


　ダークロアは、そのようすを見てにやにやと笑っていた。


「お、そう言えばディディウスはどうしてる？」


「意識の深いところで考え事してる。考えなきゃいけないことがたくさんあるから」


「ああ──そうだったな」


　ギャンダルフィッハに囚とらわれていた帝てい都との人間たちは、解放された。彼らが無事に帝都まで辿たどり着くことができるように食しよく糧りようや道案内を手配しないといけないし、天空の狙ねらいは何なのか、という疑問もあるし、何よりギャンダルフィッハと〈滅ほろびの女め神がみ〉の種をどうするか、という問題がある。


「ギャンでは〈滅びの女神〉に勝てないのに」


　メイヴェーラは、二万年ぶりに再会してからまともに話していなかった友のことを、そう語った。


「勝てない、か……影の神もそんなこと言ってたな。資格がないとか」


「うん。今のギャンじゃ無理なの。確かに、この前のディディみたいに、〈滅びの女神〉と肉にく弾だん戦せんをしようって思ったらできないことはないわ。でもね、どんな武器でも、〈滅びの女神〉の身体は傷つけられないの。その身体を傷つけるためには特別な力が必要で、それは地上に生きる人間の中にあって、メイたち地上の神々だけが引き出すことができるの。ギャンにはそもそもその力が、もうないのよ」


「人間の中だけにある？　神々の中にはない力なのか？」


「みたいね。でも、メイたちもよくわかってないの……ううん、覚えていないって言った方がいいのかな。たぶん、創世神話にかかわる力だと思うんだけど。その力は、〈滅びの女神〉と契けい約やくを結ぶことができる〈大地に愛されし者〉の中にしかなくて、逆に言うと……」


　メイヴェーラが言いかけたとき、木立の影が突とつ然ぜん歪ゆがみ、その影が厚みを持って地面から離れ、人型をとって立ち上がった。例の影の神だ。メイヴェーラは顔を輝かがやかせた。


「シャラサラ！」


「久しいな、メイヴェーラ」


　影の神は黒目ばかりの目を細めた。


「なかなか会いに来られず、すまなかったな。みな、おまえのことを心配していた」


「メイは大丈夫よ。みんなは？」


　メイヴェーラはシャラサラの腕にしがみついて説明を求める。シャラサラはギャンダルフィッハに見せた厳しさや冷たさ、激しさは噓うそかと思うほど、穏おだやかに語った。


「長い時の流れや、〈酸の海〉を生き延びた者は多くはない」


「……そう」


　メイヴェーラは珍めずらしくしんみりとしたようすで呟つぶやき、うつむいた。


「あの……あなた、ギャンダルフィッハを捜さがしに行ってたんじゃ」


　ダークロアが口を挟はさむと、シャラサラは急に不ふ機き嫌げんそうになって、頷うなずいた。


「と思ったのだがな。向こうからさっさと連れん絡らくして寄よ越こしおったわ」


　そう言うと、シャラサラは手首を捻ひねって、何もないはずの空間から羊皮紙の紙し片へんを取り出した。走り書きの文字が、銀に光っている。


「……ギャンの字だわ」


　紙片を受け取り、メイヴェーラは呟いた。


「うむ。種は隠かくした、自分を認めて、女神と戦う力を引き出せ、と言ってきおった。もしもこの要求が満たされないまま時間が経たって封ふう印いんの力が弱まれば、隠し場所で女神が目覚め、被ひ害がいを拡大させることになる。封印が解けるまでは何十日もない、とな」


「……げぇ」


　ダークロアが思わず呻うめいた。シャラサラは深く頷いた。


「まさしく呻くべき事態であろうな。ギャンダルフィッハの言葉におとなしく従うことはできん。それは破は滅めつへの道だ。選ぶべきは、他の選せん択たく肢しだろう。つまり……」


「ギャンダルフィッハが種を隠した場所を探しだし、取り戻す」


　そう言ったのはメイヴェーラ──ではなく、メイヴェーラから肉体の支配を替かわったディディウスだ。


「そうだ」


　シャラサラは、もったいぶらずに頷いた。


　ディディウスは自分の右手を見た。その手首にかつてあった痣あざはないが、ディディウスはだからといって〈滅びの女神〉から自由になれたわけではなかった。いや、より逃にげられない状じよう況きようになったと言っていいだろう。


　何しろ、〈滅びの女神〉と契けい約やくできる人間は、ディディウスの他はすっかりギャンダルフィッハに殺されてしまったのだから。


　ディディウスは、砦とりででのウィルゴの言葉を思い出した。


『覚かく悟ごはできているのか？』


　ウィルゴの戦いぶりを見ていて、ディディウスは思ったことがある。ウィルゴの言う覚悟は、死ぬ覚悟ではない。


　それはたぶん、何があっても、しぶとく生き延びるための覚悟だ。


　ディディウスは心の中で、その問いにもう一度答えた。


　できているとも。


　……と。


　決意を固めていたら、メイヴェーラに怒ど鳴なられた。


　──ちょっとお、ディディってば、いきなり出てきて身体からだ奪うばわないでよぉ。メイがお話ししてたでしょー！


「…………」


　ディディウスはメイヴェーラのことが好きだったが、できればもうほんの少しだけ、この肉体のそもそもの持ち主がディディウスであることを認めてくれないだろうかと思った。
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